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社会福祉法人富士厚生会本部 ・平成24年 度事業実績報告書(案)

124年 度報告 の概要

24年 度 の基本方針である、 「新 しい公共」の担い手 として、地域交流センター一に

おいては、高齢者 ・障害者や児童を含 めた交流活動が多種にわたり実施 された。高

齢者においては、予防介護の生きがいデイサー ビスを通 し、地域の仲間と一緒に学

び自立 した生活を支援 した。

社会全体が、家族や地域とのっなが りが希薄化 しているなか、地域包括支援セ ン

ター ・障害者支援センターにっいては、地域福祉の中核 として介護支援 ・相談事業

等の福祉サービスの提供体制を支え、制度の隙間をっなぐ役割をはたした。 この様

に、社会福祉法人の本旨に立ち返 り、その高い公共性と使命を確認 しながら実践を

通 し、福祉の向上を目指してより積極的に取 り組んだ。

2役 員会の運 営等

(1)理 事会 ・評議員会 の開催

次 のとお り理事会 ・評議員会を開催 し、議題について審議 を受け、可決 された。

(審議過程及び審議結果 は議事録のとお り)

○第1回 平成24年5.月25日(金):コ ラボ会議室 にて開催

議題(1)平 成23年 度事業実績報告並び に決算報告監事監査報告について

(2)ホL・ 一一・・ムヘルプ富士宮荘事業廃止について

(3)規 定改定につい て

(4)三 和荘移行 時積立金取 り崩 し並び に補正予算について

(5)三 和荘 ・富士宮荘設備整備改修及 び駐車場整備工事入札について

(6)厚 生労働省東海 北陸厚生局指導監査是正改善計画について

(7)平 成23年 度 「介護施設等 自家発電装置整備」完了報告

(8)理 事長 の 日常軽 易な専決事項報告 について

○第2回 平成24年11月9日(金):コ ラボ会議室 にて開催

議題(1)補 正予算について

(2)三 和荘 ・富士宮荘設 備整備改修及び駐車場整備工事完了報告

(3)施 設整備計画について

(4)規 定改定について(就 業規則 ・給与規定)

(5)松 野 の里償還金 の借 り換 えについて

(6)理 事長の 日常軽易な専決事項報告

(7)富 士厚生会創立40周 年並び に胸像について

○第3回 平成25年3月15目(金):ふ じさんめっせ会議室 にて開催

議題(1)平 成24年 度補正予算 について

(2)平 成25年 度事業計画並 びに予算 について

(3)静 岡県 ・山梨県施設整備 について

(4)規 程改定について

(5)理 事長 の 日常軽易 な専決事項報告
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3変 更登記

(1)平 成23年 度決算 による資産総額 変更登記(平 成24年5月28日 登記 目)

4監 査 の実施

(1)監 事に よる監査の実施

次 の とお り監事による監査 を受け、監査結果 について、平成24年5月25日

開催 の理事会、評議員会において、監事から報告された。

平成24年5.月17日(木)本 部 にて次の とお り監査を受けた。

内容=「 平成23年 度業務の執行状況」 につき、業務監査。

「平成23年 度事業決算 の状況」 につき、会計監査。

(2)行 政等 による指導監査

施設 ・事業所 においては、下記のとお り監査を受け、是正改善すべき指導事項

及び指導に基づく是正改善計画については、担当行政機関へ提出した。

日時 所轄機関 対 象 施 設

福社 24。12.1 山梨県 特養iネオ ライフ とみ ざわ

祉会 24.12.20 山梨県 特養草塩おんせん

法 24.10.30 静岡県 養護長生園

24.8.2 山梨県 ネオライフとみざわヘルパーステイションさつき

介 24.12.11 山梨県 居宅介護支援事業所ネオライフとみざわ

護 25.1.23 静岡県 特養富士宮荘、シ ョー トステイ萩の里

保 デイサービスセンターみ どりの里

険 在宅介護支援センターのぞみ

法 25.2.20 静岡県 特養 シ ャロー ム富士川、 シ ョー トステイ シャローム富士川

デ イ サ ー ビスセ ンタ ー に こに こホー ム

居宅介護支援事業所シヤローム富士川

立障 24.12.11 静岡県 障害者支援施設三和荘

支害 24.12.13 静岡県 障害者支援施設くぬぎの里

援者 デイサー ビスセンターくぬぎの里

法自 25.1.28 静岡県 障害者支援施設きぼ うの里、きぼ うの里通所

(3)内 部監査 の自主実施

監事 に よる定期監査の中間時点において、法人本部職員による自主監査を実施

した。

平成24年7.月10日 ～平成24年7月31日

対象施設=全11施 設

監査担 当=統 括本部長 ・副本部長 ・事務部長等。

内 容=介 護 ・支援処遇 関係 、経理 関係、預 り金、栄養士関係

防災の執行状況及び処理状況
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5富 士厚生会危機管理対策1

平成24年11月1目 静 岡県東部地区社会福祉施設総合防災訓練担当施設として

「シャローム富士川」において、県 ・市 ・消防署 ・東部福祉施設職員 ・近隣i者の協力、

立 ち会いのもと実施 されました。施設における防災対策及び関係機関との連携の確立、

自衛消防活動の必要性等、職員 ・利用者の防災意識の高揚が図られた。

6施 設整備 に係 る事業実績

施設整備 にかかる事業

(ユ)三 和荘 ・富士宮荘設備改修及び駐車揚整備工事完了報告

三和荘 ・富士宮荘施設開設30年 以上の経過 において 、経 年 に よる設備改修の必

要性及び職員車輌の増加か ら、設備改修及び駐車場整備による施設の維持管理のた

めの整備事業が完工する。

1)対 象施設

特別養護老人ホーム 富士宮荘

障害者支援施設 三和荘

2)工 期

平成24年7月26日 か ら平成24年9E30日

3)整 備事業経過

日 時 内 容

24.7.24 三和荘 ・富士宮荘設備改修及び駐車揚整備工事 入札

24.7.26 三和荘 ・富士宮荘設備改修及び駐車場整備工事 契約 ・工事開始

24.9.10 設計変更契約

24.9.27 三和荘 ・富士宮荘設備改修及び駐車場整備工事 工事完工

24。9.28 法人完了検査

24。10.10 旧浄化槽廃止届提出

〃 新浄化槽設置届提出

25.3.1 新設浄化槽第7条 法定検査

4)整 備事業会計決算書(抄 本)

歳

入

費 月 金 額 備 考

自己財源 ・53
,776,800円 設 計 監理費 は

両施 設均等 で負担。

(892,500円/1施 設)

{富 士宮荘

i三和荘
1

(21,892,500円)

(31,884,300円)

歳入合計(A) 53,776,800円

歳

出

工事費 51,991,800円 五光建設㈱

}富 士宮荘

i三和荘
一_一1

(21,000,000円)

(30,991,800円)

設計監理費 1,785,000円 周建築設計事務所

歳出合計(B) 53,776,800円

収支差額(A)一(B) 0円

ゑ

臼



(2)富 士市特別養護 老人ホーム整備事業計画応募結果

平成24年12月 富士 市 よ り公募 のあった特別養護老人ホーム整備計画に対 し、

応募 申込書を3月5目 に提 出 した結果、他法人 に採択され る。

(3)山 梨県特別養護 老人 ホーム整備計画書提出

ユニッ ト型特別養護老人ホーム

山梨県の健康長寿やまな しプラン(24年 ～26年 度)に お ける申請 の準備及

び県 と協議を行 う。

予 定 地:山 梨県 甲府市西高橋町277番 地 地内

規模 ・構造:大 規模 生活単位型(ユ ニ ッ ト型個室)

特別養護 老人ホーム 入所定員80人

7事 業の廃止

富士宮荘訪 問介護事 業所ホームヘルプ富士宮荘においては、平成3年4月1日 よ

り21年 間事 業を継続 してお りま したが、近年利用者が著 しく減少 し事業の継続が

困難で改善が見込めないため、理事会の承認 を得て事業廃止届けを提出し、平成

24年5月31日 をもち事業 を廃止 した。

8経 営会議 の開催

各施設毎 に経営努力を行っているが、法人全体 として均衡ある経営を確保す る観

点から、毎月、「経営会議」を開催 し、必要な情報の交i換、指導、確認 を行った。

出 席 者=:本 部 ・全11施 設施設長 ・施設経理担当者 等

開催場所=富 士厚 生会本部

9財 務経理の重点

公認会計士による、各施設の経理処理及び財務管理状況 を調査 ・監査 した。

なお、指摘事項については、改善措置を講 じた。

往 査 実 績

日 時 施設名 日 時 施設名

24,6.22

24,7.30

24,9.27

24,11.26

25,1.25

三和荘

草塩おんせん

なかざと

ネオ ライフとみざわ

きぼ うの里

24,6.27

24,9.3

24,10.30

24,12.3

25,2.28

富士宮荘

松野の里

シヤローム富士川

くぬぎの里

長生園
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10研 修会の開催

(1)法 人内部職員 による研修

(イ)理 事長 に よる研 修会

全職員 を対象 に、富士厚生会の事業理念及び事業発展の心構え等について、理

事長から直接 に学ぶことができた。

月 日=平 成24年6月10日 ～12.月10目

テーマ=富 士厚生会 の事業理念及び事業展開の心構え

講i師=仲 亀 透 理事長

会 場=富 士宮荘、三和荘、くぬ ぎの里、ネオライフとみざわ

シャローム富士川、長生園、きぼ うの里、なかざと、松野の里

草塩おんせん、西部包括

(ロ)新 規採用職 員 ・中途正規職員

開催 月 日 内容(会 場) 受講者

平成24年4月2目

～

平成24年4月6日

オ リエ ンテ ー シ ョン ・法 令

実務 ・実技 研修 ・施設 見 学

(三和荘 ・シ ヤ ロー ム富 士川)

新規採用職員:15名

中途正規職員:23名

平成24年11月27日 施設見学 中途正規職員:12名

(24年 度上半期職員)平成24年11月28目 実務研修

(ハ)施 設長訪 問研修

富士厚生 会各施設長 がそれぞれの施設 を訪問 し合い、施設長同士の交流を深 め

ると共に、出席職員への教育指導や情報交換 を通 じて、富士厚生会全体の繋が り

や、より良い施設運営の構築 を図ることを目標に実施 した。

訪問期間=・平成24年10月10日 ～平成24年11月19日

(2)外 部講師に よる研修

(イ)職 員接遇 マナ ー研修会

豊 かな人 間関係構築の基本 として 「中堅職員に求められるマナーとは」をテー

マにコミニュケーションマナー研修会を開催 した。

また、この研修会にっいては全職員の参加 を目標に実施 した。

講i師=Jプ レゼ ンスACADEMY森 田素子 先生

開催月 日 会 場 受 講 者

平成24年12月19日 富士宮市民文化会館 女性職員対象140名

平成25年3月22日 富士宮市民文化会館

(平成25年 度

男性職員対象137名

新規採用職員15名 含)
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(ロ)産 業医研修会

労働安全衛生法 に基づ き職員の安全 と健康を確保す るため、昨年に引き続き産

業医研修会を開催 した。

講師=新 富士病院 矢 田貝 凱 医師

1)第1回 テーマ=「 癌」 について

開催月 日 会 場 受 講 者

平成24年10月22日

10月23日

10月26目

富士ロゼシアター 62名

富士ロゼシアター 59名

富士ロゼシアター 48名

2)第2回 テーマ=「 イ ンフ レエ ンザ」 につ いて

開催月 日 会 場 受 講 者

平成25年1月29日

1月30日

2月4日

富士ロゼシアター 50人

富士ロゼシアター 52人

富士ロゼシアター 51人

(ハ)リ スクマネージメン ト研修会

施設利用者の安全 ・安心の揚の確保のため、今年度 は地震や火災の処理対策及

び自然災害等の事故事例をテーマに研修会を開催 した。

講 師=ア イ ドリーム静 岡 店長 芦澤政弘 先生

開催月 日

平 成24年11.月2日

会 場

三和荘多目的ホール

受 講 者

72人

(二)法 令遵守研修会

1)第1回 有期労働契約及び雇い止め等について(労 働契約法)

講 師=渡 邉社会保険労務事務所 渡邉裕文 所長

開催月 日

平成24年6月1日

会 揚

富士宮荘会議室

受 講 者

22人

2)第2回 虐待防止 につ いて(障 害者虐待防止法)

講i師=あ したか太 陽の丘 石井 昌明 施設長

開催月 日

平成24年 ユ1月14日

会 場

三和荘多目的ホール

受 講 者

68名
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(ホ)介 護職員 による喀疾吸引等 の研修

特別養護老人ホームや障害者支援施設等において、必要なケアをより安全に提

供するため、適切 に喀疾吸引等を行 う事ができるよう介護職員を養成する事を目

的 とする。

開 催 日=平 成24年8月 ～平成24年10E

開 催 数=9回(計50時 間)

開催場所=聖 隷沼津病院、聖隷健康サポー トセンター

受 講 者一社会福祉士 ・介護福祉士有資格者3名

11人 材 の確保 と育成

福祉 関係 の就業 は、民間企業の雇用が減少 しているものの、依然厳 しい状況が続

いている。 このよ うな状況の中、平成25年 度 に向けた新卒者 を14名 確保 した。

ま た、中途退職者 の補充については施設運営に支障をきたさないよう早期に対応

し、必要な人員を確保 し、人材定着促進 のため定期的に面接 ・面談を通 し、コミュ

ニケーションを図った。

(イ)主 な人材確保対策

1)学 校訪問 と求人票の提 出=大 学、短大、専門学校 、高校等。

2)各 種就職面i接会への参加=山 梨 ・静 岡県社会福祉協議会 、地方労働局

看護協会、大学、ハ ローワーク等

3)イ ンターネ ッ ト ・新 聞広告 の活用等求人誌

(ロ)平 成25年 度 職員 採 用試 験 の実 施14名 の受 入

1)第1回=平 成24年8月21日(火)

第2回=平 成24年9月21日(金)

第3回=平 成24年10月30日(火)

第4回=平 成24年12月14日(金)

第5回=平 成25年2月26日(火)

(ハ)介 護職員処遇改善加算金

1)平 成24年 度 よ り、特別 賞与 として実績12ヶ.月 分 を年2回(12月 ・6月)

に支給。

12ホ ー ムペ ー ジ の運 営

現 代 の 情報 化 社 会 に対 応 す るた め、 富 士厚 生会 の理 念 、事 業 、活 動 等 を広 く一 般

に周 知 す る と と もに人 材 確 保 等 に活 用 す るた め、各 施 設 の代 表 委 員 が協 同 して 、常

に 「富 士厚 生 会ホ ー ムペ ー ジ」 の刷 新 を図 っ た。

内 容=富 士厚 生 会 の概 要 ・施 設 の紹 介 ・事 業 の最新 情 報 等

ア ドレス=http://www.fujikoseikai。or.jp(「 富士厚生会」で開ける)

L
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!3内 部連絡会議の運営

各職場毎に関係職員による 「内部会議」を開催し、法人全体の横の協調体制を確保

した。

富士厚生会内部連絡会議実績一覧

会 議 名 開催回 内 容

全 体 会 3 仕事始 め ・人事発令及び法人 、施設 の事業計画、予算の周知等。

定 例 会 9 法人理念に沿った事業展開を図る職務連絡、職員啓発、情報伝達等。

施 設 長 会 24 本部 と施設問 との事務、事業 にかか る連絡、調整及び皆報交i換等。

代表 者 部 会 6 各部会長による部会活動 にかかる横の連絡 ・調整等。

事 務 部 会 12 事務、会計処理 の正確化、迅速化 、合理化のための研修 、打合せ等。

指 導 部 会 12 法令遵守について学習等。

看 護 部 会 7 喀疾吸引 ・胃ろう取扱い ・感染症対応等のマニュアルの見直 し。

栄養 士部 会 6 糖尿病研修 、緊急時マニ ュアル ・フローチャー ト作成、献立交i換等。

介 護 部 会 12 利用者の安全確保、介護技術の向上に関する研修とその打合せ等。

ケ ア マ ネ 部会 5 事例検討。

アドバイサ㌧部会 12 施設問の情報連携(節 約 と感染症)、3ヶ 月 目標 の設定 と評価。

在 宅 部 会 6 在宅部会 ・ケアマネ部会統合及び、各制度について等。

特 養 部 会 2 平成24年 度実地指導 ・監査報告、喀疾吸引特定行為等。

支援費施設部会 4 体制届打合せ、虐待防止研修、喀疾吸引研修打合せ、事業所説明会等。

法令遵守委員会 3 法令遵守にっいての研修会等開催。

9
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

特別養護老人ホーム 富士宮荘
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1.指 定介護老人福祉施設 富士宮荘

ユ,事 業報告

平成24年 度も、介護保険法及び老人福祉法等関係法令 を遵守 し、当法人の規程に準拠 し事業 を進めて参

りま した。稼働率は、99.6パ ーセ ントで前年対比で0.1ポ イン ト減 とな りま しが入退所が多い中、こ

の稼働率が確保 されたことは、主治医、看護師、ケアワーカ等、各職域問での連携が図られた結果でありま

す。

また、毎月実施 している防災訓練では、職員教育の一環 として毎月、非常用発電機 の作動方法や、スプ リ

ンクラーの取扱いに至るまでの研修 を重ね、地域 との防災協定により、地域のボランティアの協力で避難訓

練 も実施致 しました。 この結果、職員の防災意識の向上に繋がっております。

2,入 居者の状況

(1)定 員70名

月 別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 所 3 3 7 6 4 1 10 5 3 7 3 4 56

退 所 4 1 9 4 4 1 11 4 3 7 4 3 55

現 員 68 70 69 70 70 70 69 70 70 70 69 70 /

入退所理由

入所 待機者 リス ト～56名

退所 死亡 ～51名

病院 ～3名

在宅 ～1名

計56名

計55名

(2)市 町村別利用状況(平 成25年3月 末 日)

市町村 男 女 合 計

富士宮市 15 37 52

富士市 1 7 8

沼津市 0 2 2

御殿場市 ユ 0 1

南部町 2 3 5

身延町 0 2 2

計 19 51 70

在所期間

定

員

在所者数 年 齢 階 級 別 在 所 期 間

計70

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

1年

未満

1

～3

3

～5

5

～10

10年

以上

性

別

男 19 3 4 1 3 3 2 3 0 10 6 0 2 1

女 51 1 0 1 8 13 12 11 5 20 16 5 8 2

平成25年3.月31目 …現在

平均年齢

平均82.8歳

男性75.8歳

女性85.4歳

男性最高齢者

女性最高齢者

93歳

95歳

在所期間
男 性42.5ケ 月

女 性31.1ケ 月

全体34。9ヶ 月

ユ2



(4)要 介護度別

要介護度 男 女 計
要介護 ユ 1 1 2

要介護2 2 0 2

要介護3 5 7 12

要介護4 5 25 30

要介護5 6 18 24

合 計 19 51 70

平均介護i度4.0

平成24年 度富士宮荘 日課表
目勤業務 早出業務 遅出業務 夜勤業務

8=30 朝礼 6:30 朝食介助 10:30 お茶 出 し ・昼食準 20:30 出勤 ・申 し送 り
排泄介助 ・体位交 8:00 下膳 ・ 備 20:45 オムツ交換

8:30 換 ・入浴介助 口腔ケアー 11:30 昼食介助 コール対応

9:00 洗浄 8:30 休憩 12:30 昼食休憩
諸行事準備 ・理美容 8:45 排泄介助 ・理美容 排泄介助
・回診 9:00 ・入 浴 介助 ・目勤者 入浴介助 オ ムツ交 換 ・コー

10:30 車椅子移乗 ・お茶 と業務内容同じ 入浴出来ない方の ル対応
出 し 9:30 清拭1名 23:00 1時 間毎の見廻 り

11:00 休憩:昼 食準備 ・ 10:00 業務 行事がある日 15:30 夕食準備
11:15 エ プ ロ ン ・歯 ブ ラ 10:30 は行事 16:00 休憩 0:00

シ ・お茶 11:00 16:30 夕食配膳準備 2:00 体位交換
11:30 昼食配膳 ・食事介 11:30 昼食介 車イス移動 16:45 夕食配膳 見廻 り

助 助 (ユ名) 夕食介助 4:00 体位交換
下膳 ・清掃 ・記録 15:50 申し送 り 見廻 り

12:50 昼食休憩 18:00 下膳
14:00 排泄介助 ・入浴介 12:50 昼食休憩 後片付 け ・車イス 5:00 排泄介助
助 移動 ボイラー点火(給

13:50 見回 り 18:30 口腔 ケ アー ・排 泄 湯 ・暖房)
曜 日により 記録 排泄介助

14:00 一般浴 14:00 入浴介助 19:30 排泄介助 【2名】 6:00 検温
車イス移乗 歯科往診(金) 服薬介助 ・水分補 お茶入れ準備
特浴 (金) 19:45 給 【1名】 6=00 カーテン開け

15:30 入浴終了 歯科 15:30 入浴終了 バ イタルチェック 入れ歯洗浄
16:00 医務の指示 往診 16:00 退社 20100 ・パ ソコン入力 6:30 お茶(パ ー ト)
の食事 申し送 り 7;00 エプロン配 り

16:30 休憩 排 泄 洗濯物関係 8:00 車イ ス移 動 ・ベ ツ
16:45 夕食配膳 介助 20:30 退社 トUP

17:00 夕食介助 朝食準備
18:00 食事片付け 朝食
退社 下膳 ・清掃

洗面介助 ・口腔 ケ

ア ー

エ プ ロ ン ・お しぼ

り洗濯 ・パ ソコ ン

入力
8:30 朝礼 ・寮母引継
退社

驚



平成24年 度事業実施状況
月 日 行 事 施 設 内 容 施設会議

四

月

2

6

9

ユ0

ユ2

ユ8

20

24

26

全体朝礼

花見

検便
実習生

防災訓練
シヨツピング

誕生会

検便

研修
シヨツピング

上井出地区ボランティア女性会

Fujiア カデ ミー12目 迄

ピアゴ 民生委員4名 参加

竹川マジック

富士宮市事業者連絡協議会
ピアゴ 民生委員4名 参加

主任会議

各セクション会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議
全体研修会

ケースカンファレンス

感染症対策委員会

身体拘束委員会

理美容 ・接骨院

五

月

1

7

8

9

ユ0

ユ1

ユ6

ユ7

21

22

24

30

定例会
実習生
防災訓練
入居検討委員会
シヨツピング

藤の花見
誕生会
監事監査

故紙回収
入居者懇談会
シヨツピング
ボランティア

Fujiア カデ ミー15目 迄

ピアゴ 民生委員4名

大石寺下之坊 上井出地区ボランティア女性会
五月会

ヒ。アゴ 民生委員4名

白百合グループ

主任会議

各セクション会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

ケースカンファレンス

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

六

月

1

1

7

ユ4

ユ9

22

28

定例会
薔薇の花見
検便
慰問
シヨツピング

入居検討委員会
清拭寄贈
シヨツピング

富士中央公園 上井出地区ボランティア女性会

上井出小学校58名
ピアゴ 民生委員4名

猪の頭婦人会
ピァゴ 民生委員4名

主任会議

各セクション会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

七

月

2

3

6

ユ2

18

23

24

25

26

29

定例会
防災訓練
田貫湖
シヨツピング

誕生会
内部監査
入居検討委員会
施設見学
シヨツピング

夏祭り

上井出地区ボランティア女性会
ピアゴ 民生委員4名

玉扇舞踊会

富士見高等学校生徒2名
ピアゴ 民生委員4名

各ボランティア団体 ・上井出小学校

主任会議

各セクション会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

人

月

1

3

4

6

8

17

21

22

23

31

定例会
検便
施設見学
防災訓練
施餓鬼供養
実習生
検便
入居者懇談会
故紙回収
誕生会
実習生
シヨツピング

入居検討委員会

富士見高等学校生徒2名
夜間招集訓練
本源寺
富岳館高等学校生徒

西富士中学校
Fujiア カデミー
ピアゴ 民生委員4名

主任会議

各セクション会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議
全体会議

理美容

接骨院
身体拘束委員会

感染症対策委員会

ユ4



3 定例会 主任会議
5 故紙回収 各セクシ ョン会議

7 ボランティア 上井出地区ボランティア女性会 リスクマネー ジメン ト委員会

九 9 施設敬老会 美藤会 事務請求会議
17 地域敬老会 上井出区民館 全体会議

月 18 作品展 シヤ ロー ム富士川 身体拘束委員会
19 誕生会
21 特養部会
26 ボランティア 白百合 グループ

27 シ ヨツピング ピアゴ 民生委員4名

1 定例会 主任会議

5 検便 各セクシ ョン会議

9 防災訓練 リスクマネージメン ト委員会

11 シヨヅピング ピアゴ 民生委員4名 事務請求会議

16 慰問 上 井 出小学校1.3.6年 生48名 全体会議

十 18 入居検討委員会 理美容

19 検便 接骨院

月 22 産業医研修 身体拘束委員会

23 産業医研修

24 ボランティア JA

25 シ ヨツピン グ ピアゴ 民生委員4名

26 産業医研修

28 家族会
1 施設防災 シャローム富士川 主任会議

2 定例会 各セクシ ョン会議

十 ボランティア 上井出地区ボランティア リスクマネージメン ト委員会

一 6 防災訓練 事務請求会議

8 シ ヨツ ピング ピアゴ 民生委員4名 全体会議

月 入居検討委員会 理美容 ・接骨院

9 シルバー人材センター 身体拘束委員会

13 入居者懇談会 感染症対策委員会

3 定例会 リスクマネージメン ト研修 主任会議

4 防災訓練 各セクション会議

7 地域相談員会議 富士宮市事業者連絡協議会 リスクマネー ジメン ト委員会

十 12 入居検討委員会 事務請求会議

二 13 故紙回収 全体会議

14 不在者投票 理美容 ・接骨院

月 検便 身体拘束委員会

19 JAL接 遇研修 富士宮市民文化会館(女 性対象)

26 故紙回収

28 餅つき

1 お とそ 主任会議

4 仕事初め式 ホテルグランド富士 各セクシ ョン会議

8 厨房監査 富士保健所 リスクマネージメン ト委員会

11 どんど焼き 上井出地区ボランティア女性会 ・リーチェル幼稚園 事務請求会議
一 17 地域相談員会議 高原荘にて

21 作品展 富士宮市役所25日 迄 全体会議

月 23 実施指導 ' 身体拘束委員会

25 清拭寄贈 富士宮市社会福祉協議会

27 駅伝 南部町駅伝

29 産業医研修 インフルエンザについて

30 産業医研修 インフルエンザについて
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1 定例会 主任会議

検便 各セクシ ョン会議
二 3 節分祭 ネオライフとみ ざわ リスクマネージメン ト委員 会

4 産業医研修 インフルエンザ 事務請求会議
5 防災訓練 身体拘束委員会

月 14 施設見学 富士見高等学校生徒1名 感染症対策委員会
15 検便
20 誕生会

25 健康診断 夜勤者対象

1 定例会 主任会議
5 防災訓練 各セクション会議

三 8 入居検討委員会 リスクマネー ジメン ト委員会

ユ2 入居者懇談会 事務請求会議

月 ユ5 地域相談員会 居宅部会との意見交換会 全体研修会
21 事業所説明会 富士宮市役所にて 理美容 ・接骨院

22 JAL接 遇研修 富士宮市民文化会館(男性対象 ・新人職員) 身体拘束委員会

0
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2.短 期入所生活介護 萩 の里

1.事 業報告

平成24年 度 は、利用者や家族 との信頼関係の構築1居 宅介護支援事業所 との連携

強化で、新規利用者獲得 と既存利用者 のリピー トアップで 目標稼働率(83%)確 保

に向けて努力致 しま した。新規利用者 は71名 で前年度対比22名 と大幅な増加 とな

りましたが、入院や死亡、施設へ の入所者が増加 したため、結果的に稼働率では78.

7%で 前年度対比5.8ポ イン ト減 とな りました。

来年度も、職員全員がより良い介護技術及び知識の向上を図 り、利用者 のニーズに

応 えると共に、信頼できる質の高いサー ビスを提供 していきます。

2.利 用実績

月 要支援 要

介1

要

介2

要

介3

要

介4

要

介5

計

(名)

1日 平 均

(名)

延 べ人数

(名)

稼働率

(%)

新規利用

(名)
一

4 2 10 5 11 16 12 56 15.9 479 79.8 7

5 3 5 7 13 13 14 55 15.7 488 78.7 5

6

1

2 2 7 12 12 13 49 15.8 476 79.3 3

7 2 4 10 12 11 12 52 15.5 481 77.5 4

8 3 2 11 13 12 10 51 15.7 487 78.5 3

9 6 10 12 11 11 50 15.1 453 75.5 ユ ユ

10 2 2 10 12 11 13 55 16.0 480 77.4 5

11 2 6 10 12 9 13 52 15.3 461 76.8 7

12 2 9 11 11 8 10 51 15.0 465 75.0 6

1 2 9 8 12 9 10 53 15.6 486 78.3 5

2 2 6 13 9 9 11 50 17.0 478 85.3 7

3 5 5 14 11 10 11 56 16.6 515 83.0 8

合計 27 66 116 140 131 140 630 ユ5.7 5749 78.7 71
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3.平 成24年 度 利用者 目課表

時 聞 行 動 内 容

5=00 検 温 ・排 泄(交 換 ・介助 ・誘導)

6100 起床 ・洗面

6:30 朝食準備

7:00 朝食 ・口腔ケア(終 了後 自由時間)

9:00 入所者送迎 ・排泄(交 換 ・介助 ・誘導)

10:00 おやっタイム ・機械浴開始

11:30 昼食準備 ・昼食前運動

12:00 昼食 ・口腔 ケア

12:30 自由時聞

13=30 個浴開始 ・排泄(交 換 ・介助 ・誘導)

14:30 おやつタイム

15:00 レク リエ ーシ ョン

16:00 退所者送迎(夕 食まで自由時間)

17:30 夕食準備

18:00 夕食 ・口腔 ケア

18:30 自由時間

20:00 検温 ・排泄(交 換 ・介助 ・誘導)

21:00

1

消灯

4.平 成24年 度 行事活動実施表

月 行 事

4月 花見 ・マ ジ ツクシ ョー ・誕生会

5月 誕生会

6月 上井出小学校慰 問 ・ピアノボランテ イア ・誕生会

7月 富士宮荘夕涼み会 ・誕生会

8月 誕i生会

9月 西富士中学校慰問 ・誕生会

10月 上井出小学校慰問 ・誕生会

11月 シ ョー ト運 動会 ・誕生会

12月 クリスマ ス会 ・誕 生会

1月 どんど焼き ・誕生会

2月 節分 ・誕生会

3月 ひな祭 り ・誕生会

※上記 の行事 以外 の通 常 日は レク リエー シ ョン時間に実施 。 内容 は以下 の通 り。

運動 系:風 船バ レー ・輪 投 げ ・お手玉投 げ ・魚釣 りゲー ム ・指 運動 ・ボー リン グ

製 作 系:お 菓子作 り ・ち ぎ り絵 ・お面作 り ・折 り紙 ・ぬ り絵 ・ゴミ袋 作 り

頭脳 系:将 棋 ・パ ズル ・なぞ なぞ等のクイズ そ の他:カ ラオケ

蜷



3通 所介護 み どりの里

1事 業 報告

平成24年 度は、利用者本位のサービス提供を 目標 に、利用者一人ひとりに目を向けた

質 の高 いサービス提供 に努 めま した。桜 の切 り絵 、七夕飾 り、正 月飾 りな ど、 四季折

々の創 作活動 に力 を入れ、活気 のあるデイサー ビスの展 開を図 りま した。

定期 的に居宅介護 支援事業所 を、パ ンフ レッ ト等 を持参 し、訪問す るな ど積極的な

広報活動を実施 したので、新規利用者 の受 け入れ にっなが りま した。

その結果、利用者が増加 し、稼働率は77.5パ ーセ ン ト(前 年度対比6ポ イン ト増)

と高い数値を残すことが出来ま した。

来年度も、利用者ニーズの把握に努め、サー ビスの向上を図りなが ら安定 した経営に意

を注ぎます。

2事 業 内容

① 日常生活の援助

ア、排泄介助 イ、移乗介助 ウ、移動介助 工、その他必要 とされ る介助

オ、養護(休 養)

② 健康状態の確認把握 ③レクリエーシ ョン(ア クティビテ ィ ・サー ビス)

④ 趣味活動 ⑤送迎サービス ⑥入浴サービス ⑦食事サー ビス

⑧ 相談 ・助言等 ⑨昼食時服薬管理 ⑩介護サー ビス ⑪ 日常生活動作

3教 養 余 暇事 業

自主性 と自発性を尊重 し、個別対応 で自分に適 した内容 を娯楽的要素を取 り入れて実施

しました。

① 踊 り教室(喜 給の会 毎月2回 、 リズム安寿 毎月1回)

②書道教室、絵手紙、水墨画

③ クラブ音楽

④ 手芸教室

⑤ レクリエーシ ョン

⑥誕生会(誕 生カー ド作成 し、手渡 し)

⑦ 健康講座(季 節 にあった内容 〔新型インフルエンザ、ノロウィルス〕等を簡単に

まとめ利用者様 の前で講義を行いま した。)

⑧ デイサービスセンターみ どりの里 健康体操

4広 報 活動

機関紙"か がやき"を 毎月発行 しました。
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5実 施事業

4月 頭 の体操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読 み聞かせ ・カ ラオケ

手芸(ぞ うきん縫い)(小 物入れ)・ おやっ レク(さ つ まスティ ック)

5月 頭の体操 ・健 康体操 ・塗 り絵 ・パズル ・読 み聞かせ ・カラオケ

手芸(兜 作 り)・ カル タ ・おやつ レク(コ ロ ッケ)

6月 頭 の体操 ・健康 体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読み聞 かせ ・カ ラオケ

手芸(着 物 ほ どき)・DVD鑑 賞 ・風船バ レー ・おやつ レク(鮫 子)

7月 頭 の体操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読 み聞かせ ・カラオケ

手芸(七 夕飾 り)・ 音楽鑑賞 ・おやっ レク(と ころてん)・ カル タ

8月 頭の体i操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読 み聞かせ ・カ ラオケ

手芸(祭 り飾 り)・ おやつ レク(パ フェ)・ 壁面 作 り

9月 頭の体操 ・健康 体操 ・塗 り絵 ・パズル ・読み 聞かせ ・カ ラオケ

手芸(は し袋)(人 形)・ おやつ レク(ス イー トポテ ト)

10月 頭 の体操 ・健康 体操 ・塗 り絵 ・パズル ・読み聞かせ ・カラオケ

手芸(お 手玉)・ おやつ レク(ホ ッ トケー キ)折 り紙 ・カル タ取 り

11月 頭 の体操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読 み聞かせ ・カラオケ

手芸(亀 の キー ホル ダー)(ク リスマス飾 り)・ おやつ レク(た こ焼 き)

12月 頭の体操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パズル ・読み聞かせ ・カラオケ

手芸(ぞ うきん縫い)(正 月飾 り)・折 り紙

■ 月 頭の体i操 ・健康 体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読 み聞 かせ ・カラオ ケ

書き初 め ・カル タ ・手芸(テ イ ッシュケース)お やつ レク(お 汁粉)

2月 頭 の体操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パ ズル ・読 み聞かせ ・カ ラオケ

豆 まき ・桜 の花切 り ・俳句 ・おやっ レク(ど ら焼 き)

3月 頭の体操 ・健康体操 ・塗 り絵 ・パズル ・読み 聞かせ ・カ ラオケ

おやつ レク(ひ なゼ リー)・ 手芸(ぞ うきん縫 い)・ 川柳

※ 毎月、防災訓練、健康講座 、誕生会、変わ り風 呂を行いました。

6利 用実績

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 月月 12月 1月 2月 3月 合計

稼働日数 25 27 26 26 28 25 27 26 26 24 24 26 308

延べ人数 476 510 496 490 521 483 537 539 533 461 393 534 5973

平均利用者数 19.0 18.8 19.1 18.8 18.6 19.3 19.8 20.7 20.5 19.2 16.3 20.5 19.3

稼働率 76.1 75.5 76.3 75.3 74.4 77.2 79.5 82.9 82 76.8 65.3 82.1 77.5
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4.居 宅介護支援事業所 のぞみ

事業報告

平成24年 度 は、給付管理者数が延べ965名 で、前年比で53名 増 となりま した。

これは、介護度に関係 なく積極的に新規の受け入れ を行い、ケアマネジメン トを行 って

きた結果です。

来年度 もひきっづき、地域包括支援センター、在 宅支援セ ンター と連携 を図 り、積極的

に新規利用者 を増や してまい ります。

利用者 にはきめ細やかなケアマネ ジメン トを行い、サー ビス調整などの要望に迅速に対

応 し、利用者 ・家族双方の信頼を得 られるよう努力 してまい りました。

また、資質向上を図るため、外部研修 に積極的に参加 し、利用者へのよ り良いケアプラ

ンの提供 に努めました。

1.利 用者 のケアマネジメン ト

利用者、家族がより良いサー ビスを利用するためにサー ビス担当者会議 を開催 し、ケア

プランを作成 して、同意を得て、交付 しました。

また、モニタ リングなど必要項 目を実施するとともに、利用者 の自立支援のためのサー

ビスを円滑に行われ るよ う利用者宅 に直接訪闇 して話 を聴いた り、必要時に利用者本人や

その家族 、サー ビス提供事業所や担当医などとケアカ ンファレンスを開 くなどして便宜を

図 りま した。

2.研 修参加

研修に参加す ることで介護支援技術、知識、人間性 の向上を図 りました。

・法定研修

静岡県介護支援専門員専門研修課程■(佐 野が参加)

期 日=ユ0/4～1ユ/20の 期間内に合計4目

揚 所:グ ランシップ、清水テルサ

・富士宮市居宅介護支援部会

居宅介護支援部会研修会

「高齢者 における精神疾患及び認知症にっいて」

期 日=平 成24年6月29日

場 所:富 士宮市総合福祉会館第1・2会 議室

内 容=認 知症 と精神疾患の違いについて、それぞれの基礎を学ぶ ことで理解

を深める

「県か らの伝達研修…介護保険事業者指導 の立揚か ら」

期 目:平 成24年9月12目

場 所:富 士宮市総合福祉会館簑.1・2会 議 室

＼
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内 容:平 成24年 度介護報酬改定に伴 う居宅介護支援の主な改訂内容の説

明及び実地指導などにおける指摘 ・助言事項

講師…静岡県健康福祉部福祉長寿局介護指導課 主査 三角良子氏

「緊急 ・災害時対応シー トについての検討会」

期 日=平 成24年9月12目

場 所:富 士宮市総合福祉会館第1・2会 議室

内 容:緊 急災害時対応 シー トにっいて訪問部会主導で作成 中。意見交換を

行いながらよりよいシー トを作 るために意見交換会

「視察研修…最新の医療 を学ぶ」

期 日:平 成24年10月25目

場 所:静 岡がんセンター

内 容:静 岡がんセンター施設見学、最先端医療 「ダヴィンチ ・陽子線治療」

の講演 とDVD視 聴

「地域包括ケア…各団体 との意見交換会」

期 目=平 成25年1月15日 。

場 所:富 士宮市総合福祉会館大広間

内 容:地 域型支援センター ・老人クラブ ・民生児童委員 ・ひまわ りの会 ・

さくら会 ・地域寄合処の各団体の代表 より活動紹介 と意見交換会

・富士厚生会ケアマネ部会

期 日:年 間4回(平 成24年5月 ・8月 ・1ユ 月 ・平成25年2月)

場 所:シ ヤローム富士川会議室

内 容:介 護保険制度の内容にっいて ・実地指導 ・事例検討

・その他

富士宮市介護保険事業所連絡協議会総会

平成24年4月24目 安藤記念ホール

富士宮市介護保険事業者説明会

平成25年3月21日 富士宮市役所

静岡県介護保険事業者集団指導

平成24年9月6日 沼津市民文化センター

認定調査員現任研修

平成25年2月6日 東 レ三島研修センター

3,受 託事業

各保険者か ら要支援者 のケアマネジメン トを受詐 しました。(富 士宮市地域包括支援セ

ンター、富士市北部地域包括支援センター、富士市西部地域包括支援センター、静岡市駿
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河区小鹿豊田地域包括支援センター)

各保険者から認定調査を受託しました。 (富士宮市、富士市、静岡市)

4.医 療機 関 ・介護i保険施設 ・市町村等 との連携

・介 護保険施設の紹介、申込の代行 を行 いま した。

・入退院時におけるご利用者の情報交換 を医療機関とおこない
、円滑に在 宅復帰ができ

るよう支援 しま した。

・各種減額制度や障害者 自立支援法、精神保健法等に基づ く福祉サー ビスの提案、申請

代行を行いました。

5.静 岡県介護保険施設等実地指導

平成25年1月23目 静岡県健康福祉部福祉長寿局介護指導課 による実地指導

を受 けました。
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給付管理票提 出状況

平成24年4月 ～平成25年3月

(平成23年4月 ～平成24年3月 までとの比較)

居宅給付管理 介護予防給付管理

男 女 計
■

男 女 計

24年 度 23年 度 対比 24年 度 23年 度 対比 24年 度 23年 度 対比
■

24年 度 23年 度 対比 24年 度 23年 度 対比 24年 度 23年 度 対比

4月 14 16 87.5% 51 57 89.5% 65 73 89.0% 3 2 150.0% 8 4 200.0% 11 6 183.3%

5月 19 16 118.8% 49 59 83.1% 68 75 90.7%

■

5 2 250.0% 9 5 180.0% 14 7 200.0%

6月 15 14 107.1% 51 58 87.9% 66 72 9t7% 2 2 100.0% 10 5 200.0% 12 7 17t4%

7月 13 15 86.7% 54 58 93』% 67 73 91.8% 2 1 200.0% 5 6 83.3% 7 7 100.0%

0

8月 16 15 106.7% 55 58 94.8% 71 73 97.3%

■

3 2 150.0% 14 5 280.0% 17 7 242.9%

,浮月 16 15 106.7% 51 58 87.9% 67 73 9t8% 3 2 150.0% 10 5 200.0% 13 7 185.7%

トら

10月 16 13 123.1% 53 51 103.9% 69 64 107.8% 3 2 150.0% 10 6 166.7% 13 8 162.5%

11月 13 12 108.3% 49 52 94.2% 62 64 96.9%

1

2 2 100.0% 14 7 200.0% 16 9 177.8%

12月 16 12 133.3% 52 51 102.0% 68 63 107.9% 3 1 300.0% 9 9 100.0% 12 10 120.0%

り月 19 13 146.2% 53 48 110.4% 72 61 118.0% 2 1 200.0% 10 10 100.0% 12 羽 109.1%

2月 17 13 130.8% 50 46 108.7% 67 59 113.6%

■

1 2 50.0% 11 9 122.2% 12 佃 109.1%

3月 19 14 135.7% 53 45 117.8% 72 59 122.0% 1 3 33.3% 11 10 羽0.0% 12 13 92.3%

合 計 193 168 114.9% 621 641 96.9% 814 809 100.6% 30 22 136.4% 121 81 149.4% 151 103 146.6%

※ 平 成23年 度、24年 度と毛専従2名 の体制



5.在 宅介護支援センター のぞみ

事業実施報告書

平成24年 度 は、寄 り合い処や老人会 な どの地域活動に積極的に参加 し、地

域住民への広報活動にカを入れたことで、高齢者の総合相談業務においては、

前年度 より多 くの相談に対応することが出来ま した。

また、専門職だけに留まらず、区長、町内会長、福祉委員、民生委員 などの

地域住民も交えたケース会議を実施するなど、地域に密着 した活動を展開する

ことが出来ました。

認知症への理解 を普及するため、認知症 キャラバンメイ トの一員 とな り、専

門職や住民と協働 してボランティア活動に努め、区民館などで認知症サポータ

ー養成講座 を開催することができました
。

一方、介護 に従事 している家族を対象 とした 「家族介護教室」では、排泄ケ

アに関連する事業所や補聴器 を取 り扱 う業者、行政書士などの外部講師を依頼

し、ネ ッ トワーク活動を駆使 して無償で講師をしていただく事ができ、幅広い

知識を学ぶ機会を作ることができました。

さらに、65歳 以上の方 を対象 とした 「介護 予防教室」では、寄 り合い処や

老人会を中心として、前年度以上の回数を実施することができました。

来年度も、地域からの依頼には積極的に対応 し、総合相談を始め、各事業の

効果的な推進に努めてまい ります。
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平成24年 度 総 合 相 談 支 援 業 務 件 数

日 付 方 法
内 容

i種 溺 梱 譲 経 路
来

所

訪

問

電

話

メ

1

ル

噂

F

A

X

ネ

ッ

ト

ワ

1

ク

活

動

包

括

へ

の

連

絡

卿

相

談

介

護

保

険

介

護

予

防

一

般

高

齢

者

障

害

者

(

知

的

)

障

害

者

(

精

神

)

障

暑

者

(

身

体

)

権

利

擁

護

(

虐

待

)

権

利

擁
護
(

成

年
後

見
制

度
)

権

利

擁

護

(

他

)

医

療

保

健

相

談

児

童

経

済

的

問

題

そ

の

他

本

人

親家

戚族

他

機

関

専

門

職

ケ

ア

マ

ネ

1

ジ

ヤ

1

委民

生

児

員童

事

業

所

■

学

校

近

隣

住

民

鱈

知

人

行

政

機
関
(

警

察
「

消

防

含
V

そ

の

他

4月 9 75 79 1 5 6 49 25 90 0 6 0 0 0 0 0 0 0 5 44 17 22 2凸 69 0 3 17 1

5月 7 93 84 2 4 7 12 13 141 0 3 0 0 0 0 0 0 0 28 29 20 30 0 64 0 1 47 6

6月 。 4 69 50 0 7 6 20 17 73 0 14 0 0 0 0 0 0 0 12 31 34 8 0 16 0 7 34 6

7月 6 52 55 0 5 4 7 24 56 0 3 1 0 0 0 0 0 0 26 6 12 16 0 50 2 4 25 6

さ
明σ
、
1～5 51 56 0 4 5 10 9 81 0 7 0 0 0 0 0 5 0 9 19 12 22 0 30 0 0 35 3

9月 1 57 64 0 5 2 1 1 99 0 14 0 0 0 0 0 1 0 13 13 28 7 0 51 0 5 21 4

10月 0 72 80 1 2 13 4 41 102 0 1 3 0 0 0 0 0 0 17 36 42 0 1 56 9 6 18 0

11月 7 61 84 0 6 5 16 23 105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 12 80 11 0 27 1 12 16 4

12月 3 41 40 0 0 2 16 14 46 1 5 0 0 0 0 1 0 0 4 17 42 9 1 10 0 8 1 0

1月 0 64 47 1 6 3 4 6 95 0 4 0 0 0 0 0 0 0 12 27 13 4 1 55 1 2 12 0

2月 4 46 63 1 10 17 28 6 82 0 10 0 0 0 0 0 0 0 15 7 39 7 0 56 0 7 15 10

3月 5 63 70 1 4 9 33 16 87 0 3 0 0 0 0 0 0 0 13 19 51 12 0 22 0 1 46 1

合計 51 744 772 7 58 79 200 195 1057 1 70 4 0 0 0 1 6 0 173 260 390 148 5 506 13 56 287 41



平成24年度 介護予防教室実施回数

開催日 開催場所 内容 時間
参加者

男性1女 性i合 計

第1回 6月6日 上小泉寄り合い処 口腔ケア、バランスの良い食事、脳トレ体操 90分 1人 10人 11人

第2回 6月7日 ふなくぼフレンド 転倒予防について、脳トレ体操 90分 0人 10人 10人

第3回 7月28日 やまびこ寄り合い処 脱水、熱中症の話、くすりの話 90分 1人 11人 12人

第4回 8月2日 寄り合い処っくしの会 正しいくすりの飲み方、薬に関するQ&A 90分 0人 12人 12人

第5回 9月5日 杉田6区寄り合い処 口腔ケアと低栄養について 90分 4人 8人 12人

第6回 9月19日 粟倉寄り合い処 笑いの効果、口の健康、ロ腔体操 90分 4人 10人 14人

第7回 10月4日 幸せの泉寄り合い処 転倒予防、介護保険の住宅改修、福祉用具 90分 0人 26人 26人

第8回 10月6日 小泉4区区民館 転倒予防の話、歩き方、住環境チェック 90分 26人 25人 51人

第9回 10月10日 大岩3区区民館 転倒予防、歩き方、レクリエーション 90分 5人 10人 15人

第10回 11月3日 小泉4区区民館 認知症予防、レクリエーション 90分 24人 25人 49人

第11回 11月8日 大岩2区区民館 転倒予防について、脳トレ体操 90分 6人 9人 15人

第12回 11月16日 寄り合い処社領 転倒予防のための介護保険制度活用 90分 0人 15人 15人

第13回 12月1日 小泉4区区民館 脳トレの必要性、脳トレ、体操 90分 26人 24人 50人

第14回 2月19日 木伐山区民館 認知症予防、レクリエーション 90分 5人 20人 25人

第15回 3月6日 上小泉寄り合い処 骨粗髪症の話 90分 0人 11人 11人

第16回 3月29日 杉田1区区長宅 認知症予防、レクリエーション 90分 3人 8人 11人

合 計 105人 234人 339人

平成24年度 家族介護者教室実施回数

開催日 開催場所 内 容 時間
参加者

男性1女 性1合 計

第1回 11月7日 富士根南公民館

特別養護老人ホームの現状について
きこえの相談会
補聴器に関するあれこれを学ぼう

120分 4人 16人 20人

第2回 11月21日 富士根南公民館

オムツの選び方 ・使い方レッスン
感染症予防について 120分 2人 9人 11人

第3回 12月5日 富士根南公民館

遺産相続 ・遺言の基礎
成年後見制度の概要と活用法 120分 2人 13人 15人

第4回 12月18日 富士根南公民館

アフタヌーンティーでリフレッシュ♪

簡単なデザートの調理実習とリフレッシュの

ための談笑タイム
120分 1人 6人 7人

第1回 11月16日 富±根北公民館

特別養護老人ホームの現状について
きこえの相談会
補聴器に関するあれこれを学ぼう

120分 0人 6人 6人

第2回 11月27日 富士根北公民館

オムツの選び方・使い方レッスン
感染症予防について 120分 0人 7人 7人

第3回 12月14日 富士根北公民館

遺産相続 ・遺言の基礎
成年後見制度の概要と活用法 120分 1人 7人 8人

第4回 12月19日 富士根北公民館

アフタヌーンティーでリフレツシュ♪

簡単なデザートの調理実習とリフレッシュの

ための談笑タイム
120分 0人 6人 6人

合 計 10人 70人 80人
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉=法人 富士厚生会

特別養護老人ホーム ネオライフとみざわ

2魯



!。 指定介護老人福祉施設 ネオライフとみ ざわ

平成24年 度は、介護保険法及び老人福祉 法等関係法令を遵守 し、法人の理

念に基づき、本年4月1日 よ り特養施設ネオ ライフ とみ ざわ も介護職員(資 格

取得)に より、医行為 口腔た ん吸引を実践してきました。介護職員 と連携を取

り適切かつ安全体制に心がけ利用者様の事故防止に務めました。

開設10周 年 の節 目の年 を迎 え、 この一年 間、大きな行事が続 きました。

法人の理念に基づき、地域 との交流を深め御家族様、御利用者様の結びっき

を大事に主な行事を行って参 りました。第10回 開設記念式典、家族会、夏ま

つ り、ネオライフとみ ざわ節分祭では利用者様が身近におす もうさんを囲み施

設内ふれあい広場において楽 しんで頂きました。また引き続 き町民皆様との節

分祭も行われ、親 しまれるネオ ライフとみざわとして、地域の皆様 と信頼の輪

を広げることが出来ま した。

感染症対策は関係機 関等、情報の共有を密にし、迅速、的確な対応、面会の

規制、施設内の消毒、手洗いの徹底など予防の成果が出るよう取 り組みました。

インフルエンザ職員1名 、利用者2名 、ノnウ イルス職員2名 、利用者0名(前

年 インフルエ ンザ利用者10名)で した。前年度 はご心配 をお掛 けしましたが

今年度は教訓を生かすことが出来たと考えています。

入所者様の状況は14名 の退所者(前 年度8名)と なってお ります。

介護度 は平均3,94(前 年 度3.82)と なってお ります。

稼働 率は97.0%(前 年度97.6%)-0.6と な り、平成25年 度は

収支の安定を確保 するた め、病院、家族と密接な連携を保ち、信頼関係をより

強固なものになるよ う務めて参 ります。

鱒



2)入 所者の状況(平 成25年3E31日 現在)

①月別入退所者数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
入所 0 2 3 1 1 1 0 0 3 2 0 1 14

退所 0 2 3 1 1 1 0 0 5 0 0 1 14

現員 50 50 50 50 49 50 50 50 48 50 49 50 /

②市町別入所者数
市町村鳳南部町身延町 富士川町早川町 甲斐市 富士宮市 静岡市 合計
男性 10 2 1 0 1 0 0 14

女性 26 6 0 1 0 2 1 36

合計 36 8 1 1 1 2 1 50

③要介護度別入所者数
1,平 均介護i度 一 般棟 ・=3.6認 知棟=生4

介護度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計
一般棟 2 3 7 10 8 30

認知棟 0 0 3 6 11 20

合計 2 3 10 16 19 50

■,男 性 平均=3.57女 性 平均=・4.08

介護度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計
男性 1 1 4 5 3 14

女性 1 2 6 11 16 36

合計 2 3 10 16 19 50

※ 入所利用者平均介護度=3.94

④年齢別及び在所期間

在所者数 年齢階級層

計50
64歳

以下

65～

69

70～

74

75～

79

80～

84

85～

89

90～

94

95～

99

100～

性別 男性
14 2 1 1 4 2 3 0 1 0

女性 36 0 0 1 1 9 10 9 4 2

平均年齢 平均83歳5ケ 月

男性78歳4ケ 月 最高年齢者104歳6ヶ 月 最小年齢者58歳2ヶ 月

女性88歳7ケ 月

④グループケアユニット別入所者数(ADL)
工,歩 行

グループ名

一 般 棟 認知棟
合計1F 2F 2F

まこころ やすらぎ ふるさと

歩行 2 2 2 6

車椅子 13 13 18 44

合計 15 15 20 50

ll,入 浴

グループ名

一 般 棟1認 知棟

合計1F 2F 2F

まこころ やすらぎ ふるさと
一般浴 2 1 3 6

器械浴 13 14 17 44

合計 15 15 20 50

σ 3⑪



3)入 院 ・外泊等の不在状況

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3,月 計

不在延日 119 109 32 47 14 17 1 4 51 58 13 71 536

稼働率 92.0% 92.9% 97.8% 96.9% 99.0% 98.8% 99.9% 99.7% 96.7% 96.2% 99.0% 95.4% 97.0%

4)給 食の状況(平 成25年3月31日 現在)

行事給食の実施状況

月 内 容

4月 誕生会(た けのこご飯 ・刺身など)・旧暦のひな祭り献立とおやっ

5月 誕生会(素 面 ・天ぷらなど)・端午の節句献立(鰻 どんぶり)とおやっ

6月 誕生会(韓 国料理フェア)

7月 誕生会(フランス料理フェア)・七夕素麺と天ぷら・土用の丑(うなぎ)

8月 誕生会(ち りめん丼・茄子妙め)・スイカ割り・旧暦の七夕献立(素麺)

9月 誕生会(太 巻きと稲荷 ・天ぷら)・防災食試食 ・十五夜のお菓子 ・彼岸のおはぎ ◆

10月 運動会および誕生会(屋外弁当)・開設十周年記念式典(寿司盛り合わせ等)

11月 誕生会(中 華料理フェア)・立冬のおやつ(甘 酒)

12月 クリスマス会および誕生会(赤 飯 ・天ぷら・ケーキ)・冬至の献立(かぼちゃ)・餅っき・年越しそば

1月 誕生会(栗 おこわ)・おせち料理 ・七草粥 ・繭玉作り・どんどん焼きと甘酒

2.目 誕生会(薄 焼き卵巻き・稲荷寿 司・刺身 ・さつま天)・節分の豆まきと甘酒

3月 誕生会(鉄 火ちらし寿司)・ひな祭り献立と甘酒 ・彼岸のぼた餅

主
食

区分 ご飯 粥 ペースト
栄養
ゼリー食

経管

(胃ろう)

経管
(経鼻) 礪 入院 合計

人数(名) 13 20 4 4 3 2 1 3 50

比率(%) 26 40 8 8 6 4 2 6 100

副
食

区分 並 粗きざみ きざみ ミキサー ペースト
栄養
ゼリー食

経管

(胃ろう)

経管
(経鼻) 離 入院 合計

人数(名) 10 4 5 16 2 4 3 2 1 3 50

比率(%) 20 8 10 32 4 8 6 4 2 6 100

5)保 健 ・医療の状況

①平成25年3月31目 現在状況

鶴 入院中蟹 擁 慕 備 胃誓犠 吸引 投薬
食事介助 尿留置

カテーテル全介 半介
人 数 1 0 3 0 3 3 4 3 48 12 9 4

o 3玉



6)平 成24年 度行事等実施状況

.月 行事 会議 防災訓練

4月

花見遠足

花祭り

たけのこ祭り

主任会議、職員会議、給食

会議、ショート会議、各通り

会議、処遇会議、請求会

議、感染症委員会、衛生管

理委員会、リスクマネジメン

火災訓練
通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

バラ見遠足 ト委員会は毎月開催 避難器具の確認・体験

5月 誕生会
身体拘束廃止委員会は3ヶ
月に1回開催

避難用滑り台の場所の確認。実際
の速さ・衝撃があるか体験する

個別外出 祭り実行委員会 利用者避難誘導訓練・緊急対応訓練

6,月 あじさい見学 敬老会実行委員会
利用者の避難i誘導訓練後、緊急
時対応訓練(酸素、応急処置等)

誕生会 開設記念実行委員会 を行う

七夕飾り 誕生会 祭り実行委員会 火災訓練

7月
山田ミュージックバンド慰問 敬老会実行委員会

通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

ユニットクッキング 開設記念実行委員会

スイカ割り 誕生会 祭り実行委員会 消火器具訓練

8月 施餓鬼供養 敬老会実行委員会
消火散水栓の使用方法の確認と
放水訓練の実施

開設記念実行委員会

敬老会 夏まっり 敬老会実行委員会 非常災害時炊き出し訓練

9月 誕生会 運動会実行委員会
非常時の食事提供に関して、その
準備方法や食材、器具の保管場

家族会 祭り実行委員会 所や使用方法等の確認

開設記念 開設記念実行委員会 緊急時対応訓練

10月 南部町福祉祭り 運動会実行委員会
急変時における酸素ボンベの使
用方法等の訓練

運動会

誕生会 火災訓練

11月 通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

クリスマス会 クリスマス会実行委員会 地震想定避難訓練

12月 餅っき 大掃除 誕生会
東海沖地震を想定した、避難i、誘

導、救出訓練

新年会 南部駅伝 火災訓練

1月 どんど焼き・繭玉作り
通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

誕生会

豆まき 予算委員会

2月 誕生会 節分祭実行委員会

誕生会 夜間非常招集訓練

3月 火災時における職員の非常招集
訓練を実施

32



7)職 員研修

/ 内 容 講 師 参加人数

4月 認定調査 事務所 18名

5月 ほのぼのシステム活用法 事務主任 20名

6月 食中毒について 管理栄養士 10名

7月 認知症について リスクマネジャー 16名

8月 介護技術について 介護主任 26名

9月 防災について 防火管理者 15名

10月 職員交流会 20名

11月 夜間招集訓練 防火管理者 17名

12月 感染症について 看護師 21名

1月 事故防止について リスクマネジャー 21名

2月 ＼
3月 事業計画 施設長 ・事務主任 26名

毎月第3月 曜 日19:00か ら自由参加

o 膿



2.指 定通所介護事業所

事業報告

デイサー ビスセンター 菜の花の里

平成24年 度は、介護保 険法及び老人福祉法等関係法令を遵守 し、法人の規

程に基づき事業を進めてまい りました。

ご家族や各関係機関、居宅事業所への働きかけや情報を得 ることにより現在利

用 されている方達の継続はあります。ご利用者の要介護度が高くなていること、

ご利用社が高齢のため体調不良による長期入院や老健などへの入所、お亡くな

りになるなど利用減少がありました。平成24年 度 の稼働率は52.4%(前

年度55%)と な りま した。

感染症の流行 る時期 は施設全体で厳戒態勢を取 り最小限に収めることもでき

ました。ご家族や各居宅事業所へ迷惑等お掛けすることなく実施できたことは

良かったことです。デイサービスご利用者の感染はあ りませんでした。今後も

特養 の行事など連携を取 りなが ら協力 していける体制をとりご利用者、ご家族

様をは'じめ各 居宅事業所 か ら菜 の花 の里 を選んでもらえるよう努 めていきま

す。

吻pJlL



揃定逓所介護事業所「デイサーゼ スセンター・菜の花の里』
平成24年 度事業実績報告書

り.月別利用状況

[=互=コ4月5月6月
稼働日数

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

計

25

0

8

40

76

48

172

27

1

11

42

70

44

168

26

4

35

24

61

44

168

7月 8月9月10月11月12月1月2月3月[合 計]

26

4

26

26

64

47

167

27

4

22

20

58

51

155

25

4

22

21

49

51

147

27

6

35

32

43

57

173

26

3

42

34

44

49

172

26

4

35

44

36

52

171

24

3

37

23

34

48

145

%
　
拍

28

%

33

翌

両

26[垂 コ

22

36

34

37

39

168

65

337

363

605

577

画
日あたり平均利用者血

稼働率(%)

6.886.226.465.965.74

57.351.953.853.547.8

5.886.416.626。586.・45.886.46[亙 蜀

4953.455」5485・.34953.8[函

2.要 介護度別利用者状況(単 位 人)

月 4月15月16月17月18月19月110月111月112月11月12月13月

要介護1
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

女 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

要介護2
男 0

　

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

女 1 1 3 2 2 2 3 3 3 3 2 3

要介護3
勇 2 2 2 2 1 1 2 2 3 2 2 2

女 …2 2 1 1 1 1 1 1 1 0 0 2

要介護4
勇 …3 3 3 3 3 3 2 3 2 2 1 0

女 3 3 2 3 2 1 1 2 1 1 3 3

要介護5
勇 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

女 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2

L合 計 114115116116114」13114116h5i13h5117

3.要 介護度別利用延べ人数

月

(単位:人)

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月

要介護1
男

女

男

…女
輩備要

男

…女
}鎚備要

男

}女
}釦稲要

男

…女
}蜘備要

計合

000

014

0

4

0

4

0

4

0

6

0

3

0079

43313

003 4 3 4 4 9 88810

81132 22 19 18 31 33 27292026

262622 21 16 17 27 30 41232328

14162 5 4 4 5 4 3006

282225 28 29 26 20 20 131110

484836 36 29 23 23 24 23233237

000 0 0 0 0 0 0099

484444 47 51 51 57 49 52483830

1172h6811681167115511471173117211川1451141h68

o 35



4.平 成24年 度行事実施状況

月 行 事

4月
お花見

お花祭り

5月
前期体力測定

6月
あじさい公園散策

7月
七タ飾り

七タまつり

8月
デイサービス夏まつり

9月
敬老会

10月
運動会

11月
後期体力測定

12月
クリスマス会

平成24年
1月

新年会

2月
節分豆まき

3月
ひな祭り会

※随時誕生会 、クッキング参加等あり。

、3,6



3。 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 ネ オ ライ フ とみ ざわ

平成24年 度 は、介 護i保険法及び老人福祉 法等関係法令を遵守 し、法人の

規程に基づき事業を進めてまいりました。

ショー トステイ利用実績は、年間利用実人員数が863名 とな り、前年度は

739名 で した。稼働 率は68.5%(前 年度68.ユ%)で 少 しです が増 え

てお ります。ただ し平成24年 度 よりの法改 正によ り単価 が減額 とな り収入 と

しては減少 して しまいま した。

当施設のショー トステイは10床 の内5床 が認知棟になるため、一般棟対応

の利用者様を5床 で対応 しなけれ ばな らず、利 用希望 日が重なると受入ができ

ないこともあるため、今後もより一層、御家族様や関係事業所 と連携 を図って

い く所存です。

平成25年 度 は、 さ らに質の高いサー ビス提供を行 うことを心がけ、利用者

様、御家族様が安心して利用していただけるよう努力いた します。
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ショートステイの状況

2)平 成24年 度利用実績 利用者定員10名(予 防ショート含む)

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

利用延人員 70 75 72 69 67 72 75 71 71 68 73 80 863

利用延日数 192 211 201 199 190 214 224 202 204 204 218 241 2,500

稼動率 64.0% 68.1% 67.0% 64.2% 61.3% 71.3% 72.3% 67.3% 65.8% 65.8% 77.9% 77.7% 68.5%

営業日 30日 31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 365日

3)介 護度別利用状況

介護度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援2 2 2 1 2 0 2 3 2 2 2 2 1 21

要介護1 7 6 7 4 5 6 8 8 7 8 8 13 87

要介護2 7 7 8 8 10 7 9 7 8 10 10 9 100

要介護3 6 6 5 9 7 6 9 9 10 11 10 10 98

要介護4 5 8 9 5 6 7 5 4 5 6 5 5 70

要介護5 6 6 5 5 5 4 5 5 4 4 6 5 60

合 計 33 35 35 33 33 32 39 35 36 41 41 43 436

※ 年間延利用人 員863名

※1日 平均=6.8名

前 年 度739名

1日 平 均=6.8名
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4。 居宅介護支援事業所 ネオライフとみざわ
○ 事業報告

平成24年4月 に介護保険法の改正によ り、医療 との連携が大変重要視 されま した。各

医療機 関と連携を とり、在宅で安心 して生活 できるよ うに話 し合いを重ね、「家 に帰って

きてよかった」 と思えるような支援ができるよう頑張ってきま した。その結果、要介護3

以上の方が昨年よ りも在宅で生活 され る方が多 くい らっしゃったことは大 きな評価だ と思

われます。。

益々進む峡南地域の少子高齢化、特に、全国平均 より30年 早 く高齢化率40%の 時代が

やってきている地域です。老老介護や認認介護の世帯増加により家族の理解力 の低下も問

題 になっています。 ご理解いただけるよ うに説明 し、納得 していただき安心したサービスの

利用につなげることに、ものす ごい時間 と労力が必要になってきています。

多様化 し、年々増 え続ける困難ケースの対応 については、南部町包括支援セ ンターやサ
ービス事業所 と連携 とりながら、介護保険サー ビスだけでなく、イ ンフォーマル なサービ

スも活用 しなが ら対応 させていただきました。

○ 居宅介護支援事業所研修会参加状況

平成24年5月21日 、29日 平成24年 度介護予防ケアマネジメン ト従事者研修

平成24年6A12目 平成24年 度南部町医療 ・介護 ・保険 ・福祉従事者研修会
「南部町医療セ ンタ・一精神科外来にっいて」「精神科疾患の診療 と

治療について」

平成24年6月27日 平成24年 度居宅介護支援事業所集団指導
「人員、運営基準お よび介護報酬の算定について」

平成24年9月12日 山梨県介護支援専門員協会研修会
「介護支援専門員 の本来業務を知る」

(指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関す る基準 を読み

解き介護支援専門員 として行 う業務を再確認する)

平成24年10月31目 南部町地域包括ケアシステムの構築検討会
「南部町地域包括ケアシステム構築の経過説明 ・検討会」

平成24年12月12日 身延町居宅介護支援事業者研修会
「介護i保険サーげスに関わる苦情 ・相談について」

(国保連合会苦情処理業務の現状か ら)

平成25年1月25目 山梨県介護支援専門員協会峡南支部研修会
「認知行動療法について」

平成25年3月5日 医療連i携に関する意見交換
「高齢者が健康で住み慣れた南部町で最後まで暮 らしていけるために」

身延山病院 にて

○ 保健 ・医療 ・福祉関係機 関との連携

南部町地域包括支援センター主催 による研修会 年2回

富士厚生会ケアマネ部会 年3回

各サー ビス事業所、医療機 関とのカンファレンス 適時開催

南部町ケアマネ学習会 適時開催

南部町在宅医療連携協議会 毎月第3水 曜 日
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居宅介護支援費提出状況 別紙参照

別紙

平成24年 度居宅介護支援費提出状況一覧

ll要 介護11要 介護21要 介護3 要介護41要 介護511合 計

4月 19 9 13 6 9 56

5月 23 13 14 7 8 65

6月 22 15 12 6 9 64
,

7月 22 13 13 5 7 60

,

8月 21 14 10 6 8 59

9月 21 14 12 4 7 58

10月 21 14 12 6 7 60

11月 22 15 12 5 7 61

12月 22 15 13 4 7 61

1月 22 16 12 3 7 60

2月 22 15 11 5 7 60

3月 20 23 10 6 5 64

圃 257 176 144 63 88 囹
(単位 人)

*毎 月の目標は70人

*平 均稼働率86.6%(前 年度は82%)

*要 介護度1～259%(前 年度 は77%) 要 介護i度3～541%(前 年度 は23%)

o 4⑪,



5。 指 定 訪 問 介 護 事 業 所 ヘ ル パ ー・〉〈テ ・一一・・シ ョ ン さっ き

平成24年4月 よ り介 護 報酬 改正 に よ り、一部 利 用時間 ・料金増減

に よりスター トを切 りま した。

時間短縮のサー ビス利 用者が多 く、移動に時間が さかれ慣れ るまで職

員 も大変でした。

新規利用者様(8名)あ りま した が、利用 回数 の 多 い利 用者様の死

亡(3名)さ れ た り、入 院 ・デイ サー ビス ・シ ョー ト利用 日数が多 く

な り業績が低迷 しま した。

利 用希望の多い時 間帯 には、訪問介護員が足 りず対応 できませんで

した。

居 宅介護支援事業所等 との連携 をかか さない よ う努 め、情報交換 し

なが ら利用者様の掘 り起 こしを行いま した。

空 き時間は訪問介護員 同士、利用者様 の情報 の共有化 、同じサー ビ

スを提供するための話 し合いをお こない、皆様 のニーズ に応え られる

専門的研修へ参加 知識、基本的技術 を身につけなが ら、心身の変化見

逃 さず、適切 な判 断ができるよう、 さらなる向上 を 目指 し、利用者様

家族 ・近隣iの皆様 に愛 され 、信 頼 され るヘルパーステーシ ョン ・さっ

きをめざしてお ります。
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「ヘルパーステーションさつき」

平成24年 度事業実績報告書

1).月 別利 用状 況 (単位:時 間)

4月 5月

　

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

　

3月ll合 計

身 体 104:30 109:30 107:00 98:30 96:30 110=30 77:00 51130 46=30 45=00 42:00 44…lg32・3・

身体生活 150:00 161:30 159:30 130145 131:15 114:00 116:00 92:15 94:00 94130 89=45 1・7・3・11441…

生 活 8=00 19:45 13:15 22:30 15=45 38:45 50:45 62:15 55:30 67:15 79:00 97・45153・ ・3・

2)、月 別利 用状 況 (介護予防) (単位1時 間)

ll4月15川6川7川8川g川1・ 月11側12月D月12川3川1合 計

予 防1 7:00 9100 8100 1α00 10100 10100 9100 8100 9:00 8100 4:00 92100

予 防2 11:00 9:00 9100 8:00 9100 8100 8二〇〇 8:00 10100 7:00 8100 8100 103100

予 防3 24:00 25:00 24:00 25:00 25=00 22:00 27:00 33:00 21:00 12:00 10100 12:00 260=00

3).要 介護度別利用者数 (単位:人)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援1 4 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 1 30

要支援2 2 2 2 2 3 3 3 4 3 3 1 1 29

要介護1 7 8 8 7 7 8 8 9 10 11 11 12 106

要介護2 2 3 4 3 3 3 3 3 2 3 4
,

5 38

要 介護3 3 4 4 4 4 4 2 2 2 1 1 1 32

要介 護4 2 2 1 2 1 1 2 0 0 0 1 0 12

要 介護5 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 16

合 計 22 24 24 23 22 23 21 21 20 21 21 21 263

4).要 介護度別利用状況 (単位:回 数)

1 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1合 計
要支援1 18 18 17 18 16 14 13 12 11 11 12 6 166

要支援2 24 25 24 25 28 26 31 37 29 16 10 12 287

要介言劉 110 131 138 121 124 143 150 169 161 183 182 213 1,825

要介護2 15 20 56 22 16 34 44 28 22 20 27 38 342

要介 護3 39 48 44 66 57 55 19 18 15 8 8 6 383

要介 護4 91 100 44 44 53 50 37 0 0 0 1 0 420

要 介護5 38 36 35 35 13 15 13 13 て4 14 13 12 251

合 計 335 378 358 331 307 337 307 277 252 252 253 287 3,674
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

特別養護老人ホーム シヤローム富士川
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平成24年 度 特別養護老人ホーム シヤローム富士川 事業実績報告書

1.事 業実績報告

平成24年 度 のシャローム富士川 は、ユニッ ト型施設として利用者様へのユニッ トケア,個

別 ケアを更 に充実 させる1年 とな りま した。

利用者様 との馴染みの関係づ くり、自分の住まいと思えるような環境づくり等、ユニッ トケ

アの基本を大切にし、ユニッ トリーダー研修を初めとする各外部研修にも職員が参加 し、専門

性 を高めて来ました。外部研修の中でも、ユニットケアセ ミナーでは、今後 も、ますます必要

とされる看取 りケアについて、職員が対応 した事例を基に研究発表を実施 しました。平成24

年度 の当施設 では6名 の利用者様 を最期 まで看取 らせて頂きました。人が終焉を迎える時の最

も重要なケアのひとっとして、各職域の協力体制により、全力で看取 りケアを実施 させて頂き

ました。また、利用者様が健康で快適な生活を維持できるように、主治医との連携を大切にし

ながら、口腔ケア,機 能訓練 にもカ を入れて来 ました。口腔ケアについては、歯科医師のご協

力により、職員も口腔ケアの重要性について、常に学習させて頂き、利用者様のケアに取 り組

ませて頂きました。機能訓練については、機能訓練指導員が中心とな り、利用者様1人1人 の

個別 の訓練計画を より充実 させ、日常生活に必要な機能訓練を実施 してます。更に、認知症ケ

アについて、より専門性を高める為に、認知症介護に係る専門的な研修などを職員が受講し、

施設内でも研修を行ってます。

施設防災に関しては、今後、東海地震の発生も予想 され、火災に対 しても職員1人1人 が危

機意識 を持っ ことが必要 とされる為、重点項 目のひ とつ とさせて頂きました。毎月、訓練を必

ず実施 し、マニュアルの見直 し、防災機器,非 常電源,備 蓄食等の点検を常 に行いま した。ま

た、 ユ1月1日 「社会福祉施設防災 の 日」には、当施設にて、地震か らの火災想定による総合

防災訓練を行い、健康福祉センター,富 士市消防本部,富 士市介護保 険課,他 施設の職員 の皆

様 にもご協力頂 き、消防車,は しご車,シ ュノーケル車な どを使用 した実際の想定に近い訓練

を実施。地域の方々,富 士 ・富士宮地区を中心 とした福祉施設の方々等、多数の皆様にも見学

して頂き、職員の防災意識を高める為の、大きなきっかけとなりました。

感染症に対 しては、インフルエンザ,ノUウ ィルス等 が流行す る ユ月～3Aの 期間で外出,

面会等の規制 を行い、マニ ュアル の確認、消毒,手 洗い,マ スク着用,健 康管理等の基本対策

の徹底 に よ り、利用者様からの感染症の発症はあ りませんで した。また、利用者様の事故の防

止,身 体拘束 の防止 について も、全職員で常に意識を高め、感染症,事 故,身 体拘束へ の対応

について定期的に委員会を開催 し、対応の確認,見 直 し,分 析等を常 に行いま した。更 に、外

部研修や研究大会にも参加 し、静岡県高齢者福祉研究大会では、身体拘束の防止 ・対策にっい

て発表もさせて頂いてます。

最後に、地域の方々との交流 と致しまして、シャロームギャラリーの活用、夏祭 り,福 祉祭

りの開催、オカ リナ,踊 り,大 正琴,ピ アノ等 のボランテ ィアの受け入れ、中高生の福祉体験

な どを積極的に実施 し、外部の方々とも関わ りを持っことにより、利用者様にも喜んで頂くこ

とができま した。また、平成23年 度に引き続 き、富士市 か らの委託事業 として、地域の方々

の介護福祉への意識や知識を高めて頂く為に 「富士市 生活 ・介護支援サポーターステ ップア

ップ事業」を実施。地域の方々を対象に、認知症や介護に関する講i習や勉強会 を実施 させ て頂

きま した。

以上、シャローム富士川の平成24年 度 について、振 り返 らせて頂 きました。
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2。 入 居者 の状 況(平 成25年3月31目 現在)

(ユ)入 退所状況(定 員80名)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 所 0 3 2 2 2 0 0 1 0 0 0 2 12

退 所 2 2 1 2 2 0 0 1 0 0 1 2 ユ3

現 員 78 79 80 80 80 80 80 80 80 80 79 79 /

入退所理由

入所 待機者リスト

退所 死亡

長期入院

他施設

家庭

(2)市 町村別

～12名

～ ユ1名

～2名

～0名

～0名

計 ユ2名

計 ユ3名

市町村 男 女 合 計

富士市 10 42 52

富士宮市 2 12 14

静岡市 1 6 7

南部町 2 4 6

計 15 64 79

(3)年 齢別

定

員

在所者数 年 齢 階 級 別

計79名

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上 計

性

別

男 0 0 6 3 ユ 3 2 0 15

女 0 0 1 6 ユ0 23 19 5 64

平均年齢86.5歳

(4)要 介護度別

要介護度 男 女 計

要介護1 ユ 2 3

要介護2 1 7 8

要介護3 5 7 12

要介護4 3 17 20

要介護5 5 31 36

合 計 15 64 79

平均介護度

4.0
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3。 入 院 の状況

(1)入 院後の経過

入院者 退 所 後 の 内 訳

退院 入院中 転院 長期入院 死亡

20 ユ4 0 1 2 4

※ 重複者あり

(2)月 別稼働率 ※1目 平均不在者数1,3人

月4月

稼働率 99.1%

5月

97.3%

6月

96。8%

7月

96.7%

9月8月

98.9% 100%

10月

99.0%

11月

99.3%

12月

98.5%

1月

985%

2月

97.8%

3月

98.7%

計

98.4%

4。 食事摂取状況

主 食

ご飯 30 38.0%

粥 32 40.5%

栄養食 10 12.6%

胃ろ う 7 8.9%

副 食

常食 26 32.9%

きざみ 18 22.8%

超キザミ 14 17.7%

ゼ リー食 4 5.1%

栄養食 10 12.6%

胃ろう 7 8.9%

5。 平成24年 度事業実施状況

月 行 事 内 容 施設会議

四

月

花見遠足
ユニッ ト調理

ユニッ ト外出

オカ リナ演奏ボランティア

防災訓練,誕 生会 、

パ ン移動販売

富士市介護相談員訪問

各 ユニ ッ トにて企画 ・実施

各 ユニ ッ トにて企画 ・実施

ジヤス コ

主任会議

全体会議

リーダー会議

五

月

平成24年 度開設記念

ユニッ ト調理

ユニット外出

踊 りボランティア

大正琴演奏ボランティア

防災訓練,誕 生会

パン移動販売

富士市介護相談員訪問

式典、夏あゆみコンサー ト、昼食会 等

各ユニ ットにて企画 ・実施

富士花鳥園,ジ ヤスコ,富 士川楽座

新東名 ドライブ

全体会議

主任会議

リーダー会議
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月 行 事 内 容 施設会議

六

月

ユニッ ト調理

ユニッ ト外出

衣類販売

防災訓練,誕 生会
パン移動販売

富士市介護相談員訪問

各 ユ ニ ッ トにて企画 ・実施

回転寿 司,ラ ー メ ン屋,富 士川楽座,ジ ャス コ

トラヤ

主任会議

全体会議

リーダー会議

七

月

七タ

シヤローム富士川夏祭 り

エニ ット調理

ユニッ ト外出

防災訓練,誕 生会

パ ン移動販売

富士市介護相談員訪問

交通安全講習会

各ユニッ トにて飾 り付け等 実施

屋外にて開催、盆踊 り,模 擬店,手 相占い等

ご家族,地 域の皆様も参加

各ユニットにて企画 ・実施

ジャスコ,回 転寿司,映 画館

冨士警察署来所

主任会議

全体会議

リーダー会議

八

月

施餓鬼供養

2Fフ ロア行事

ユニッ ト調理

オカリナ演奏ボランティア

ピアノ演奏ボランテ ィア

防災訓練,誕 生会

パン移動販売

富士市介護相談員訪問

1Fホ ールにて供養

流 しそ うめん

各ユニットにて企画 ・実施

主任会議

全体会議

リーダー会議

九

月

敬老会

ユニッ ト調理

ユニッ ト外出

3Fフ ロア行事

総合防災訓練,誕 生会

パン移動販売

富士市介護相談員訪問

式典、 ドジ ョウす くい慰問、昼食会 等

各ユニッ トにて企画 ・実施

新東名沼津サー ビスエ リア,回 転寿司,ピ アゴ

焼きそば、もん じゃ焼き

主任会議

全体会議

リーダー会議

十

月

ユニット調理

ユニット外出

衣類販売

防災訓練,誕 生会
パン移動販売

富士市介護相談員訪問

各ユニッ トにて企画 ・実施

回転寿司

トラヤ

主任会議

全体会議

リーダー会議

十
一

月

運動会

福祉まっり

竜崎五郎コンサート
ユニット調理

ユニット外出

総合防災訓練

誕生会
パン移動販売

富士市介護相談員訪問

各階を使用 し、運動イベ ン トを開催

利用者、地域の方々を対象に実施。施設長,

包括 より講話、福祉用品,食 品等の展示 等。

各ユニットにて企画 ・実施

新東名沼津サービスエ リア,回 転寿司

ラーメン屋

11月1日 「社会福祉施設防災の 目」

行政,消 防,他 施設職員,地 域住民等 参加

主任会議

全体会議

リーダー会議
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月 行 事 内 容 施設会議

ク リス マス会 各ユニットにて実施

十 餅つき 1Fホ ールにて実施 主任会議

二 三船和子 コンサー ト 全体会議

御用納め 1F会 議室にて昼食 リー ダー会議

ユニ ッ ト調理 各ユニ ツ トにて企画 ・実施

月 ユニ ッ ト外 出 目本平動物園

防災訓練,誕 生会

パン移動販売

富士市介護相談員訪問

シヤローム作品展 当ギャ ラリーにて、各 ユニ ッ ト毎での利 用者
一 職員の創作品を展示 主任会議

どんど焼き 建物北側広場にて実施 全体会議

月 ユニ ッ ト調 理 各 ユニ ッ トにて企 画 ・実施 リーダー会議

ユニ ッ ト外 出 初 詣,ジ ャスコ

防災訓練,誕 生会

パン移動販売

富士市介護相談員訪問

節分 ・豆まき 各ユ ニ ッ トにて企画 ・実施

二 ユニット調理 各ユ ニ ツ トにて企画 ・実施 主任会議

月 防災訓練,誕 生会 全体会議

パン移動販売 リーダー会議

ひなまつり 各ユニット毎に甘酒 とあられの振る舞い

三 家族会 ご入居者家族等で懇談会開催 主任会議

ユニット調理 各ユニットにて企画 ・実施 全体会議

防災訓練,誕 生会 リーダー会議

月 パン移動販売

富士市介護相談員訪問
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社 会 福 祉 法 人 富 士 厚 生 会

シ ョー トステイ シャローム富士川
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平成24年 度 事業実績報告

1

平成24年 度のシ ョー トステイシャロ・一一ム富士川の前年度比延利

用者人数は、371ユ 人 ・平均稼働率101。6%と 前年度を7.

6%上 回る延べ利用者数、稼働率 となりました。

利用者の介護度別 に見ても近年は介護度5の 方の利用 も増えてお

り、在宅での介護負担の増加傾向あり、地域でのショー トステイの

重要性が増してお ります。

平成24年12月 から全国的にノロウイルスやインフルエンザウ

イルスが猛威を振 るう中、昨年度の感染症の教訓を生かし、通所介

護 との情報連携、利用前の状態確認、感染症疑いの利用者に対 して

は適切に対応することで院内感染0を 実現できま した。

今後も環境整備、研修参加や職員教育に努めます。

目々の入居生活の状況 としましては、安全面に考慮 しながら、ご

家庭での生活リズムを維持出来るようケアを行い、利用者が日々の

生活に張りが出来るようレクリエーションや機能減退予防の体i操や

ユニッ ト調理も積極的に取り入れております。

また、多様になっていく利用者ニーズに応えられるよう.月に1回

会議を行いケアの行い方、課題解決や リスクマネジメン ト対策に向

け話 し合いも行っております。

今後も地域利用者、家族 との信頼関係作りに努 め、各居宅介護支

援事業所等 との連携を維持し、安定 した稼働率確保、地域に根付く

福祉サー ビスを展開したい。
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利 用 者 圖 課 表

30

00

1000

1ユ00

11:45

13:45

1500

1730

1900

2100

2400

起 床

洗 面

朝 食

口腔ケア(個 人の時間)

バイ タルチェ ック

入 浴

フ リー タイム ・レクリエーション運動

体操

昼 食

口腔ケア(個 人の時間)

入浴 ・レク リエーシ ョン(個 人 の時間)

おや つの時間

夕 食

口腔 ケア(個 人の時 間)

フリータイム

ダイニ ングルームの消灯

※排泄 ・オムツ交換は利用者様に合わせて随時介助 ・交換を しています。
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平成24年 度 介護度別利用実緯

介護
廿

月

支援
1
支援
2
1 2 3 4 5 合計

稼働率

(%)

4月 6 0 26 94 70 61 20 277 92.3%

5月 5 2 28 110 88 52 22 307 99.0%

6月 5 0 29 109 90 43 15 291 97.0%

7月 5 3 28 121 82 44 22 305 98.4%

8月 5 3 25 96 112 41 31 313
101.0%

9月 5 3 43 109 82 53 23 318
106.0%

10月

■

5 6 58 118 91 33 19 330 106.5%

11月 4 0 57 98 94 38 11 302

■

100.7%

12月 0 3 57 93 92 40 20 305 98.4%

1月

■

0 3 48 92 92 50 18 303 97.7%

2月 0 0 48 101 105 48 14 316 112.9%

3月 0 0 49 108 113 55 19 344 11tO%

H24年

度

合計

40 23 496 1249 1111 558 234 3711 101.7%

平成24年 度ショートステイ 市町村別登録人数

市町村

富士市 富士宮市静岡市 南部町
ショートステイ

登録人数 羽9 22 6 7
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平成24年 慶 年間行事案績

月 行 事

4月 オカリナ慰問 ・ユニット調 理 ・誕 生 目会 ・防災訓 練

5月
・踊 り慰問・防災訓練

・シヤローム富‡川開設記念式典 ・誕生 目会

6月 ・防災訓練 誕生 日会・衣類販売

7月 ・シャローム富 士 川 夏祭 り・七 夕飾 り・防災 訓練 ・誕生 日会

8月 ・施餓 鬼供養 ・防災 訓練 ・誕生 日会 ・ピアノ・オカリナ慰 問

9月 ・敬 老会 ・防災訓 練 ・誕生 日会

10月 ・防 災訓練 ・誕 生 日会 ・衣類販 売

11月 誕生 目会 ・防災訓練 ・竜崎五郎コンサート・福祉祭り

12月
・クリスマス会 ・餅つき大 会 ・防災訓 練 ・誕 生 目会 ・喫茶

・三船和子コンサー ト

1月 ・どんどん焼き・シャローム富 士川作 晶展 ・誕 生 目会 ・防災副

2月 節分 ・誕生 日会 ・防災訓練

3月 ひな祭り・誕生 目会 ・防災訓練

※レクリエーション(習字 ・絵はがき作 り・手芸等)を、その日のご利用者様に要 望を聞き実施。
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平成24年 度事業実績報告書

デイサービスセンターにこにこホーム

地域に無くてはならない施設、事業所として安心、安全、そして期待 にお応えできる施

設づくりを目指して、施設運営に取り組みました。サービスに於きましては、入浴、食

事、心身機能の維持向上(機 能訓練 、福祉相談)家 族支援 、生きが いをなどを柱に、

利用者様、御家族様のニーズを的確に捉え、サービス提供をしていけるよう努めてまいり

ました。結果、稼働率が前年に比べ5,8%上 回り、年間平均稼働率66.9%と なり、24

年度 目標 の65%を クリアできました。開所より8年、にこにこホームを利用 したいと名指し

していただけるなど、施設近隣の利用者数も一段と増える中、今後はリハビリなどの機能

訓練の充実や喜ばれる創作活動などの要素を盛り込み・なお一層通いたいと思っていた

だける施設作りを目指してまいります。

1.月 別利用状況 延べ人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

稼働日数 25 27 26 26 27 25 27 26 26 24 24 26 309

延べ人数 491 527 506 519 553 515 555 542 526 459 474 539 6206

1日あたり平均

利用者数
19.6 19.5 19.5 20.0 20.5 20.6 20.6 20.8 20.2 19」 19.8 20.7 20

稼働率

(定員30名)
65.4 65 64.8 66.5 68.2 68.6 68.5 69.4 67.4 63.8 65.8 69.1 66.9
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2.要 介護度別利用状況 延べ人数 (単位1人)

月ll41516171819110111112111213

要支援1

男 3 4 3 4 3 4

団

0 0 0 0 0 0

女 4 5 4 4 5 3 4 5 4 4 2 3

要支援2

男 0 0 0 0 0 0 0 0

　

0 0 0 0

女 24 34 40 36 29 33 37 34 33 34 39 43

要介護1

男 17 21 18 3 6 16 13 13 13 14 13 14

女 69 66 80 88 94 97 102 80 114 112 118 143

要介護2

男 35 33 24

閲

34 23 9 18 17 18 15 20 33

女 90 124 110 108 125 103 116 97 81 91 90 92

要介護3

男 44

開

31 30 37 54 53 59 67 47

　

35 34 33

女 98 94 88 86 108 82 90 93 97 54 42 46

要介護4

男 41 41 45 56 34 47 40 34 29 24 23 24

女 63 71 60 63 64 59 55 87 76 63 81 93

要介護5

男 3 3 4 0 8 9 16 15 14 13

　

12 15

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総合計

男 143

一

133 124 134 128 138 146 145 121 101 102 119

女 348 394 382 381 417 377 418 397 405 358 372 420

合計 491 527 506 519 553 515 555 542 526 459 474 539

3.日 課経過表

8:30 朝礼後送迎開始

9:30 送迎終 了・健康チェック・水分補給 ・トイレ誘導

10=00 入浴

11:00 生活リハビり

12:00 尽食・休憩

13:00 創作活動

14:00 レクリエーションや脳トレ・体操等

15:00 おやつ ・トイレ誘導 ・創作活動

音楽 ・カラオケ

個別機能訓練、他

16:00 トイレ誘導

16:45 送迎車乗り杁み

16:50～ 送迎開始
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4.平 成24年 度 行事実施状況

実施年月 行事名 参加延べ人数

4月 体力測定 56名

5月 健康教室 48名

防災訓練 25名

6月 クッキング 52名

防災訓練 19名

7月 七タまつり 82名

8月 にこにこ夏祭り 70名

防災訓練 21名

9月 敬老会 62名

防災訓練 18名

10月 にこにこ運動会 68名

防災訓練 21名

11月 クッキング 42名

総合防災訓練 21名

12月 クリスマス会 89名

1月 新年会 74名

2月 節分 ・豆まき 59名

防災訓練 25名

3月 ひな祭り 67名

防災訓練 23名

毎月=誕 生会あり
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平成24年 度 事業実績報告

居宅介護支援事業所 シヤローム富士川

シャm一 ム富士川居宅介護支援事業所 として開設か ら8年 が過ぎ、介護保険制度 の導入か

ら12年 、包括支援センター設置 か ら7年 が経 ち、3年 毎 の介護保険制度改正 に伴い保険制

度の周知、及び理解、サービスの質の確保、向上、確実な介護保険請求の実施 にむけて、様々

な研修、講演参加を行い事業運営の向上に努めてきました。富士市役所介護保険課、中心的

役割が期待 される包括支援センターとの協力、連携体制の構築に努力を重ね、富士厚生会の

理念、静岡県介護福祉専門協会の基本方針を常に念頭に置き職務に遂行 しています。

また、地域包括ケアーの充実を図る為、社会資源の把握に努めご利用者様の担当人数の確

保 、予防支援業務 も施行 しました。

富士厚生会 居宅介護支援事業所 シャローム富士川 における地域住民の期待は とても大き

く、地域住民 との良好な関わりを持ち、細かい気配 りと法令遵守の確実性を高め、社会の信

頼 に応 えられる様、支援業務に更なる努力を重ねています。

平成24年 度新 たに法改正 とな り、ますます地域性の濃いサービス体制になっています。特

にケアマネの職務 として医療連携の加算が多くなり、主治医、支援相談員、担当看護師、P

T等 連携業務が増大 しています。医療、介護、福祉の一体的提供体制の構築を目指していま

す。

これからも御利用者が必要とするサービスを身近な 日常生活圏域の中で受け られるよう、

在宅サー ビスの視点で生活実態、実情に即 した支援の提供を推進 してまい ります。そ して、

居宅介護支援事業所 として魅力有る事業所として成長出来るよう、しっかりした体制作 りを

行 っていきたいと考えております。下記の通 り、平成24年 度 の事業 内容 を報告 致 します。

己昔
口

1.平 成24年 度 相談(苦情)窓 口業務 を行いま した。

内訳

内容

件数(33件)

1.'ケ アマネ 依頼(31件)

2相 談 業務(2件)

2.富 士厚生会の行事参加

① 定例会出席(毎 月始め)

② ケアマネ部会 年4回

③ 内部監査対応(平 成24年7月12日)指 摘事項なし
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④ コ ミュニケー シ ョンマ ナー研 修 会(接 遇 マナー につ い て)

H24.ユ2.ユ9(水)富 士 宮文化会館 にて

講 師:森 田素子 先

3,シ ヤローム富士川全体の行事参加

① 主任会議、リーダー会議、全体会議出席(毎 月1回)

② 行事参加

5月 シヤローム富士川開設記念

7月 シャロー ム夏祭 り

8月 富士川夏祭 り、花火大会

9A敬 老会

11A福 祉 まつ り(10:00～14:00)

12月 餅つ き大会

③ デイサー ビス見守 り、ショー ト送迎手伝いなど行いました

4,研 修、講習 参加 しま した。(別 紙参照)

① 平成24年 富士市介護支援専門員連絡協議会総会及び研修参加

(第1回)H24.6.16(土)(13:30～15:30)ロ ゼシアター

総会 と講演 「笑い と健康」

② 平成24年9月6日 沼津商工会議所にて

静岡県国保連、介護保険課集団指導

「介護i報酬請求 について」

③ 平成24年9.月10日(月)ユ3:30～15:30フ ィランセ

「虐待発見、その時 どうするの?」

講師:立 川市役所 高齢福祉課 石垣裕美 氏

立川社協安心センター 比留間敏

④ 西部地域包括支援センター 小地域ケア会議出席

1.平 成24年7月6日(金)富 士南町づ くりセンター

2.平 成24年9月26日(水)医 療 と連携(加 島の郷)

3.平 成25年 ユ月 ユユ目(金)富 士市フイランセ富士川分館

4.平 成25年3月11日(月)事 例検討(そ てつ)

⑤ 平成24年 度介護支援専門員アセスメン トカ向上研修 フィランセ

第1回 平成24年11月12日(月)10:00～16:00

第2回 平成24年1ユ 月19目(月)10:00～16:00

第3回 平成24年12月17日(月)10:00～16:00

恩趣



⑥ 平成24年12A8日(土)10:00～17:00フ ィランセ

富士市介護支援専門員連絡協議会主催

内容 「介護保険法改正 ・報酬改定を踏まえた適切なケアプラン作成」

講師:あ たご研究所 後藤佳苗氏

⑦ 平成24年12Aユ2日(水)19:00～21:00フ ィランセ

富士市介護支援専 門員連絡協議会主催

テーマ 「介護保険事業者指導立場から」

講師:介 護 指導課 三角良子様

居宅介護指導担当 森下奈津様

⑧ 平成25年2.月9日(土)13:30～16:30ブ イランセ

富士市介護支援 専門員連絡協議会主催

テーマ 「地域包括ケアの考え方について」

講師:東 北福祉大学大学院総合福祉 学研究科 小笠原浩一

5.静 岡県実施指導監査 平成25年2月20日(水)指 摘事項 な し
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5,平 成24年 度居宅実績請求利用者件数

介護支援(法 定持 ち人数 ユ人 ×35人) 稼働率go%

担当

ケアマネ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

望月 34 31 32 36 34 34 32 32 33 32 32 34 395

関 32 31 32 33 29 30 32 30 29 28 29 29 364

合 計 66 62 64 69 63 64 64 62 62 60 61 63 759

予防支援(法 定持ち人数×無制限) 稼働率72%

担当

ケアマネ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

望月 3 5 6 6 7 7 7 8 8 9 9 9 84

関 3 4 4 4 4 5 6 5 5 5 5 5 55

合 計 6 9 10 10 11 12 13 13 13 14 14 14 139

介護保険請求は支援員1名(介 護35人+支 援(8×0.5人)=39人 が上限となっている。)

以上

㊧⑪



平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会
ユニット型地域密着型介護老人福祉施設 なか ざと
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1.ユ ニット型地域密着型介護老人福祉施設 事業報告

平成24年 度は、平成23年 度以上 にケアプランに基づいた会議 を行い、理念にもある個人 の尊厳 を

優先 し、個別ケアを提供す ることができま した。また看取 り介護にもカ を入れ 、終末期の介護iにおいて

は、毎週、主治医、御家族様を交えたサー ビス担当者会議 を行い、偲び のカンファンレンスまで完結 し

3名 の御利用者様について、加算 もいただ けるター ミナルケア を行 うことができ、職員も死 と向き合 う

ことで 「御利用者様 とともに生きる」 とい うことを学ぶ ことができま した。

また平成24年 度 は、施設開設5周 年 とい う節 目の年でもあ りま した。10月 の開設月には 「5周年

開設記念」 とい うこ とで、 日頃か らお世話 になっているボランティアの方々、地域住民、御家族様 を招

き、これ までの感謝の意 を表す ことができ、地域密着型である 「なか ざと」が これか らも地域の中に溶

け込み、地域の方 々 と一緒 に歩いていきたいことを伝えるこ とができま した。

防災の関係におきま して は、「東 目本 大震災」以降、幾度 も富士市防災危機 管理課 に足を運んだ結果、

国のデータを基に危機管理課 の職員 と施設 が共 に地域の方、御家族様 、入居 申込 みの待機者の方 な ど参

加 した講座 を開催 し、津波 に関 しても安 心 していただける施設であるこ とを広報 できたか と思います。

また、平成24年 度 も、介護保険法及 び老人福祉法等関係法令を遵守 し、法人 の理念に基づき、地域

に愛 され密 着 した施設 を 目標 に運営 ・処遇 に取 り組んで参 りま した。

2。 入所者の状況

(1)H24年 度入退所状況(平 成24年4月 ユ目～平成25年3E31目 、定員29名)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 所 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 1 1 6

退 所 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 2 0 6

退所理由

死亡のため …4名 長期入院のため …2名

(内3名 、看取 り介護加算対象者)

(2)年 齢別(平 成25年3月31目 現在)

在所者数 年 齢 階 級 別

計29

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

性

別

男性 6 0 0 0 1 1 3 0 0

女性 23 0 0 0 4 7 4 7 2

平均年齢 平均86.3歳

(最 高103歳10ケ.月 ・ 最小76歳2ケ 月)
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(3)要 介護度別(平 成25年3月31日 現在)

平均介護i度4.31

要 介 護 度 男性 女性 計

要介護1 0 0 0

要介護2 0 1 1

要介護3 0 4 4

要介護4 2 7 9

要介護5 3 12 ユ5

合 計 5 24 29

X .介護度4以 上83%

(4)認 知症度別(平 成25年3月31日 現在)※ 情報開示による

認知度 男性 女性 計

1 0 0 0

Ia 0 1 1

Ib 0 0 0

皿a 3 6 9

皿b 0 0 0

IV 2 16 18

M 0 1 1

合 計 5 24 29

※認知 レベル皿以上97%

(5)障 害 レベル別(平 成25年3月31日 現在)※ 情報開示による

障害 レベル 男 女 計

J1 0 0 0

J2 0 2 2

A1 0 1 1

A2 0 3 3

Bユ 3 0 3

B2 0 4 4

C1 0 1 1

C2 2 13 15

合計 5 24 29

※障害レベルB以 上79%

3。 稼 働 率 の 状 況(平 成24年4月1目 ～平成25年3月31目)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 ユ月 2月 3月

利用延人数 850 899 870 879 882 870 899 868 899 892 805 870

入院延目数 20 0 0 19 17 0 0 0 0 7 7 28

外 泊 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

稼 ・働 率 97.7 100 100 97.8 98.1 100 100 99.8 100 99.2 99.1 96.8

年間利用延べ人数:10483人 入院延べ 目数:98日 外泊:1日

年間稼働率:99,0%

※入院、外泊については施設にいなかった日を記入 してあ ります。
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4。 平成24年 度事業実施状況

月 行 事 等 備 考 施設会議

回診 主任 ・リーダー会議

歯科往診 感染症委員会

四 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

フ ラワーセ ラピー リスクマネジ メン ト

レク レー シ ョン 委員会

防災訓練 衛生委員会

花見 各 ユニッ ト ユ ニッ ト会議

ク ッキング ふ じ(ぼ た餅 、フル ーツバイ キ ング、天ぷ ら) リスクマネー ジ ャー

するが(ぼ た餅) 委員会

あ したか(バ ナナ ジュー ス)

外出 ふ じ(イ オン)

あしたか(カ インズホーム)

ほほ笑み喫茶

施設内外清掃

ほほえみ喫茶

回診 主任 ・リー ダー会 議

歯科往診 感染症委員会

五 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議
レク レー シ ョン リス クマネジメ ン ト

防災訓練 委員会

誕生会 するが 衛生委員会

ク ツキング ふ じ(ラ ー メン ・プ リンパ フェ) ユニ ット会議

外出 各ユニッ ト(イ オン外出) リスクマネー ジ ャー

あ したか(カ イ ンズホー ム) 委員会

す るが(バ ラ見) 運営推進会議

遠足 日本平動物園

お茶会 ふ じ

チャッキ リ夢恋人

ほほ笑み喫茶

施設内外清掃

懇話会

回診 主任 ・リー ダー会 議

歯科往診 感染症委員会
六 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

防災訓練 リス クマネジ メ ン ト

バー ベ キュー 委員会

居酒屋 ふ じ 衛生委員会

外出 あ したか(バ ラ見) ユニッ ト会議

誕生会 あしたか リス クマネ ー ジャー

ほほ笑み喫茶 委員会

施設内外清掃

回診 響 主任 ・リー ダー会議
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歯科往診 感染症委員会

七 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

レク レー シ ョン リス クマネ ジメン ト

フラワー セ ラ ピー 委員会

防災訓練 夜間召集訓練実施 衛生委員会

誕生会 ユニ ッ ト会議

七夕飾 り リス クマネー ジャー

流 しそ うめん 委員会

誕生会 ふ じ、するが、 あ したか 運営推進会議

ほほ笑み喫茶

施設内外清掃

内部監査

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

人 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

レク レー シ ョン リス クマネ ジメン ト

防災訓練 委員会

施餓鬼供養 衛生委員会

フェスタ鬼ヶ島 ユニット会議

外出 するが(ネ オパーサ駿河湾沼津)) リス クマネー ジャー

クッキング ふ じ(フ ルー ツポ ンチ) 委員会

ほほ笑み喫茶

施設内外清掃

懇話会

回診 主任 ・り一ダー会議

歯科往診 感染症委員会

九 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

レク レー シ ョン リスクマネジメン ト

防災訓練 消防届出 委員会

敬老会 衛生委員会

健康診断 ユニ ット会議

外出 ふ じ(焼 き肉安楽亭) リス クマネージャー

クツキング ふ じ(お でん)、するが(お 楽 しみ昼食) 委員会

ほほ笑み喫茶 運営推進委員会

施設内外清掃

回診 主任 ・り一ダー会 議

歯科往診 感染症委員会

十 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

レク レ・一シ ョ ン リス クマネ ジメン ト

防災訓練 委員会

5周 年開設記念 衛生委員会

富士市作品展 ユニ ツ ト会議

クツキング ふ じ(パ ン、ホ ッ トケー キ) リス クマネー ジャー

あしたか(バ ナナジュース) 委員会

産業医研修 ・

施設内外清掃
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ほほ笑み喫茶

静岡県集団指導

富士市集団指導

回診 主任 ・り一 ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

十 読み聞かせ 身体拘束委員会
一 書道 給食会議

月 防災訓練 消防届出 リスクマネジメ ン ト

委員会

遠足 まかいの牧場 衛生委員会

外出 ふ じ(ネ オパーサ駿河湾沼津) ユ ニ ッ ト会議

誕生会 するが リス クマネージャー

クツキング あ した か(チ ョコレー ト) 委員会

ほほ笑み喫茶 運営推進委員会

施設内外清掃

懇話会

回診 主任 ・リーダー会議

歯科往診 感染症委員会

読み聞かせ 身体拘束委員会

十 書道 給食会議
二 フ ラワー セ ラピー リスクマネ ジメ ン ト

月 レク レー シ ョン 委員会

防災訓練 柏原3丁 目町内会 と合同で開催 衛生委員会

ク リスマ ス会 ユ ニ ッ ト会議

餅つき リスクマネージャー

外出 ふ じ(ピ ア こゴ) 委員会

クッキング するが(お でん)

あしたか(バ ナナ ジュース)

ボー リン グ ふじ

施設内外清掃

AED研 修

JAL研 修

回診 主任 ・リーダー会議

歯科往診 感染症委員会

書道 身体拘束委員会
一 レクレー シ ョン 給食会議
月 防災訓練 リス クマネ ジメン ト

お屠蘇回り 委員会

繭玉づ くり 衛生委員会

どんど焼 き 町内会の どんど焼きにも参加 ユ ニ ッ ト会議

クッキング リス クマネージャー

誕生会 ふ じ 委員会

ほほ笑み喫茶 運営推進委員会

施設内外清掃

優先入居検討委員会

産業医研修

防災講座 講師=富 士市防災危機管理課職員

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

読み聞かせ 身体拘束委員会
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二 書道 給食会議
月 防災訓練 リス クマネ ジメン ト

産業医研修 委員会

節分 衛生委員会

誕生会 ふじ ユ ニ ッ ト会議

映画会 ふじ リスクマネージ ャー

ほほ笑み喫茶 委員会

施設内外清掃

防災講座 講師:富 士市防災危機管理課職員(取 材あり)

懇話会

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

読み聞かせ 身体拘束委員会
三 書道 給食会議
月 レク レー シ ョン リス クマネジ メン ト

防災訓練 委員会

福祉作品展 衛生委員会

雛祭り ユニ ット会議

誕生会 ふ じ リス クマ ネー ジャー

花見 あしたか 委員会

ほほ笑み喫茶 運営推進委員会

施設内外清掃

施設見学 富士市福祉推進委員15名 来所

5。 面会 状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

115 165 136 161 282 193 125 195 147 199 ユ75 221

年 間面会人数=2,114人 一 日平 均面会人数:5.79人
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1.認 知症対応型通所介護 事業報告

平成24年 度は毎月1日 に居宅事業所に実績 を持って訪問し、その際に、誕生会やその他の行事、ハーブ

や 日本酒 を入れた変わ り風 呂を楽 しんで頂いている御利用者様 を掲載 させて頂いた広報誌なかざと通信 をお

配 りし、営業する努力を続 けて参 りま した。

また、 リスクマネージメン トにおいても職員一人ひ とりがスキル を上げ、事故 ・ヒヤ リハ ットの改善に着

手 し、情報の共有化を職種の違 う職員間で徹底 して行 うことで、事故 ・ヒヤリハ ッ トにおける意見交換 が速

やかにでき、改善、予防策を整備できる体制とな りました。

常に御利用者様 によりよいサー ビスを提供 し、 ご家族様の要望に対応をさせて頂 く為に、ご家族様やケア

マネージャー との密な連絡、連携をさせて頂いてお ります。

施設の独 自性を生か し、足湯でのティータイムや御利用者様 と一緒にガーデニングをするな どし、心安 ら

ぐ時間を提供出来 るような取 り組みをし、御利用者様の確保に努 めて参 りました。

また平成24年 度 も、介護保険法及び老人福祉法等関係法令を遵守 し、法人の理念に基づき、地域に愛 さ

れ密着 した施設を 目標に運営 ・処遇に取 り組んで参 りま した。

2.稼 働 率 の状 況(平 成24年4月1日 ～平成25年3月31日 、定員12名)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用延人数 174 167 157 177 165 131 140 150 147 131 117 114

営業日数 23 23 21 22 23 20 23 22 21 20 20 21

稼働率 63.0 60.5 62.3 67.0 59.7 54.5 50.7 56.8 58.3 54.8 48.7 45.2

年 間利用延 べ人 数:1770人 営業延べ 日数:259日 年 間平均稼働 率:56.9%

(2)年 齢 別(平 成25年3.月31目 現在)

在所者数 年 齢 階 級 別

人

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

性

別

男性 4名 0 0 0 2 1 0 1 0

女性 8名 0 1 0 1 2 1 3 0

平均年齢 平均83歳8ケ 月

(最 高94歳8ケ 月 ・ 最小68歳11ケ 月)

(3)要 介護度別(平 成25年3月31日 現在)

平均介護i度2.42

要 介 護 度 男性 女性 計

要介護1 0 5 5

要介護2 3 0 3

要介護3 0 3 3

要介護4 0 1 1

要介護5 0 2 2

合 計 3 11 14
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(4)認 知症 度別(平 成25年3月31目 現在)

認知度 男性 女性 計

1 0 0 0

]工a 1 1 2

工[b 3 2 5

皿a 0 4 4

皿b 0 0 0

IV 0 3 3

M 0 0 0

合 計 4 10 14

(5)障 害 レベル別(平 成25年3A31日 現在)

障 害 レベル 男 女 計

J1 0 0 0

J2 0 0 0

A1 2 3 5

A2 2 5 7

B1 0 1 1

B2 0 1 1

Cユ 0 0 0

C2 0 0 0

合計 4 10 14

3。 平成24年 度 主な活動実施状 況

月 主 な 行 事

軽体操、 口腔体操 、書道 、防災訓練、体重測定

四 誕生会、ク ッキング、読 み聞かせ 、散歩)

月

軽体操 、 口腔体操、 防災訓練、体重測定

五 誕生会、ク ッキ ング、読み聞かせ、散歩

月 変 わ り風 呂(薔 薇風 呂)

軽体操、 口腔体操 、 防災訓練 、体重測定

六 クッキング、読 み聞 かせ

月 変わ り風呂(温 泉 の素)

軽体操、 口腔体操 、七 夕飾 り、防災訓練、体重測定

七 誕生会、流 しそ うめん 、読み聞かせ 、書道

月 変わ り風 呂(よ もぎの風 呂)

軽体操 、 口腔体操、 書道 、散歩、 防災訓練、体重測定

八 誕生会 、スイカ割 り、読 み聞かせ

月 変わ り風 呂(ラ ズベ リー の風 呂))
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軽体操 、 口腔体操、書道、防災訓練 、体重測定

九 読み聞かせ 、ク ッキ ング、敬老会

月 変わ り風 呂(ハ ーブ の風 呂))

軽体操、 口腔体操 、書道 、防災訓練 、体重測定

十 誕 生 会 、読 み 聞 か せ 、 ミニス ポー ツ 大 会

月 変わ り風 呂(バ ス ク リンの風 呂))

軽 体操 、口腔体 操、、書道 、体重測定 、防災訓練

十 読 み聞かせ 、ク ッキ ング
一 変 わ り風呂(み かんの湯))

月

軽体操、 口腔体操 、書道 、防災訓練、体重測定

十 誕生会、読み聞 かせ 、ク リスマス会

二 変わ り風 呂(ゆ ず の湯))

月

軽 体操、 口腔 体操 、書道、防災訓練 、体重測定
一
誕 生会、読 み聞かせ 、 どん ど焼 き、節分豆 まき

月 変わ り風呂(ア ロマ の風 呂))

軽体操、 口腔体操 、書道 、防災訓練 、体重測定

二 読み聞かせ

月 変 わ り風 呂(目 本酒 ・ワインの風 呂))

軽 体操 、口腔 体操、書道、防災訓練 、体重測定

三 誕 生会 、読み聞かせ

月 変わ り風 呂(オ レンジの風 呂))
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1.生 きがい倶楽部 事業報告

今年度は生 きがい倶楽部 を利用 している方々が、よ り長 く生きがい倶楽部を利用 していただ けるように介

護予 防の体操 と脳 トレーニングに力 を入れ事業に取 り組 んできま した。その結果、生きがい倶楽部から介護

保険 を利用す る方 もほとん どお らず、多 くの御利用者様 が継続 して生きがい倶楽部を使っていただけていま

す。

また春 の桜、夏のバ ラ、秋 の紅葉 、冬の梅など、四季 の移 ろい を肌で感 じていただきた く、少 し遠 くへ外

出す ることも企 画 し、普段外出がで きない方には大変喜んでいただけま した。

今年度 は5周 年 とい う節 目であ り、 目頃か らの感謝 を込 め、10Hに は生きがい倶楽部 を利用 していただ

いている方々 も招 き開設記念 を実施 しま した。生 きがい倶楽部が始まって4年 の月 目が経過 しま したが、御

利用者様 も定着 した年度 とな りま した。

2.稼 働「状 況(平 成24年4月1日 ～平成25年3月31日)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用延人数 96 86 97 95 93 84 88 87 84 92 102 139

営業日数 12 11 12 12 13 11 12 12 9 11 10 13

平均人数 8 7.8 8 7.9 7.1 7.6 7.2 7 9 8 10.2 10.6

年 間利 用 延べ人 数:1143人 営業延 べ 日数:138日1回 平均8.2人

3.地 区 別 登 録 状 況(平 成25年3A31日 現在)

鈴川 町 …14名 大野町 …22名 須津地区 ・ee9名

今井町 …11名 中里地 区 …10名 柏原町 …10名

計76名

4.平 成24年 度主な活動実施状況

月 主 な 行 事

健 康 チ ェ ック、脳 トレー ニング、 口腔 体 操 、足湯

四 花見(原 田公園、広見公園、中央公 園)

月 認知症サポーター養成講座

数独パズル

健 康チ ェ ツク、脳 トレーニ ング、 口腔 体i操、 足湯

五 認知症サポーター養成講座

月 ボール遊び

施設見学(駿 河湾沼津PA)

健 康チ ェ ック、脳 トレーニ ング、 口腔 体操 、 足湯

六 施設見学(駿 河湾沼津PA)

月 ビデオ鑑賞(一 茶 と歩む信濃奥紀行)

音楽鑑賞(ハ ーモニカ演奏)

ボール遊び

健 康 チ ェ ック、脳 トレー ニン グ、 口腔 体 操 、 足湯

七 ボ ール遊 び、早 口こ とば、七 夕飾 り、 ジ グ ソーパズル

月 講座(介 護予防、熱 中症)

流 しそ うめん

健 康 チ ェ ック、脳 トレー ニング、 口腔 体 操 、足湯

八 ボ ール遊 び、 トー トバ ック作 り、 ぬ り絵 、 ジ グ ソーパ ズル

月 講座(認 知症予防)、 自分史づくり
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健 康 チ ェ ッ ク、脳 トレー ニ ン グ、 口腔 体 操 、足 湯

九 貼 り絵 、輪 投 げ 、 お は じき、 散歩 、 じゃ ん けんゲ ー ム

月

健 康 チ ェ ック、脳 トレー ニ ン グ、 口腔 体 操 、足湯

十 じゃ ん けん ゲ ー ム 、 お は じき、 駄 、折 り紙 、散 歩

月 バ ックづ く り

健 康 チ ェ ック 、脳 トレー ニ ン グ、 口腔 体 操 、 足湯

十 紅 葉 狩 り、 じゃ ん け ん ゲ ー ム、折 り紙 、 歌 、 ボ ール ゲ ー ム
一
講座(オ レオ レ詐 欺 について)駐 在所か ら2名

月

健康 チ ェ ック、 脳 トレー ニ ン グ、 口腔 体 操 、足 湯

十 歌 と指 ゲーム、 ビデ オ鑑賞(里 山)

二 講座(イ ンフルエ ンザ ・ノロウイル ス対策 と予防)

月

健 康 チ ェ ツク 、脳 トレー ニ ン グ、 口腔 体 操 、足 湯
一 どん ど焼き

月 手芸(羽 子板 ・羽根 づ く り)

健康 チ ェ ック 、脳 トレー ニ ン グ、 口腔 体 操 、 足湯

二 手芸(羽 子板 、羽根 づ くり)

月 ボール遊び、 回想法 、節分、牛乳パ ック を使 った工作

じゃんけんゲーム

健 康 チ ェ ッ ク、脳 トレー ニ ング、 口腔 体操 、足 湯

三 作品展見学、岩本山公園散策

月 ボール遊び、 自分 史 づ くり、沼川散策
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平成24年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

サテライ ト型地域密着型介護老人福祉施設

松野の里
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1.事 業実績報告

松野の里 の特別養護老人ホームにおいては、入居者様一人ひとりの人権 と生

活を尊重 し、「自分 らしい生活」を実現するための生活援助を中心に事業を展

開しました。

事業実施に当たっては、主要項 目として、施設経営安定のための介護料収入

の確保 ・入居者様への質の高いサービス提供のため、施設職員の資質向上と職

業倫理の向上のための各種の研修会や会議、委員会を開催 し、施設管理 ・運営

や援助方針の統一化を図り、また、インフルエンザやノロウィルス等の感染症

対策に取 り組み本年は一人の感染者も出ませんでした。今後 も入居者様の生活

援助の向上 と充実を図っていきます。

地域密着型特別養護老人ホームの特長を生かし地域 との連携参加の基本的な

援助の水準を確保 し、ボランティアや実習生の受け入れ、施設行事への地域住

民や ご家族等の参加など、また、入居者様の安全対策 として月毎に防災訓練の

実施 ・バ リアフリー化などの施設安全対策 ・介護器具等の環境整備の充実に努

めてまいりま した。 さらに、情報提供 ・公表 ・相談 ・苦情対応、医療 ・看護業

務及び栄養 ・調理業務の充実を図っていきま した。これらをもとに24年 度は

入居者様1人 ひ とりが、 よ り快適 な生活 を営むための援助及び 日常生活環境の

整備を目標 とし、入居者様1人 ひ とりの心身状況 の把握 に努 め、健康及び心身

機能の維持増進を図 りました。

2.入 居者 の状況(平 成25年3E31目 現在)

(1)入 退居 状況(定 員29名)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 居 ユ 0 0 0 0 0 1 0 1 0 ユ 0 4

退 居 ユ 0 0 0 0 0 1 0 1 0 ユ 0 4

現 員 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29

入退居理由

居

居

入

退

待機者 リスト

死亡

長期入院

他施設

家庭

～

～

名

名

名

名

名

4

4

0

0

0

計4名

計4名
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(2)年 齢別

年齢階

級別

64歳

以下

65～

69

70～

74

75～

79

80～

84

85～

89

90～

94

95～

99

100

以上 計
男性 1 0 1 0 2 0 3 0 0 7名

女性 0 1 0 ユ 5 7 4 4 0 22名

計 1 1 1 1 7 7 7 4 0 29名

平均年齢86.7歳

(3)要 介護度別

要介護度 男 女 計

要介護1 0 0 0

要介護2 1 1 2

要介護3 4 7 ユ1

要介護4 0 9 9

要介護5 2 5 7

合 計 7名 22名 29名

平均介護度 全体 …3.72

(4)月 男rJ稼イ動率

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

稼働率 98% 98.9% 99.1% 100% 99.7% 100%

10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

96.2% 95.5% 92.8% 97.3% 97.9% 100% 97.9%

3.平 成24年 度事業実施状況

月 行事 内容 施設会議

四 新規入居者様受入 主任 リーダー会議

電話回線増設工事 2Fナ ー ス コール 給食会議

月 入居判定委員会 感染症対策委員会

汚物槽増設工事 2F清 整室

防災訓練 新人職員研修

五 ユニット合同行事 ドライブ 苺狩 り 主任 リーダー会議

運営推進会議 給食会議

月 ハ ーモニカ リスクマネージメン ト委員会

ボランティア

防災訓練 みんなの家を含めた避難訓練

六 バーベ キュー大会 主任 リーダー会議

寸劇ボランティア 赤い屋根 給食会議

月 幼稚園ボランティア 富士川第2幼 稚園(ユ0名) 感染症対策委員会
ユ ニ ッ ト調 理 おぐるまの里合同避灘i訓練

防災訓練
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七 流しそ うめん 主任 リーダー会議

誕生会 給食会議

月 ユニ ッ ト外 出 リスクマネージメン ト委員会

防災訓練 防災設備の実践研修 運営推進会議

入居者の避難誘導

八 施餓鬼供養 主任 リー ダー会議

夏祭 り 地域住民の参加 給食会議

月 新規加算算定 看護体制加算1,II 感染症対策委員会

防災訓練 入居者の避難誘導 運営推進会議

九 敬老会 白寿1名 、米寿1名 主任 リー ダー会議

ユ ニ ッ ト調 理 給食会議

月 防災訓練 リスクマネー ジメン ト委員会

運営推進会議

十 運動会 主任 リーダー会議

ユ ニ ッ ト外 出 給食会議

月 実習生受け入れ 岩松中学校(4名) 感染症対策委員会

新規入居者受け入れ

防災訓練 夜間想定訓練

十 カラオケ大会 主任 リーダー会議

一 総合防災訓練 シヤローム富士川での総 給食会議

月 合防災訓練に参加、応援 リスクマネージメン ト委員会

運営推進会議

十 ク リスマス会 主任 リーダー会議

二 そば打ち ユニット合同企画 給食会議

月 餅つき 感染症対策委員会

カラオケ大会

ユ ニ ッ ト調 理

防災訓練 夜間召集訓練
一
繭玉作 り 主任 リーダー会議

どんど焼き シャローム富士川 と合同 給食会議

月 ユ ニ ッ ト外 出 リスクマネージメン ト委員会

新規加算算定 日常生活継続支援加算 運営推進会議

防災訓練 入居者の避難誘導

二 節分祭 鶴龍関、朝赤龍関、ネオ 主任会議

ユ ニ ッ ト調 理 ライフとみ ざわ来所にて ケア会議

月 カラオケ大会 参加 感染症対策委員会

防災訓練 入居者の避難誘導

三 ひな祭 り 主任 リーダー会議

浄化槽ポンプ交換工事 ケア会議

月 映画鑑賞会 リスクマネージメン ト委員会

防災訓練 消火設備実践研修 運営推進会議
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平成24年 度 富士市委託 生きがいデイサービス事業実績報告

住み慣れた地域で、いっまでも生き活きと暮らしていただくために、介護が必要な状態となることを予防する
健康づくりの取り組みです。将来の寝たきりや要介護者を減らすためには、予防として運動や生活習慣の改

善を行ったり、気の合う仲間をつくったり、心と体の健康作りの場として、また、住人が予防意識と健康維持増
進することによて、医療費や介護保険料の削減を図ることができます。
平成24年 度事業内容については以下の通りです。

1、対象者

①65歳 以上の、家に閉じこもりがちな人

②介護保険の「要支援」「要介護」の認定を受けていない人

2、サービスの内容

○介護予防のための体操 ・脳トレーニング ・創作 ・趣味活動

○週3回 開催[火 ・水 ・金]の うち、週2回 まで利用できます。

○利用時間は、10時30分 ～14時30分 です。

O利 用料は無料です。(材料費等は実費負担)

3、利用人員及び委託料

○利用申込者62人(火 ・水 ・金曜 日各24名 ※週2回 の人含む)

○委託料 ①生きがいデイサービス ー人1回1300円

②いきいき介護予防教室 一人1回400円

③送迎代 一人1日200円

実施回数 延利用者 補助対象者 生きがい委託料し、きいき委託料 送迎代 合 計

4月 12 273 216 280,800 86,400 43,200 410,400

5月 13 284 234 304,200 93,600 46,800 444,600

6月 13 279 234 304,200 93,600 46,800 444,600

7月 13 288 234 304,200 93,600 46,800 444,600

8月 13 269 234 304,200 93,600 46,800 444,600

9月 12 249 216 280,800 86,400 43,200 410,400

10月 14 280 252 327,600 100,800 50,400 478,800

11月 12 234 216 280,800 86,400 43,200 410,400

12月 11 215 198 257,400 79,200 39,200 375,800

1月 11' 248 198 257,400 79,200 39,600 376,200

2月 12 262 216 280,800 86,400 43,200 410,400

3月 12 226 216 280,800 86,400 39,000 406,200

合計 148 3107 2664 3,463,200 1,065,600 528,200 5,057,000

※委託料限度額は1日最大利用者18人 まで
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平成24年 度地域交流センターみんなの家事業実績報告(案)

1.事 業報告

地域 交流セ ンター 「みんなの家」は、健康増進や教養の向上、また レクリエ

ーションなどの機会を総合的に提供す ることを目的として、富士市より委託を

受け設置 されてお り、富士市に住む60歳 以上の人 を中心に利用 されています。

地域のコミュニティ機関の役割も果た しています。

地域住民がふれあいを通じて心豊かな市民生活を実現す ることを目標 として

いますが、特に福祉 ・防災については、地域住民の助 け合いの精神を高揚に活

動が活性化するよう、また 「地域 ・ふれあい ・交流」の場 として地域住民を支

援する施設として市民の皆様 とともに活動を進めて参 りました。平成24年 度

施設概 要 ・事業内容 については以下の通 りです。

2.施 設 の概要

(1)施 設内容

①設備:多 目的ホール ・調理室 ・会議室 ・和室 ・入浴室

②器具:電 気治療器 ・カ ラオケ。調理器具

(2)利 用対象者

富士市内に居住 し、住所 を有する方(又 は勤務す る方)

①60歳 以上の高齢者

②障害者(障 害者 手帳、療育手帳を有す る方)

③児童(学 校 関係 ・子供会関係 の行事又は団体での使用)

④地域 の社会福祉 団体 ・地域交流を目的とする団体

⑤上記、利用対象者に 「入館者カー ド」を発行する。

(3)サ ー ビス内容

①開館時間:午 前 ユ0時 ～午後4時

②入浴時間1午 前 ユ1時 ～午後2時

③休 館 日:日 曜、祝祭 日

3.委 託事業=生 きがい と創造の事業

テーマ:「 介護食 をと りいれておい しい食事」

開催 目 テー マ 参加人数

1 平成24年4月12日 バ ランスの良い食事 12人

2 平成24年5月10日 不眠予防食 8人

3 平成24年6月14目 カルシウム食 12人

4 平成24年7月12目 減塩食 12人

5 平成24年8月9日 夏バテ予防食 7人
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6 平成24年9月 ユ3目 行事食 1ユ 人

7 平成24年10月 ユ1日 消化の良い食事 12人

8 平成24年11月8日 食物繊維食 11人

9 平成24年12月13目 行事食 12人

10 平成25年1月10目 疲労回復食 10人

11 平成25年2月14目 風邪予防食 11人

12 平成25年3月14目 免疫力アップ食 1ユ 人

4.自 主事業: 6回 実施

開催目時 事業名 参加人数

平成24年4月24目 たけのこ料理教室 14人

平成24年7月9日 「危険を安全に体験」出前講座 13人

平成24年8月23目 夏休みこども料理教室 11人

平成24年11月21目 ク リスマ ス リース作 り教室 15人

平成24年12月26日 駿河凧作り教室 25人

平成25年2月6日 みそ作り教室 24人

5.利 用状況

(1)利 用人員 内訳

開館 日数 登録者

人数

高齢者
一般

高齢者

団体

障害者 児童

その他

利用者数

合 計

4月 24日 37人 343人 56人 30人 0人 429人

5月 24日 8人 304人 8人 46人 0人 358人

6月 26日 7人 340人 102人 16人 0人 458人

7月 25日 19人 387人 115人 14人 17人 533人

8月 27目 13人 369人 30人 11人 11人 421人

9月 23日 12人 346人 77人 7人 0人 430人

10月 26日 15人 408人 74人 12人 0人 494人

11月 24日 10人 426人 79人 8人 94人 607人

12月 22日 4人 316人 25人 1人 19人 361人

1月 22日 15人 402人 10人 0人 0人 4ユ2人

2月 23日 8人 426人 29人 0人 12人 467人

3月 25目 21人 491人 29人 0人 0人 520人

合 計 291日 169人 4,558人 634人 145人 153人 5,490人

各利用者割合

高齢者一般

高齢者団体

一日平均利用者数 18.87人

83.0%障 害者

11.5%児 童 そ の他

%

%

nO

O
O

9
臼

9
召
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1.事 業 報 告

平成24年 度 は、草塩おんせん は介護保険事業計画 に基づき(福)富 士厚 生会の福祉理念 を活か して

施設の特徴を生 か したサー ビスを提供 し、ご家族様また地域住民から愛 され信頼 され る施設作 りに励 ん

でまい りま した。

今年度 は地域 で開催 されたイベ ン トへも参加 させ て頂き、外部の方か らも声 をかけて頂 く事が多 くな

な り、地域での理解 も深まっていることが感 じられ る一年 とな りました。

稼働 率は入院者 が多く、95.5%と 伸びませ んで したが、平均介護度は3.24と 前年度 と比べ0.34ポ イ1

ン ト増 となってお りぐ今後 も主治医、看護師、ケアワーカー等 と協力 し、入居者様 の状態に合わせ、 区

分変更の申請 をスムーズに行 っていきます。

稼働率向上のため、医療機関との連携 とケアワーカー の技術向上を行い、少 しでも早い段階で対応するこ

とにより、入院者を減 らせるよう努力 していきます。

2。 入所者の状況

(1)H24年 度入退所 状況(平 成24年4月 ユ目～平成25年3月31目 、定員29名)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 ユ2月 1月 2月 3月 合計

入 所 4 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 6

退 所 2 0 0 0 1 0 0 1 0 ユ 0 0 5

現 員 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 348

退所理由

死亡のため …0名

病院への入院を希望したため …5名

(2)年 齢別(平 成24年3月31日 現在)

在所者数 年 齢 階 級 別

計29

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

性

別

男性 10 0 0 1

亀

1 3 2 3 0

女性 19 0 0 0 2 5 6 4 2

平均年齢 平均86歳2ケ 月

(最 高95歳4ヶ 月 ・ 最小70歳8ヶ 月)

(3)要 介護度別(平 成24年3月31目 現在)

平均介護度3,24

要 介 護 度 男性 女性 計

要介護1 1 1 2

要介護2 2 4 6

要介護3 2 4 6

要介護4 4 9 13

要介護5 1 1' 2

合 計 ユ0 19 29
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(4)認 知症度別(平 成24年3月3ユ 日現在)

認知度 男性 女性 計
1 0 5 5

■a 0 1 1

■b 2 1 3

皿a 7 8 15

皿b 1 3 4

IV 0 1 ユ

M 0 0 0

合 計 10 19 29

(5)障 害 レベル別(平 成24年3月31日 現在)

障害レベル 男 女 計

∫1 0 0 0

∫2 0 0 0

A1 1 1 2

A2 4 8 12

B1 0 4 4

B2 5 4 9

C1 0 2 2

C2 0 0 0

合計 10 19 29

3。 稼 働 牽 の 状 況(職24年4月 、日～平成24年3月3、 日)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用延人数 790 886 856 883 865 859 873 822 878 854 745 808

入院延日数 49 11 7 16 17 11 24 41 20 39 67 85

外 泊 0 2 7 0 10 0 2 5 1 2 0 6

稼 働 率 90.8 98.5 98.3 98.2 96.2 98.7 97.1 94.4 97.6 94.9 91.7 89.8

年 間利用延べ人数:10119人 入院延べ 目数:387目 外泊:35日

年 間稼働率:95.5%

※入 院、外泊については施設にいなかった 日を記入 してあ ります。

4。 食 事 摂 取 状 況(平 成24年3月31日 現 在)

主 食

ご飯 11人 38%

粥 11人 38%

ムース 3人 10%

副 食

並 9人 31%

キザミ 9人 31%

超キザ ミ 6人 20.6%

ムー ス 1人 3.4%

胃ろう 4人 13.7%

5.平 成24年 度事業実施状況
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月 行 事 等 備 考 施設会議

4

月

回診

防災訓練

花見

火災発生による避難訓練

施設前の桜を職員が付き添い鑑賞する

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニッ ト会議

給食会議

運営推進会議

5

日
刀

回診

防災訓練

バーベ キュウ

地震発生による避難i訓練

施設の中庭にて実施する

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニ ット会議

6

日
刀

回診

防災訓練

おやつ作 り

集団外出

ユニ ット調理

災害発生による職員の対応方法の検討会

かっ ら=ど ら焼き

っっ じ:薩 摩芋 とこしあんのマーブル巻き

やませみ:薩 摩芋 と南瓜の羊奨

入居者6名 参加 買い物 ・外食行 う

やませみ:鮫 子

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニッ ト会議

給食会議

運営推進会議

7

月

回診

防災訓練

地域イベ ン ト参加

流 しそ うめん

ユニッ ト調理

火災発生による避難訓練

入居者12名 早川町社協が主催す るイベン トに

参加する

施設玄関前に設置 し実施する

つっ じ:コ ロッケ

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニッ ト会議

8

月〔

回診

防災訓練

夏祭 り

スイカ割 り

ユニ ット調理

災害時による停電等の普及方法

早川町デイサー ビス主催の夏祭 りへ、 日を分け

参加す る

施設の中庭にて実施する

かっら1じ ゃがバター

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニッ ト会議

給食会議

運営推進会議

9

月

回診

防災訓練

敬老会

地震による避難訓練

家族にも参加 して頂き実施する

昼食はユニット内にてバイキングを行 う

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニッ ト会議

10

月

回診

防災訓練

焼き芋

ユニ ッ ト調理

災害による避難訓練

施設の中庭にて実施する

かっ ら:ポ テ トコロッケ

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニット会議

給食会議

運営推進会議

回診 峡南消防署との合同避難訓練 主任 ・リー ダー会 議
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防災訓練 感染症委員会

紅葉見学 西山方面へ実施する リスク委員会

11 ユニ ッ ト調理 かっ ら:シ フォ ンケー キ ユニ ット会議

月 つつ じ:ス イー トポ テ ト

や ませみ:ほ うと う

回診 火災発生による避難訓練 主任 ・リーダー会 議

防災訓練 感染症委員会
ク リスマス 会 事務所前フロアーにて実施す る リスク委員会

12 餅っき大会 杵と臼を小学校より借用し実施する ユニッ ト会議

月. ユニ ッ ト調 理 つつ じ:鍋 給食会議

運営推進会議

回診 地震発生による避灘i訓練 主任 ・リー ダー会議

防災訓練 感染症委員会

1 新年会 各ユニッ トにてお菓子と飲み物を用意し実施す リスク委員会

月 る ユニッ ト会議

回診 火災発生による漣難訓練 主任 ・リーダー会 議

防災訓練 感染症委員会
2 節分 ネオライフ節分祭に入居者1名 参加する リスク委員会

月 施設内にて豆まき実施する ユニ ット会議

給食会議

運営推進会議

回診 夜間火災発生時の対応訓練 主任 ・リーダー会議

3 防災訓練 感染症委員会
月 雛祭り 事務所前に設置 したおひな様 を鑑賞後、昼食、 リスク委員会

おやつを雛祭 りメニュー とす る ユ ニ ッ ト会議

6.平 成24年 度 面会状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

153 145 135 158 209 138 151 ユ06 89 23 1 90

年間面会人数11398人 一 日平均面会人数:3.83人 利用者一人の月平均=4回
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事業所名 障害者支援施設 三和荘

1.事 業実績報告

平成24年 度 は、生活介護97名 、施設入所支援80名 へ の完 全移行 から2

年 目の年 とな りま した。

今年度 はラポールタイムの導入で利用者一人一人の施設での生活への想いの

更なる聞き取 りを行い、個別支援計画書への反映、そ してその実現を目指 し、

個別支援の充実を図 りました。

日中活動は多種多様に及ぶ個々の要望の聞き取 りを元に、その都度修正を加

えながら、その要望に少しでも応えられるよう取 り組みました。

マナー向上に関しては委員会を設けており、職員一人一人がレベルアップで

きるよう日替わりで 自分が気を付けている点などを朝礼で発表 し、責任を持っ

た行動が出来るよう職員全体の底上げを図 りました。

リスクマネジメン トの部分では、小さなインシデン トにも気付き、そこから

大きな事故を予防するとい う観点からヒヤリハッ トの報告も増加 してまい りま

した。(報 告件数526件/前 年比142.5%)

自立支援法 の制定後、利用者及び家族への負担が大きくな り制度に対 しての

不評や不安があります。又、制度そのものが分かりにくいため現在 どのような

サー ビスを提供 しているかを説明 し理解 を得るには難 しいもので した。

今後も利用者主体となる個別支援計画をしっかりと立て、高齢化、医療的行

為を必要とする利用者様、又長期入院の必要がある利用者様にも対応すべく、

身体面 ・精神面の充実につながる様に支援をすると共に、障害者総合支援法の

情報収集 ・知識習得 も含めた中で職員の専門性を高め、利用者 ・ご家族に納得

していただけるサー ビスを提供 して行きたいと思います。

2.施 設利用者状況

施設入所支援(サ ービス提供 日数365日)

ア、年間利用者延人員数

イ、年間平均利用者数

ウ、年間利用者率

28,569人

78.2人

97.8%(前 年 比 一 ユ,ユ%)

入所

生活介護(サv・ ・一・ビス提供 日数269日)

ア、年間利用者延人員数

イ、年間平均利用者数

ウ、年間利用者率

21,034人

78.1人

977%(前 年 比 一 〇.6%)

通所

生活介護(サ ・一一一・一ビス提供 日数269目)

ア、年間利用者延人員数

イ、年間平均利用者数

ウ、年間利用者率

・ 雛

4,369人

16,2人

955%(前 年 比 一2.7%)



3.利 用者状況

① 一1市 町村別(施 設入 所支援 、入所 生活 介護)平 成25年3月31日 現在

市 町 村 男 性 女 性 計

東

部

地

区

富士宮市 9 ユ1 20

富士市 11 9 20

沼津市 10 2 12

御殿揚市 1 1 2

三島市 2 0 2

熱海市 1 1 2

裾野市 1 0 1

伊東市 0 1 ユ

伊豆市 0 1 1

伊豆の国市 1 1 2

小山町 2 0 2

清水町 1 0 1

函南町 0 1 1

西伊豆町 1 0 1

中部 静岡市 3 3 6

西

部

藤枝市 ユ 1 2

島田市 1 0 1

牧之原市 2 0 2

東京 東京都町田市 1 0 1

合 計 48 32 80

① 一2市 町村別(通 所生活介護) 平成25年3月31目 現在

市 町 村

富士宮市

男 性

24

女 性

15

十曇
口

39

② 一1障 害程度区分 ・障害等級(施 設入所支援、入所生活介護)平 成25年朋3ユ ロ現在

区分 区分6 区分5 区分4 区分3 合 計 平均

程度

区分

男性 32 9 5 2 48

女性 22 7 2 1 32

計 54 16 7 3 80 551

等級 1級 2級 3級 合 計

男性 33 14 1 48

女性 22 9 1 32

計 55 23 2 80

② 一2障 害程度 区分 ・障害等級(通 所生活 介護)平 成25年3月31曝 在

区分 区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 合 計 平均

程度

区分

男性 7 2 1 10 4 24

女性 9 0 2 2 2 15

計 ユ6 2 3 12 6 39 4.25

等級 1級 2級 3級 療育手帳保持 精神福祉手帳保持 合 計

男性 14 7 0 2 1 24

女性 10 3 0 2 0 15

計 24 10 0 4 1 39

o
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③一1年 齢別(施 設入所支援、入所生活介護) 平成25年3月31日 現在

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男1生 0 2 7 11 28 48

女性 ユ 0 3 8 20 32

計 1 2 10 19 48 80

③一2年 齢別(通 所生活介護) 平成25年3月31日 現在

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 0 9 3 2 10 24

女性 2 3 4 2 4 ユ5

計 2 12 7 4 14 39

④一1主 たる障害名別(施 設入所支援、入所生活介護) 平成25年3月31日 現在

障 害 名 男 性 女 性 合 計

視覚障害 2 5 7

体幹機能障害 2 4 6

下肢機能障害 3 3

痙性麻痺 2 2

脳血管障書 11 7 18

頸椎損傷 6 6

脳性麻痺 12 10 22

雌 1 ユ

べ一チェット症候群 1 1

両耳全聾 ・唖 1 1

脊髄小脳変性症 1 1

四肢機能障害 1 1

上下肢機能障害 4 1 5

綱膜色素変性症 1 1

筋ジス トロフィー 1 1 2

パーキンソン 1 1

慢性関節リウマチ 1 1

頭部外傷 1 1

計 48 32 80
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④一2主 たる障害名別(通 所生活介護) 平成25年3月31日 現在

障 害 名 男 性 女 性 合 計

脳性麻痺 4 5 9

脳血管障害 5 5

頭部外傷 4 4

網膜色素変性症 1 1

パー キンソン 1 1

モヤモヤ病 2 2

多発性硬化症 1 1

関節 リュウマチ 2 2

知的障害 3 2 5

CRDP 1 1

頸椎損傷 2 2

両下肢機能障害 1 1 2

慢陸肺動脈血栓 1 1

慢性肝不全 1 1

脳出血後後遺症 1 1

進行陸脊椎性筋萎縮症 1 1

計 24 15 39

4.入 浴

毎週5回(月 ・火 ・木 ・金 ・土)一 般浴 ・機械浴(施 設入所支援、入所生活介護)

毎週5回(月 ・火 ・水 ・木 ・金)機 械浴(通 所生活支援)

5.送 迎(通 所生活介護)

・リフ ト付車輌にて、基本的に自宅玄関か ら施設までの送迎を実施 しました。

〈車輌運行状況〉

23年 度 24年 度 前年比

総運行日数 267目 269日 +0.7%

総距離 43370km 43976km +1.3%

輸送延人員 5902人 5945人 +0.7%

6.職 員関係

1)職 員研修

職員の研修については、県及び東海北陸地区 ・全国身体障害者療護施設協議会等の

行 う職種研修に参加 させ、研修者は研修終了後他の職員に対 し研修報告を行い利用者

へのサービス向上に寄与 しま した。

2)法 人内部研修

新規採用職員研修(合 同研修)・ 新規採用職員研修(実 務研修)・理事長研修

中途採用職員研修 ・職員接遇マナー研修 ・産業医研修 ・リスクマネジメン ト研修

上記の研修の他、外部研修にも参加 し利用者へのサー ビス向上、職員の知識向上に寄

与 しました。

7.非 常災害対策訓練の実施状況

非常災害対策訓練 は事業計画にもとづき実施 しました。避難訓練は毎月行いその他

に初期消火 ・避難i誘導 ・救急救護(応 急手当 ・心肺蘇生)・ 夜 間緊急職員召集訓練 ・

職員火災器具操作研修等をを行 いました。

8,実 習 生 ・ボ ランテ ィア ・施設見 学者

実 習 生 人 ボランティア 人 施設見学者 人

富士宮東高校 ユ1 シルバ ー 5 36

静岡福祉医療専門学校 2 ジ ャ トコ 25

・ 呂 巳)



9.平 成24年 度年 間事業実施報告

.目 施 設 行 事 施 設 会 議

1.'日 中活動(書 道 ・ス ポー ツ ・創 作 ・カ ラオケ ・映画会) 1.各 種会議

4 2.外 出(自 由旅行 ・個別外 出)3.防 災訓練 (主任会議 ・行事打合せ ・給食

4.誕 生会 ・喫茶5.バ イキ ング6.懇 話 会 会議・職員会議・現場研修会

7.保 護 者会総 会8。 お好 み給食9,昼 の集 い ・サー ビス担当者会議)

月 10。 雛 祭 り11,PT体 操12.花 見 2.各 種委員会

(衛生 ・感染症対策 ・リスクマ

ネジメン ト ・身 体拘束廃止 ・

虐待防止権利擁護 ・マナー向

上 ・メンテナ ンス ・交通安全

・広報ホームページ)

1.日 中活動(書 道 ・スポーツ ・創作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種 会議

5 2.外 出(自 由旅行 ・個別外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生 会 ・喫茶5.バ ーベ キ ュー6,懇 話 会

7.お 好 み給食8.昼 の集 い9.PT体 操

月 10.遠 足(新 東 名)

1.日 中活動(書 道 ・スポーツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会 議

6 2.外 出(自 由旅行 ・個別 外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫茶5.バ イ キング

6.懇 話会7.お 好 み給食8,昼 の集 い

月 9.PT体i操10.遠 足(新 東名)

11.カ ラオケ大 会

1.日 中活動(書 道 ・スポーツ ・創 作 ・カ ラオケ ・映画会) 1.各 種会議

7 2.外 出(自 由旅 行 ・個別 外出)3.防 災訓 練 2。 各種委員会

4.誕 生会 ・喫 茶5.懇 話会6.開 設 記念祭

7.お 好 み給食8.昼 の集 い9.PT体i操

月

1.目 中活動(書 道 ・スポーツ ・創 作 ・カ ラオケ ・映 画会) ユ.各 種 会議

8 2.外 出(自 由旅行 ・個別外出 ・ナイ ト居酒屋) 2.各 種委員会

3.防 災訓練4.誕 生会 ・喫茶5.バ イ キン グ

6.懇 話会7.お 好 み給食8.昼 の集 い

月 9.PT体i操10.施 餓鬼供養11.七 夕

1.日 中活 動(書 道 ・ス ポー ツ ・創作 ・カ ラオ ケ ・映画会)
、

ユ.各 種会議

9 2.外 出(自 由旅行 ・個 別外 出)3.防 災訓練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫 茶5.バ イ キン グ6.懇 話 会

7.施 設 内外 清 掃8.お 好み給食9.昼 の集 い

月 10.PT体 操

曾⑪



9.平 成24年 度年間事業実施報告

月 施 設 行 事 施 設 会 議

1,目 中活 動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) ユ.各 種会議

10 2.外 出(自 由旅 行 ・個別 外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4,誕 生会 ・喫茶5,懇 話会6.ス ポー ツ大 会

7,お 好 み給食8.昼 の集い9,PT体 操

月

1.日 中活 動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会議

11 2.外 出(自 由旅 行 ・個別外 出 ・シ ョッピング) 2.各 種委員会

3,防 災訓練4,誕 生 会 ・喫茶5.バ イ キ ング

6.懇 話 会7.お 好 み給食8,昼 の集 い

月 9.PT体i操 ユ0.遠 足(お 宮横町)

11,ラ ポール タイ ム

ユ.日 中活動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1,各 種会議

12 2.外 出(自 由旅 行 ・個別外 出)3,防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫茶5.ク リスマス会6.餅 つ き

7.懇 話会8.す す払 い9。 お好 み給食

月 10,昼 の集 い11.PT体 操12.ラ ポール タイ ム

1.日 中活動(書 道 ・ス ポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会議

1・ 2.外 出(自 由旅行 ・個別外出 ・ナイ ト居酒屋) 2.各 種委員会

3.防 災 訓練4.誕 生会 ・喫茶5.バ イ キ ング

6.新 年会7.懇 話会8.ど ん ど焼 き

月 9.お 好 み給食 ユ0.昼 の集 い ユ1,浅 間大社豆 まき

12.PT体i操 ユ3.ラ ポ ー ル タイ ム

1.目 中活動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会議

2 2.外 出(自 由旅 行 ・個別外 出)3,防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫茶5,バ イ キング6.お 好 み給食

7.懇 話会8.昼 の集 い9,PT体 操

月 10.い ち ご狩 り11.ラ ポール タイム

1.日 中活動(書 道 ・ス ポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会議

3 2.外 出(自 由旅 行 ・個別外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫茶5.バ イキ ング6.懇 話会

7.施 設 内外清掃8.お 好 み給食9.昼 の集 い.

月 10,PT体 操11.い ち ご狩 り

12.ラ ポール タイ ム

9五



事業所名 三和荘 短期入所事業

1.事 業 実績報告

平成24年 度は新規の利用者様発掘に尽力致 しました。また、三和荘通所系生

活介護iを利用 されている利用者様の利用 も安定を保ち、他サー ビスへ移行する利

用者様がいる中で、利用者数 は増加す る結果 とな りました。

今後 もご家族様 との連携 を密 にし新規利用者様、リピーターの確保を図ってい

くことで稼働率増加 につなげていきます。

2.施 設利用者状況

ア、年問利用者延人員数

イ、年間利用 日数

ウ、稼働率

エ、年間利用市町

123人

879日

48.1%(前 年 比 一8.6%)

(前々年 比+6.ユ%)

富士宮市 ・富士市

3.月 別男女別利用状況 ・目数

4月 5月 6月 7月 8月 9月

人員 目数 人員 日数 人員 目数 人員 日数 人員 目数 人員 日数

男性 8 58 8 63 9 69 9 60 10 67 10 69

女性 2 7 3 16 2 6 3 9 2 9 2 8

計 10 65 ユ1 79 11 75 12 69 12 76 12 77

10月 11月 ユ2月 1月 2月 3月 合計

人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 目数 人員 目数 人員 日数 総人員 総日数

8 87 6 77 9 69 7 57 7 56 8 53 99 785

3 9 1 5 ユ 5 1 5 1 5 3 ユ0 2-4 94

11 96 7 82 10 74 8 62 8 61 11 63 123 879
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4,障 害程度 区分 ・障害等級(直 近の利用時)

区分 区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 区分1 合 計

男性 8 2 2 0 3 0 15

女性 5 1 1 0 1 0 8

計 13 3 3 0 4 0 23

等級 1級 2級 3級 療育手帳保持 合 計

男性 8 4 0 3 15

女性 5 2 0 1 8

計 13 6 0 4 23

5.年 齢別(直 近 の利用 時)'

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 0 8 2 1 4 15

女性 0 3 4 1 0 8

計 0 11 6 2 4 23

6.障 害名別

障 害 名 男 性 女 性 合 計

脳 性 麻 痺 5 5 10

進行性脊髄性筋萎縮症 1 0 1

頸 髄 障 害 1 0 1

脳 挫 傷 2 0 2

糖 尿 ・狭 心 症 ・高 血 圧 1 0 1

知 的 障 害 3 1 4

慢性炎症性脱髄性多発神経炎 1 0 ユ

脳 血 管 障 害 1 0 1

モ ヤ モ ヤ 病 0 1 1

両 下 肢 機 能 障 害 0 1 1

計 15 8 23

舗
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

障害者支i援施設 くぬぎの里
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障害者支援施設 くぬぎの里

身障協、東海 ・北陸ブロックにおきま して、平成24年 度は、10月1日 に

施行 されま した 「障害者虐待防止法」の対応のため、施設長 ・リーダー職員研

修会にて、理解を深めてまい りました。

防災にっ きましては、東海側 と北陸側 の災害時相互協定を平成24年4Eに

締結いたしました。

施設 として、介護職員の資質向上と施設利用者の方々の処遇向上を図ること

を目的に研修(理 事長研修 ・産業医研修 ・接遇マナー研修等)を 開催 し、また

介護職員による、疾の吸引等の実施のため研修に申し込み、当施設において1

名登録を受 けることができました。

インフルエンザ ・0-157等 の徹底 した予防にて、集団感染はありませんで

した。

当法人の法令遵守規程を職員一人一人基本方針 とし、法令遵守に努め、平成

24年 度は質の高い安全 ・安心サービスを提供 し、施設利用率も98。7%

(退所者3名)安 定的な事業経営の展開ができました。
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入所支援
(1)定 員50名

年間利 用者延人員数18,067人1ヶ 月平均利用者数49.4人

年間利 用者率98.72%

※亡くなられたことによる退所2件 措置変更による退所1件 入所3件

1、 施設利用者状況

(2)市 町別利用状況 (平成24年3月 末 日)

市町 男性 女性 計

富士市 12 8 20

富士宮市 4 2 6

沼津市 8 6 14

御殿場市 2 ◎ 2

三島市 1 0 1

伊東市 0 1 1

伊豆市 1 1 2

伊豆の国市 1 1 2

函南町 1 0 1

清水町 1 0 1

合計 31 19 50

(3)年 齢別

年齢 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 70歳 以上 計

男性 0 3 7 17 4 31

女性 0 5 8 3 3 19

計 0 8 15 20 7 5◎

平均年齢 男性62歳

女性58歳

最年少者41.4歳

最年少者42.6歳

最高齢者75歳

最高齢者75歳

平均60.6歳

(4)障 害程 度区分別

区分 31415161計

男性 2 4 9 16 31

女性 0 2 5 12 19

計 2 6 14 28 50
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(5)障 害等級

1等 級il1級 2級13級14級1計

男性 22 9 0 ◎ 3冠

女性

1

10 6 2 1 19

1計 32 15 2 1 5◎

(6)障 害名別

障害名 男性 女性 計

肢体 8 3 11

機能障害(体 幹 ・上肢 ・下肢) 7 3 1◎

脳血管 10 6 16

脳性麻痺 7 4 11

視覚 ・聴覚 ・言語 2 2 4

リウマ チ ・パー キ ン ソ ン 1 0 1

脊髄障害 3 0 3

計 38 18 56
※重複者あり

2.受 診、入院の状況

(1)月 別受診人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 13 咽4 17 13 14 11 10 12 18 20 12 18 172

女性
5 2 5 7 3 4 3 11 15 16 嘔3 17 101

計 咽8 16 22 20 17 15 13 23 33 36 25 35 273

(2)受 診科別年間受診人数

内科 外科

整形外科

神経科 泌尿器科 耳鼻科 眼科 歯科 皮膚科 その他 計

男性 21 13 41 49 0 12 8 22 6 172

女性 71 0 11 o 4 0 7 8 0 101

計 92 13 52 49 4 12 15 30 6 273
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(3)月 別入院者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2

女性
1 3 2 1 0 0 0 0 0 1 1 1 10

計 1 3 2 1 0 0 0 0 0 1 2 2 12

3.(1)平 成24年 度事業実施状況

月 施設行事 月 施設行事

4

月

・外出行事(小 グループ外出 ・花見)・ 雛祭 り 10

月

・外出行事(小 グループ外出)・ 運動会

・富士市作品展見学

5

月

・外出行事(小 グループ外出)・ 端午の節句

・監事監査

羽

月

・外出行事(小 グループ外出)

・開設記念(食 事会)

6

月

・外 出行事(小 グループ外出 ・バス ドライブ) 12

月

・外出行事(小 グループ外出)

・クリスマス会 ・鍋パーティー

・正月準備(門 松作 り、餅つき、すす払い、正月飾 り)

7

月

・外出行事(小 グループ外出)・ 納涼祭 1

月

・外出行事(小 グループ外出)

8

月

・外出行事(小 グループ外出) 2

月

・外出行事(小 グルー プ外出)・ 節分

9

月

・外 出 行事

(小 グルー プ外 出 ・ぶ ど う狩 り ・三津シーハ。ラゲイス・駿 河匠の 宿)

・彼 岸

3

月

・外出行事(小 グルー プ外出)

・苺狩り

◎ 月1回 の定例行事
・主任会議 ・職員会議、現場研修会 ・給食会議 ・感染症、食中毒対策委員会
・懇話会 ・誕生会 ・防災訓練

・モーニングサービス ・ランチサービス ・選択メニュー ・お好み給食

その他
・珈瑳シ ョップ:3回/月
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生活介護

◎ 学習 ・映画 :利 用者 の達成感 を感 じていただ くと同時に、集中力 ・面白さの発見、

脳の活性化を目的とする。

活動 内容:書 道 、脳 トレ(漢 字 ・計 算 ・四字 熟 語 ・こ とわ ざ等)、 間違 い探 し、

パ ズル 、 ク ロス ワー ド。 土曜 ・日曜 ・祝 日の午 後、 デ イル ー ムにて

レン タル ビデオ を借 りて きた ビデ オ の 上映 。

◎ 創作活動1作 り上げてい く楽 しさ、面 白さ、達成感を体験 していただき、

利用者同士、職員とのコミュニケーションをはかる機会を増やす。

1つ の作品を利用者全員で作 ることにより、団結力を高める。

手先、指先を使 うことによる運動。

活動内容 =季 節行事 に応 じた作品づ くり、ぬ り絵、折 り紙、パズル作 り

紙相撲

◎クラブスポーツ:PT、OTと 連携 をと りなが ら、残存機能の維持 ・向上をはかる。

障害者でも、気軽にできるスポーツを実施し、体力作 り

コミュニケーション機会の増幅と新陳代謝の促進 ・ス トレスの蓄積予防

を 目的 とする。

活動内容 :風 船 バ レー 、輪投 げ、 体操 、 的 当て等

◎カラオケ =大 き な声 を 出す こ とに よ り、 ス トレス の発散 、 心身 の リフ レッシ ュ と

職員 、利 用者 間 での コ ミュニ ケー シ ョンの 向上 の場 とす る。

活動内容 :通 信カ ラオケを使用 して、懐 メロ等を歌 う。

◎全体リハ :個 別 リハ とは別 に、月 ・火 ・木 ・金 の午後 、デ イル ー ム にて開催。

=全 体で運動を した り、発声練習 を機能訓練 として行 う、また、聞違い探 し

な どの頭の体操を行 う。

◎書道 :字 を書 くことによ り、 日常生活の中での手先の訓練を兼ねると同時に

作品を作 り上げる喜びを感 じていただ く。

:季 節 ごとの題材 をお手本 とし、書いていただく。

=作 品展 ・施設内の掲示に より、見ていただく喜びを感 じていただ く。
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6月

7月

平成24年 度

全体 リハ

371

櫓7

423

345

[朗]354

11月

12月

1月

2月

3月

328

367

314

303

356

20◎

カラオケ

59

16

57・

72

63

63

59

49

唱8

26

22

創作藩動

88

177

2◎3

9◎

1◎3

匝]
33

67

52

55

80

397[39] 38

スポーツ

14

函
35

27

38

44

15

㊨8

29 27

66 7

fi6 5

20 45

60 45

書◎ 51

書道

18

23

19

16

15

16

13

19

20

29

14

19

※人数は延べ人数 単位:人

4.職 員研修

◎内部研修

4

4

4

4

4

5

ハ　

　　

　

ハ　

　
　
　　

H

R

H

H

H

H

4ノ弓2日3目4日

4月5日6目

10/iヨ22日23日26目

11月14目

12.月19目

3月25日

新採 ・中途採用職員研修

新採職員実務研修

産業医研修(癌 について)(ロ ゼシアター)

虐待防止法にっいて(三 和荘))

職員接遇マナー研修(女 性職員)

職員接遇マナー研修(男 性職員)

◎外部研修

H248月28日29目 全国障害者施設協議会研究大会(北 海道)

H248月28日 福祉サL・一・一・ビス苦情解決研修会

H249.月6日7目 東海北陸身体障害者職員研究大会(愛 知)

H23年 度 静岡県QOL委 員会(年4回)

上記の法人内部研修の他、様々な外部研修にも参加し利用者の処遇改善、職員の知識向上に寄与しました
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5.非 常災害対策訓練の実施状況

非常対策訓練は事業計画に基づき実施致しました

4月 5月 6月 7月 8月 9月

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

消火設備の講習

職員研修

火災を想定した

避難訓練

職員研修(消火器使用)

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

東海地震を想定した

避難訓練

飲き出し訓練

消防届け出

10月 11月 12月 1月 2月 3月

火災を想定した

避灘訓練

夜間想定訓練

火災を想定した

避難訓練

法人招集訓練

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

消防届け提出

6.実 習生受 け入れ状況

①福祉系大学、高校の実習受け入れ

富士宮東高校1年 生5名 ×3日 、2年 生6・名×5目

②介護体験

鷹 岡中学2年 生4名 ×2目

岩松中学3年 生10名 ×1目

7.指 導監査 ・立ち入 り検査

平成24年12月13目

指摘事項
・な し

静岡県指導監査(自 立支援法)

平成25年1月21日 診療所立 ち入 り検査

指導事項
・嘱託医の健康診断書を施設でも保管すること。

新富士病院より健康診断書のコピーをいただき、施設にて保管 しま した。
・派遣職員の健康診断書を保管すること。

派遣職員の健康診断書のコピーを施設にて保管 しました。

依頼
・医療ネットに記載されている施設の内容を掲示 していただきたい。

医務室前に掲示しま した。

平成25年1A22日 保健所 立ち入 り検査(厨 房)

指導事項
・シンクの蛇 口の取っ手 をレバー式のものが望ま しい。

来年度、予算に計上し改善予定です。
・紫外線殺菌庫の器具の入れ方(器 具が重 な らないよ うに)に 注意 して くだ さい。

改善 しま した。
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平成25年3月5目 富士市消防立ち入 り検査

指摘事項
・届 け出の出ていない器具(ガ ス給湯器)が あるので、届 け出をお願い します。

消防本部に届け出を提出しま した。
・防炎でない布団(こ たつ用)の 改善をお願 い します。

防炎 の素材のものに変えました。

8.ひ や り ・は っ と、事故報 告

ひや り ・はっ と:587件

事故 報告138件

※別 紙参 照

9.苦 情受付

3件 職員の接遇 …2件

同室者 との確執 …1件

上記3件 については解決済みです。
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平成24度 年間集計

ヒヤ リハ ツ ト 事故報告

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

0

1

2

1

2
,

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

17件

L999件

32件

25件

22件

114件

49件

2⑪ 件

42件

28件

22件

17件

辮

琳

雅

辮

辮

辮

辮

辮

雅

辮

辮

雅

合 計 587件 38件
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氏 名 平成24年 度面会記録 氏 名

1 猜松 隆司 51妻 、子 、姉 、妹 29 吉田 秀雄 4兄

2 有村 優 30 渡辺 昭 14妹 、弟

3 安藤 博康 9妻 31 渡辺 基未 23妻 、子 、兄 、姉 、義母

4 伊東 良直 10母 、兄 、子 32 梅原 すえみ 2姉

5 遠藤 佳範 12姉 33 岡野 広美 5母 、兄 、姉

6 荻野 芳秀 6母 、姉 34 兼子 春美 14父 、妹 、後 見人

7 大島 俊博 2弟 35 長田 道子

8 大平 理 36 角田 孝子 7弟

1

9 後藤 一二 37 斎藤 瑠美

10 小山 弘 19兄 、子 、友人 38 佐田 和美

11 斎藤 学 8弟 39 庄司 美智代 1友 人

12 佐野一彦 40 杉山 志奈子 2兄 、姉

13 鈴木 章文 41 小田 保子 18母 、姉

14 杉山 貞之 43母 、妹 42 丹治 和美 3友 人

15 鈴木 純一 6妹 43 中西 久美子 1弟

16 鈴木 幹夫 44 菅原 まり子 6夫 、子 、友人

17 鈴木 保彦 2姉 、友 人 45 藤田 ゆみ子 2兄

3 関上 等 46 森 敬子

19 瀬戸 達文 47 米山 明子 8妹
1

20 竹田 清巳 12姉 48 米山 雅子 8妹
1

21 中村 清 3母 、弟 49 渡邉 幸子 44夫 、子 、

22 中山和市郎 50 渡辺 三奈 1兄

23 萩原 正明 8母

24 羽田 剛 富樫秀太郎 6母
■

25 増田 博 22友 人、後見人 渡辺真由美 35妹 、子 、母

26 望月 忠 1妹

27 山本 政則

28 山本 守 3姉

、

噺n訊
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平 成24年 度 年間行事食

4月

5月

6月

ひ な祭 り

お花見弁当

誕 生 会

ラ ンチ サ ー ビス

選 択 メ ニ ュー

お 好 み 給食
ロ

コ ー ヒ ・一 シ ョ ッ フ

トー ス トの 日

新 茶 祭 り

誕 生 会

お好 み 給食

選択 メ ニ ュー

ラ ン チ サー ビ ス

お楽 しみ食 事 会

衛 生 講 話

(医 務 ・栄 養 士)

トー ス トの 日

誕 生 会

選択 メ ニ ユー

ラ ンチ サ ー ビス

お好 み 給 食
む

コ ー ヒ ー シ ョ ッ フ

トー ス ト の 日

・鮪 に ぎ り寿 司 とカ ップ ち ら し寿 司 ・法 菜 海 苔 和 え ・

あ さ り汁 ・南 瓜 プ リン

・筍 ごは ん ・唐 揚 げ ・塩 鮭 焼 き

桜 の蒸 しパ ン

・海 鮮 丼 ・筍 煮 ・す ま し 汁 ・お 豆 腐 ぷ り ん

・月2回 主 食 、 汁 物 お か わ り 有 り(あ ん か け ラ ー メ ン ・お

好 み 焼 き)

・月 ユ回(ハ ン バ ー グ 又 は 鮭 ム ニ エ ル き の こ 添 え)

・月1回 外 注

・月3回(コ ー ヒ ー 、 紅 茶 、 緑 茶 と お 菓 子)

・月 ユ回(焼 き た て トー ス トパ ン を 提 供)

・新 茶 と お 菓 子(コ ー ヒ ー シ ョ ッ プ に て 提 供)

・山 菜 お こ わ ・茶 碗 蒸 し ・ご ま 和 え ・す ま し汁 ・フ ル ー ツ

・月 ユ回 外 注

・ビー フ シ チ ュ ー

ク リー ム シ チ ュ ー

・月2回(丼 ・チ キ ン ラ イ ス)

・に ぎ り寿 司

・食 中毒 予 防 ・脱 水 症 予 防 な どの講 話 と食 中毒DVD

・ち ら し寿 司 ・茶 碗 蒸 し ・汁 物 ・フ ル ー ツ ポ ン チ

・月1回(焼 き 鳥 丼 ・卵 丼)

・月2回(天 ぷ らそ ば ・シ ー フ ー ドカ レー)

・月1回 外 注

・月3回

・焼 き た て ピ ザ トー ス ト
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7月

8月

9月

0ユ

月

七 夕

誕 生 会

土用 の丑 の 日

トー ス トの 日

選 択 メニ ユー

ラ ン チ サ ー ビス

コー ヒー シ ヨツプ

くぬ ぎ の 里 納涼 祭

誕 生 会

選 択 メ ニ ユ ー

ラ ン チ サ ー ビス

お 好 み 給 食

お 楽 しみ食 事 会

コー ヒー シ ヨツプ

トー ス トの 目

非 常 食 体 験

誕 生 会

選 択 メ ニ ユ ー

お 好 み給 食

トー ス トの 目

コー ヒー シ ョップ

誕 生 会

ラ ン チ サ ー ビス

お 好 み給 食

選 択 メ ニ ユ ー

運 動 会 お 弁 当

む

コ ー ヒ ー シ ョ ッ フ

(ハ ロ ウ ィ ン パ ー テ ィ)

ト ー ス ト の 日

・七 夕 そ う め ん ・か き 揚 げ ・天 の 川 ゼ リー

・赤 飯 ・天 ぷ ら盛 り合 わ せ ・茶 碗 蒸 し ・フ ル ー ツ

・う な 丼(鶏 か ば 焼 き 丼))

・焼 き た て トー ス トパ ン の 提 供

・月1回(牛 玉 丼 ・親 子 丼)

ザ璽蔑
甑刈勝

・赤 飯 ・天 ぷ ら ・冷 や し茶 碗 蒸 し ・漬 け 物 ・フ ル ー ツ

・月1回(若 鶏 の ソ テ ー 又 は ア ジ フ ラ イ)

・月2回(サ ラ ダ う ど ん ・ し らす ご 飯)

・月1回 外 注 ・

・鉄 板 焼 き ・富 士 宮 や き そ ば ス イ カ 割 り

・月3回

・月1回

・レ トル トご 飯 ・カ レ ー ・野 菜 ジ ュ ー ス ・フ ル ー ツ

赤 飯 ・天 ぷ ら ・茶 碗 蒸 し ・

汁 物 ・フル ー ツ

秋 の お 彼 岸(お は ぎ)

十 五 夜(小 豆 蒸 しパ ン)

・赤 飯 ・赤 魚 の 塩 焼 き ・茶 碗 蒸 し ・汁 物 ・フ ル ー ツ

・月2回(鶏 ご ぼ う ご飯 、 味 噌 汁)

・月1回 外 注

・月1回(鶏 肉 味 噌 漬 け 焼 き ・鯵 照 り焼 き)

・ ご 飯 ・唐 揚 げ ・鮭 塩 焼 き ・卵 焼 き ・煮 し め ・マ カ ロ ニ サ

ラ ダ ・焼 き そ ば ・豚 汁

か ぼ ち ゃ の 蒸 しパ ン ・ハ ロ ウ ィ ン仮 装パ ー テ ィ
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月

21

月

1月

開設 記 念 祝 い膳

非 常 食 体験

誕 生 会

お好 み 給 食

選 択 メ ニ ユ ー

トー ス トの 目
ロ

コ ー ヒ ー シ ョ ッ フ

誕 生 会

冬 至

お好 み 給 食

選 択 メ ニ ユー
む

コー ヒー シ ョ ッフ

ク リス マ ス 会

餅 つ き

大 晦 日年 越 しそ ば

年 忘 れ 鍋 パ ー テ ィ

お とそ ・おせ ち料理

七 草 が ゆ

繭玉作 り ・どんど焼き

選 択 メ ニ ユ ー

お 好 み 給 食

ラ ン チ サ ー ビ ス
　

コ ー ヒ ー シ ョ ッ フ

お 楽 し み 食 事 会

・ご 飯 ・桜 え び と 貝 柱 の か き 揚 げ ・柿 の 白 和 え ・八 戸 せ ん

べ い 汁 ・秋 の ゼ リ ー ・紅 白饅 頭

・ご 飯 ・魚 缶 詰 ・味 噌 汁

・赤 飯 ・天 ぷ ら ・茶 碗 蒸 し ・フ ル ー ッ

・か ぼ ち や 煮

・月1回 外 注

鮪 解 体 シ ョー ・ク リ ス マ ス メ ニ ュ ー

寄 せ 鍋 ・キ ムチ 鍋

・紅 白 か ま ぼ こ ・伊 達 巻 き ・栗 き ん と ん ・紅 白 な ま す

・黒 豆 ・合 鴨 ロ ー ス ・昆 布 巻 き ・市 松 よ うか ん 他

・月1回(鯵 フ ラ イ ・さ さ み フ ラ イ)

・月1回 外 注

・月2回(ビ ビ ン バ 丼)

・月3回

・寄 せ 鍋
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2月

3月

節 分

誕 生 会

選 択 メ ニ ユ ー

ラ ン チ サー ビ ス

お好 み給 食

コー ヒー シ ョ ップ

トー ス トの 日

誕生会

お 好 み 給食

選 択 メ ニ ユー

ラ ン チ サ ー ビス

コー ヒー シ ヨ ツプ

お 楽 しみ食 事 会

節 分 ・恵 方 巻 き

赤 飯 ・天 ぷ ら ・茶 碗 蒸 し

秋 刀 魚 塩 焼 き又 は唐 揚 げ

・月 ユ回 外 注

・月3回

・ピ ザ トー ス ト

・赤 飯 ・天 ぷ ら盛 り合 わ せ 、 ふ き の と う天 ぷ ら ・

茶 碗 蒸 し ・フ ル ・一ツ

・月1回 外 注

・鶏 肉 和 風 ソ テ ー 又 は 魚 フ ラ イ タ ル タ ル ソー ス

・春 の お 彼 岸(ぼ た 餅)

・中 華 フ ェ ア

(チ ャ ー ハ ン ・肉 ま ん ・

焼 売 ・春 巻 ・え び チ リ ・

も や しサ ラ ダ ・卵 ス ー プ ・杏 仁 豆 腐)

鱒8



平成24年 度 嗜 好 調 査結果

平 成24年 度 、 嗜 好 調 査 を行 い ま した 。

ま た 、 昨年 よ りは じめた ラ ン チ サ ー ビ ス や トー ス トの 目は ど うな の か を

聞 い て み ま し た 。

実 践 日:平 成24年10A15～10月25日

対 象 者 ・ くぬ ぎ の 里入 所 者(50名)

男 性30名30歳 代 ～

40歳 代 ～

50歳 代 ～

60歳 代 ～

70歳 代 ～

女性20名

1名(入 院 中)

3名

8名

14名(内 経 管 栄 養2名)

4名

40歳 代 ～6名

50歳 代 ～8名

60歳 代 ～3名

70歳 代 ～3名

(内 経 管栄養1名)

(内 経 管栄 養2名)

調 査 方 法 ・ 聞 き 取 り(職 員 の 協 力 あ り)

調 査 内 容=食 事 は 美 味 し い で す か(お い しい お い し く な い どち らで も な い)

味 付 け は ど うで す か(薄 い 濃 い 丁 度 良 い)

ど の よ うな食 事(お か ず)が 好 き で す か(複 数 回 答)

ラ ン チ サ ー ビ ス は ど うで す か(複 数 回 答)

トー ス トの 目 は ど うで す か(複 数 回 答)

ユ◎曾



くぬぎの里

男女比

女 性

40%

年齢比

40代

18%

50代

32%

60代

34%

70代

14%

30代2%

1/食 事 は美 味 しい で す か

男 性

美 味 しい(70%)

40代7%50代22%60代30%70代11%

美味 しくな

い15%

ど ち ら で

も15%

美 味 し く な い ・ ・50代4%60代7%70代4%

ど ち ら で も な い ・40代4%60代11%

女性

美 味 しい(70%)

40代25%50代25%60代10% 70代10%

どち らで もない

25%

美 味 し くな い ・ ・50代5%

どち らで も ない(回 答 な し)

男 女 共 に美 味 しい と回答 あ りま した。 ・

美 味 し くな い と回 答 した方 の 中 に 、嗜 好 の 激 しい 方 が い る。
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2/味 付 け は ど うで す か

男性

回答10%

な し

薄 い ・ ・40代7%50代10%60代13%70代7%

丁 度 良 い ・ ・40代3%50代17%60代26%70代7%

回 答 な し ・ ・60代10%

女性

薄 い(32%) 丁 度 良 い(42%) 回 答 な し

21%

濃 い5%

薄 い ・ ・40代16%50代16%

濃 い ・ ・40代5%

丁 度 良 い ・ ・40代5%50代16%60代16%70代5%

回 答 な し ・ ・40代5%60代11%70代5%

3/ど の よ うなお か ず 、 食 事 が 好 きです か(複 数 回 答)

男 性 … 肉 料 理 魚 料 理(刺 身 ・鰻)カ レー 焼 きそ ば

佃 煮 芋 料 理 けん ち ん汁 粥 ・雑 炊 寿 司(散 ら し寿 司)

カ ップ ラー メ ン ぎ ょ う ざ み ん な 好 き 硬 い 物 以外 な ら好 き

女 性 … 肉 料 理(ハ ン バ ー グ)魚 料 理(刺 身)麺 類 カ レー

ぎ ょ うざ チ ャー ハ ン 野 菜 類 天 ぷ ら パ ン 寿 司 みんな好き

肉 ・魚 料 理 、 カ ッ プ ラ ー メ ン が 多 く 聞 か れ た 。 月 に1度 カ ッ プ ラ ー メ ン

を メ ニ ュ ー に 入 れ て い る。 「何 で も 好 き 」 の 回 答 は 女 性 よ り男 性 が お お

か っ た 。

麺1



4/ラ ン チサ ー ビス は ど うで す か(複 数 回 答)

男 性 ・ ・お か わ りが 出 来 て うれ しい 、 好 き

も っ と沢 山食 べ た い ゆ っ く りま わ っ て ほ しい

お か わ りは し な い どち らで もい い

女性 ・ ・お か わ りが 出 来 て うれ しい お かず を沢 山食 べ た い

デザ ー トも入 れ て ほ しい ゆ っ く りま わ っ て

*普 段 か ら良 く召 し上 が る方 か ら多 く意 見 が 聞 か れ た。

食 事 のペ ー スが ゆ っ .くりの 方 が い るの で 、 余 裕 を も ち ま わ りた い 。

5/ト ー ス トの 日は ど うで す か(複 数 回答)

男 性 ・ ・焼 き た て が 食 べ られ て 良 い 、 な か な か 良 い

厚 切 り トー ス トが い い パ ン の お か わ りも あ る とい い

ピザ が食 べ た い コー ヒー や 紅 茶 が あ る とい い

トー ス トの 時 は ジ ャム の種 類 を増 や して

女 性 ・ ・厚 切 り トー ス トが い い ジ ャ ム を た っ ぷ りつ け て ほ しい

ピ ザ が食 べ た い ジ ャ ム もい い け どク リー ム系 も食 べ た い

コー ヒー や 紅 茶 も ほ しい パ ン を小 さ く切 らな い で ぼ しい

食 パ ン以 外 のパ ン も食 べ た い

*ピ ザ トー ス トを 提 供 す る よ う に し た 。'ト ー ス トの 目の 時

6枚 切 り を 使 用 し て い た が 、5枚 切 り を 使 用 に し た

ヱヱ2
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

ショー トステイ くぬぎの里
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事業所名 ショー トステイ くぬぎの里

平成24年 度の実績 として、年間利用実人数827人 であり、昨年 を上回る稼働率 とな りま した。

新規の利用者を各市町、セ ンターを通 しての開拓 ・リピー ター としての利用者の定着であ り、全職員

による送迎サービスの効果の要因 と思われます。新年度 もますますの稼働率増加に努 めてまい ります。

1.施 設利用者状況

ア、年 間利用者数71人

イ、年 間利用 日数827日

ウ、年間利用市町村 富士市、沼津市、富士宮市

2。 月別男女別利用状況 ・日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月

人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 目数 人員 日数

男性 4 66 3 46 4 70 4 74 7 79 4 71

女性 2 16 3 7 2 4 1 2 2 17 2 6

計 6 82 6 53 6 74 5 76 9 96 6 77

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

3 70 4 59 4 46 4 43 3 19 4 27 48 670

2 25 1 30 1 5 3 21 2 11 2 13 23 157

5 95 5 89 5 51 7 64 5 30 6 40 71 827
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3.障 害程度 区分

区分 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 合計

男性 1 ユ 1 0 2 5 10

女性 0 0 1 1 1 3 6

計 1
'

1 2 1 3 8 16

`
障害等級

等級 1級 2級 3級 その他※ 合計

男性 4 4 0 2 10

女性 3 3 0 0 6

計 7 7 0 2 16 ※精神2、3級 所持

4,年 齢別

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 0 1 2 4 3 10

女性 0 1 3 0 2 6

計 0 2 5 4 5 16

5.障 害名別

障 害 名 男 悔 女 性 合 計

脳血管 4 2 6

脳性麻痺 1 3 4

視覚 ・聴覚 ・言語 2 09 2

特定疾患 0 1 ユ

脊髄障害 ・頸椎 ・腰椎障害 1 0 1

高次脳機能障害 2 0 2

計 10 6 16

!16
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

デイサー ビスセ ンター くぬぎの里
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事業所名 デイサービスセンター くぬぎの里

くぬぎの里デイサー ビス事業は、障害者 自立支援法の 「生活介護」 として運営してまい

りま した。

利用者様の年齢 による介護保険制度への移行等で減少することもありましたが、支援セ

ンター、市役所障害福祉課を通 して新規利用者様の契約 にもいた り、年間を通 して安定

した運営ができました。

今後 も質の高いサー ビス提供 をモ ッ トーに稼働率 を高め、地域 に密着 したデイサー ビス

センター として事業展開いたします。

ユ.利 用者状況(区 分変更による重複 あり)

①障害程度区分 ・障害等級

区分 1 2 3 4 5 6 合 計

男性 0 3 10 7 5 3 28

女陸 0 1 8 4 0 1 14

計 0 4 18 11 5 4 42

等級 1級 2級 3級 合 計

男性 13 10 4 21

女陸 7 6 3 11

計 21 16 5 32

②年齢別

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 0 1 8 7 ユ0 26

女性 0 0 4 3 6 13

計 0 1 12 10 16 39

③障害名別

障 害 名 男 性 女 性 合 計

脳血管障害 13 9 21

キンジス トロフィー ユ 1 2

頭部外傷 2 1 6

脊髄損傷 1 0 1

脳1生廉痺 ユ 1 2

脊髄刀脳変性症 1 0 1

計 19 12 32
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2,本 年度事業の実績

①基本事業

[機能 回復訓練]

平行棒 階段の昇降 立ち上が り

施設内 ・中庭 ・屋上での歩行訓練 ・散歩

筋力 トレーニ ング

[社会適応訓練]

年 月 日 行 事 名 実 施 内 容 参加人数

24,4.25 花見遠足 富士川楽座にて花見 10名

26 花見遠足 富士川楽座にて花見 7名

27 花見遠足 富士川楽座にて花見 9名

6.6 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 9名

14 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 11名

22 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 9名

9.5 バスハ イク 新東名 ドライブ遠足 ユ1名

13 バスハ イク 新東名 ドライブ遠足 8名

21 バスハイ ク 新東名 ドライブ遠足 11名

11.14 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 10名

22 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 7名

30 シ ヨツピング ジヤスコ富士宮店にて買い物 10名

[厚生相談]
・車椅子 ・補装具の申請手続きの助言

・デイサー ビス利用問い合わせ

・その他の福祉サービスの助言

[介護支援相談]
・家庭における安全な介護の基本

・家庭での散歩時における歩行中の注意点 ・障害の認識 について

雌9



[ス ポ ー ツ ・レク リエ ー シ ョ ン]

年 月 日 行 事 名 実 施 内 容 参加人数

24.8.22 バ ーベ キュー 屋外 でのバーベキュー 11名

23 バ ーベ キ ュー一 屋外 でのバーベ キュー 10名

24 バ ーベ キュー 屋外 でのバーベ キュー 11名

12.3 ク リスマスツ リー ク リスマスツ リー の飾 り付 け 8名

4 ク リスマ ス飾 り 飾 り花作 り 11名

5 ク リスマ ス飾 り 飾 り花作 り 9名

12 ク リスマ ス会 クリスマス会及び開設記念式典 10名

13 ク リスマス会 クリスマス会及び開設記念式典 1!名

14 ク リスマス会 クリスマス会及び開設記念式典 9名

※ そ の他 、 トランプ 、オセ ロ、 カ ラオ ケ、ボール 投 げ、散 歩 は随 時実施 。

[健康相談]

看護師によるバイ タルチェック ・ス トレッチ体操
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②創作的活動 … 材料の下準備補助、整合性確認、創作補助

ジグソーパズル、スキルスクリーン スキルギャラリー ビータッチアー ト

ティッシュケース ステン ドグラス ちぎ り絵 絵描き ビーズアクセサリーなど
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創作的活動 ミ'

23年 度 24年 度

総実人員 32 38

総延人員 1,880 2,160

創作活動内容割合

κ

＼

＼
ロ バ ズ 」レ

ロ ス キ ル ギ ャラリー

ロ ス キ ル ス クリー ン

ロ デ ィッシ ュケ ー ス

ロ モ の 他

③入浴 サービス

状 況 男 性 女 性 合計

自 力 0 0 0

一部介助 10 4 14

全 介 助 12 8 20

22 12 34

・一般浴、機械浴 を実施 しま した

④給食サー ビス

状 況 男 性 女 性 合計

自 力 17 12 29

一部介助 2 1 3

全 介 助 0 1 1

計 19 14 33

・特別食をは じめ、キザ ミ食、普通食 と各個人にあった昼食を提供 しました。

』、22



⑤介護サービス

・日常生活を送る上 での困難な動作の介護(着 脱、食事、排泄、移動等)

・目常動作の改善のためのア ドバイス

⑥送迎サー ビス

・リフ ト付車輌 にて、基本的に自宅玄関か ら施設までの送迎サー ビスを実施 しました。

〈車輌運行状況〉

デイ リフ トバス リフ トバス その他の車輌

総運行日数 240日 240日 195目

総 距 離 18,53ユ 16,220 11,268

輸送実人員

延人員

30 25 10

1,159 1,184 347

3.日 課 表

時 間 内 容

9:00 利用者 迎え

10 00

10 30 バイ タルチ ェック ・ス トレッチ体操 ・入浴サー ビス ・創作活動

12 00 昼食

ユ3 00 創作活動 ・運動

14 30 おやっ

15 00 利用者 送り
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4.利 用実績

23年 度 24年 度

機能回復訓練 総実人員 32 42

総延人員 2,288 2,870

社会適応訓練 総実人員 32 42

総延人員 2,288 2,870

厚生相談 総実人員 13 17

総延人員 38 45

介護支援相談 総実人員 32 42

総延人員 2,288 2,870

ス ポー ツ

レクリエーション

総実人員 31 37

総延人員 2,045 2,445

入浴サービス 総実人員 24 34

総延人員 1,497 ユ,870

給食サー ビス 総実人員 32 41

総延人員 2,288 2,800

介護サービス 総実人員 32 42

総延人員 2.26 2,870

5.会 議及び研修

富士厚生会定例会(1回/月)

デイサー ビス職員会議(1回/月)

くぬぎの里職員会議 ・現場研(1回/月)

くぬぎの里主任会議 ・行事打ち合わせ(1回/A)

指導員部会(1回/月)

在宅部会(1回/隔 月)

代表者部会(1回/隔 月)

6.非 常災害対策訓練の実施状況

非常災害対策訓練は事業計画にもとづき実施 しま した。避難訓練は毎月行いその他

に初期消火 ・避難誘導 ・救急救護(応 急手当 ・心肺蘇生)・ 夜間緊急職員召集訓練 ・

職員火災器具操作研修 の内より必ず1項 目以上 を行いま した。
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

障害者生括支援センターくぬぎの里
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平 成24年 度 障 害 者 生 藩 支 援 セ ンター 《ぬ ぎ の 里 相 談 件 数 等 実 績 報 告 書

相談支援(指定相談支援事業所 くぬぎの里)として、身体障害の他、知的・精神等障害種別を問わない

相談支援を実施。

富士市との契約、県高次脳機能障害支援普及事業とも契約を致し、24時 間365日 体制にて相談対応致
ました。

在宅福祉サービスの利用援助、社会資源の活用支援、専門機関との連携等々の他、障害程度区分認定言
の実施。
また、富士市障害者 自立支援協議会・各研修会・連絡会・調整会議等への出席にて、担当職員の各地域

での位置づけが明確になり、相談支援機能の強化を図り、迅速且つ適切に対応致しました。

1.相毯愛理晦 雌
[コ 「一一一一継 路認 一一一一1身体障害 重嵐ひ身障一知的障害 精神障害 発達障害 高次呂搬能囎 その他1 階

富
士
市

来所(面接) 3 16
1

10 19
148

電話 ・メール等 208 26 19 18 267 538

訪問 42 6 4 1 154 207

同行 9 2 1 1 38 51

他機関との連絡調整 103 2 4 68 177

ケア会議及びケース会議等 13 20 23

計li3681 52 24134i566 1,044

圏
域
外

来所(面接)
II

2 7 9

電話 ・メール等 4 3 1 9 94 111

訪問 1 7 32
【

40

同行 3 3

他機関との連絡調整 1 17 18

ケア会議及びケース会議等
■

0

L 計151013111191153101011181

※1来 所はセンター来所の他、フィランセ窓 ロへの来所(面 接)を 含む。

※2訪 問は世帯訪問の他、関係機関等への訪問を含む。

※3他 機関との連絡調整は電話の他、メール、来所、訪問による連絡調整を含む。

④ 諮
由3山

F,-h

メ・漸
富士市 65
口 25

冨 90

他、直接支援介入はしていないが、他機関等よりの間接相談支援ケース(9人/延14件)

2,夜 間 ・休 日相談受理(対 応)件 数(124件)

!2艦



3.支 援センター事業・研修の受講等

① 富±市障害程度区分認定調査受託 障害程度区分認定調査(60件 実施)

② 就労 支援(復 職 ・再就職支援 ・就労支援事業所利用支援)/11ケ ー・一・一ス

③ 富士保健福祉圏域支援センター連絡会としてのとりくみ(毎月開催/12回)
ケース研究・検討等を中心に各障害の理解を深める。
各機関の取り組みや情報交換等を行う
富士市高齢者包括支援センターとの会合(年2回)

④ 県委託事業「高次脳機能障害者支援拠点機関事業」を受け、県の連絡会、検討委員会等出席
富士圏域ネットワーク連絡会議の開催・ケース検討会主催・研修会・講演会の主催・共催
富士圏域の高次脳機能障害者(児)の 相談支援
圏域外であっても、必要により相談支援を実施(ケ ース)
関係機関へのレクチャーを実施
富士圏域高次脳機能障害医療相談会(県主催)への協力(相談受付・同行支援等)
富士地域リハビリテーション広域支援センターと協力

⑤ 「脳外傷友の会しずおか」の活動に協力。総会・東部地区勉強会等への参加

⑥ 静岡県高次脳機能障害リハビリテーション講習会出席(実行委員)

⑦ 厚生労働省高次脳機能障害者支援コーディネーター研修会出席

⑧厚生労働省高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会出席

⑨ 厚生労働科学研究費「高次脳機能障害者に対する地域支援ネットワークの構築に関する研究」
高次脳機能障害支援普及事業に支援拠点機関等全国連絡協議会委員依嘱
東海ブロック連絡協議会委員依嘱(東 海ブロック連絡協議会への出席)

⑩ 「視覚障害者訪問自立支援事業」アセスメント支援 歩行訓練等補助 研修会・会議に出席

⑪ 静岡県視覚障害者協会事業等への協力

⑫ 富士市自立支援協議会に参画(運 営委員・身体障害担当)運 営委員会参画、研修会開催

⑬ 富士市手をつなぐ育成会事業への協力

⑭ 富士地区障害者雇用連絡調整会議委員として各種会議に出席

その他、各種会議 研修会等への出席・参加

・ ユ27





平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

障害者支援施設 きぼ うの里
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障害者支援施設 きぼうの里

【事 業 実績 報 告 】

平成24年 度 のきぼ うの里(入 所)は 、昨年度 よ り新事業(施 設入所 支援、

生活介護)に 移 行 し、新体制 下で の安定 した運営を目標に事業 を展開して参

りま した。また、平成24年10月1日 よ り施行 され ま した障害者 虐待防止

法について、事前の研修会への参加 から始ま り、法人の内部研修 を経て、施

設内研修を実施す る等、職員への周知 と徹底を図りました。

生活介護事業実施 により日中活動 をより充実 させ、「就労」グループでは

内職作業、手工芸等を行い、就労やものを作ることの楽 しさを実感 して頂き、

他施設でのおむっ畳み、近隣の園芸店での就労、奉仕等、地域社会 との係わ

りも大切にしています。r介 護 」 グループでは個別支援 を中心 とした 日中活動

によ り、集中力、持続力等の向上 にも繋がっています。これ らの活動以外に

も、農作業や園芸活動で野菜や花 を作る喜びを体験 した り、絵画等の芸術活

動や創作活動では富士市福祉展、市民福祉 まっ り、愛護ギャラ リー展等に作

品を出展 ・出品 し、社会参加や地域交流を活発に行っています。愛護ギャラ

リー展では受賞する作品も増え、内容 も年々レベルアップしています。

また、より安心で安全な施設にしてい く為に、誤嚥、転倒、他害、自傷等、

事故防止に努め、地震、火災等 にも備 え、防災対策の見直 しに も取 り組んで

います。なお、感染症対策 も出来 る限 り実施させて頂きま したが、今年度は

力及 ばず、感染症の発生による稼働率の低下を許 して しまいま したので、平

成25年 度の主 な課題 として特 に力 を入 れて対応 していく必要 があると考え

てお ります。

そ して、施設内だけでなく各市 ・町、近隣施設、協力医療機関、保護者会、

地域の方々との連携が重要であることを常に意識 しながら、利用者様への

支援 に取 り組ませて頂きました。

【施設入所支援 】

利用者 の施設利 用状況(平 成24年4月 ～平成25年3A)

①年間利用者延人員数

②年間利用率

③年間入所者数

④年間退所者数

⑤年間入院者数

17,853名

97.8%

0名

0名

男 性3名(7/24～9/27,

12/12～28)

女 性1名(1/15～2/6)

10/11～ ユ0/12

【生活介護 】

利 用者 の施設利用状況(平 成24年4H～ 平成25年3月)

①年間利用者延出席数13,231名
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②年間利用率98.4%

③ 内容;内 職作業,園 芸,農 作 業,創 作活動,芸 術活動,手 芸,工 芸

裁縫,個 人活動 等

1.利 用者障害程度 区分 (平成25年3月31日 …現在)

区分 3 4 5 6 計

男性 1名 7名 16名 7名 31名

女性 2名 4名 9名 4名 ユ9名

計 3名 11名 25名 11名 50名

2.利 用者援護実施機関状況 (平成25年3月31目 現 在)

男 性 女 性 計

富士市 17名 9名 26名

富士宮市 3名 2名 5名

沼津市 1名 3名 4名

伊東市 3名 2名 5名

御殿揚市 2名 2名

三島市 1名 1名

熱海市 4名 4名

伊豆の国市 1名 1名

長泉町 1名 1名

小山町 1名 1名

計 31名 19名 50名
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3.利 用者年齢 (平成25年3月31目 現在)

20～29才 30～39才 40～49才 50～59才 60才 以 上 計 平均

男性 2名 12名 8名 3名 6名 3ユ 名 45.0才

女性 ユ名 4名 6名 6名 2名 19名 47.9才

計 3名 16名 14名 9名 8名 50名 46.1才

【男性最高68才,女 性最高63才 】

4。 年間行事実施報告書

月

4月

S月

6,月

7月

実 施 内 容

【常時実施 したもの】

※防災訓練,利 用者夕礼,喫 茶,回 診,体 重

測定,選 択メニュー,特 別(お 楽 しみ)メニ

ュー,誕 生 日メニュー 〔毎月1回 実施〕

※お しゃれ工房 〔毎月2回 実施〕

※衛生検査 〔第2,第4水 曜 日〕

※消毒 目 〔毎週 日曜 日〕

※床屋 〔年 ユ0回 実施〕

※自販機デイ,お 菓子の 目

※読み聞かせ会 〔毎月最終火 曜 日〕

職員関係,そ の他

K常 時実 施 した もの 】

※定例会議,職 員会議,主 任会議

ケース検討会,給 食会議

感染症 ・食 中毒対策委員会

事故防止委員会,経 営会議

〔毎月1回 実施〕

※古紙回収 〔年6回 実施〕

〔それぞれ隔週で日曜 日実施〕

花見遠足

残留者買物外出

保護者会総会

富士市自立支援協議会

歯科検診

利用者検便

七夕会

きぼうの里祭 り

静岡県知的障害者福祉協会施設長 ・主任者合同会議

富士市知的障害者連絡調整会議

富士市自立支援協議会,サ ービス管理責任者連絡会全体会

静岡県知的障害者福祉協会大会,き ぼ うの里職員研修

東部成人福祉施設長連絡会,社 会福祉施設等災害復旧実地調査

富士市自立支援協議会ワーキンググループ

富士市自立支援協議会,普 通救命講習,き ぼ うの里職員研修

県知協 医療 ・看護 カウンセ リング講座

富士市自立支援協議会ワーキンググループ
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月 実 施 内 容 職員 関係,そ の他

8月 残留者 コンビニ外出 大淵地区福祉 ・教育 ・医療を考える会,内 部監査

県知協 医療 ・看護i心 理学 カ ウンセ リング講座

サービス管理責任者連絡会研修

感染症予防対策講座

9月 総合防災訓練 県知協 医療 ・看護 カ ウンセ リング講座,応 急救護研修

健康診断 障害者雇用企業訪問,応 急手当普及員要請講習

東部施設スポーツ交歓会

わかふ じスポーツ大会

一

10月 開設記念祭行事 福祉キャンパス看護i師感染症予防対策研修

富士市市民福祉まつり 福祉キャンパス福祉講座

富士市福祉展 サービス管理責任者連絡事例検討会

きぼ うの里運動会 富士市知的障害者連絡調整会議,保 護者会環境美化

虐待防止研修 富士市 自立支援協議会 ワーキンググループ

産業医研修 「癌について」

11月 総合防災訓練 リスクマネジメン ト研修会 ・障害者虐待防止法研修会

保護者との遠足 福祉 キヤンパス講座

インフルエンザ 富士市知的障害者連絡調整会議

予防接種

12月 ク リスマス外 出, 愛護 ギャラリー展 福祉キャンパス講座,職 員マナー講習

残留者 コンビニ外出 サービス管理責任者連絡事例検討会

御用納め ・大掃除 ・すす払い

1月 新年会,繭 玉作 り,ど ん ど焼 き 南部町駅伝,中 堅職員研修

災害時要援護者支援研修

産業医研修研修 「感染症について」

2月 節分 大淵地区福祉 ・教育 ・医療を考える会

産業医研修研修 「感染症について」

3月 雛祭り 自立支援法事業者説明会,富 士市自立支援協議会

健康診断 富士市知的障害者連絡調整会議,職 員マナー講習

東部成人福祉施設長研修(防 災について)

災害時の支え合いシンポジウム
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5.実 習生受 け入 れ

①5月21～6/2日(12日)

②7.月17～23目(5日)

③7月25～31日(5日)

④8月2～17日(12日)

⑤8月20日 ～8月3ユ 日(10目)

⑥8月28～3日(3日)

⑦10月2日(1日)

⑧1ユ 月15～16日(2日)

富士常葉大学

富士宮東高等学校

富士宮東高等学校

静岡福祉医療専門学校

富士常葉大学

富士宮東高等学校

富士市立岩松中学校

富士市立鷹岡中学校

名

名

名

名

名

名

名

名

!

3

3

ユ

2

5

6

4

6.ボ ランテ ィア受 け入れ

①きぼ うの里祭 り(開設記念祭)

和太鼓演奏;太 鼓衆 ・春夏秋冬

②環 境美化;杉 田の畑 ・施設内整備;き ぼ うの里保護者会

③ きぼ うの里運動会 ビデオ撮影;シ ル バー人材 セ ンター

④食 堂清掃;あ めんぼ

⑤絵 本 の読み聴 かせ ボ ランティア;通 所利用者 の保護者

ビデ オ撮影;シ ルバー人材セ ンター

7月28日

10月1ユ 日

10月17日

12月10日

毎 月 最 終火 曜 日

7.非 常災害対策に関わる教育 ・訓練

非常災害時における、施設利用者の安全を確保するため、消防法並びに

大規模地震対策特別措置法に基づき、きぼうの里自主防災計画及び地震防災

計画を策定し、次の教育 ・訓練を実施 しました。

①教育1新 人採用職員教育,消 防計画及び地震防災計画の周知

大規模地震対策特別措置法の解釈,非 常放送設備類の機器等の操作

消火器及び屋内消火栓の取 り扱い

②訓練:年 間12回 実施(通 所,地 域活動支援センターと合同で実施)

1内容】初期消火,避 難誘導,応 急救護等
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きばうの里 短期入所事業

1.事 業実績報告

平成24年 度きぼうの里 短期入所事業では、利用者様,ご 家族様のご希望を常に意識し、ご家庭

での生活が困難なってしまった利用者様の緊急利用,緊 急対応など、困難な状況にもできる限り対

応して来ました。様淘な障害状況の利用者様 に、安心で安全なご利用をして頂く為、利用者様の特

性を理解しながらサービスの提供に努め、宿泊訓練,社 会適応訓練等にもカを入れ、ご家族様の負

担の軽減,利 用者様の在宅生活への援助を常に行って来ました。

また、広報活動などを大切にし、各市・町,生 活支援センター,他 の短期入所 ・通 所事 業所など

との連携も密にすることで、利用者様にとってより利用しやすい状況を作り、新規の利用者様や

富士市外からの利用者様も定着し、多くの利用者様にご利用頂いてます。

2.施 言曼禾iJ用斗犬三兄

ア 年間利用者延人数

イ 年間利用日数

ウ 年間利用市町村

1,765人

365日(5床)

富士市、富士宮市、山梨県南部町

3.月 別男女別利用 日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
男性 122 145 134 146 152 132 140 140 76 145 116 154 1,602

女性 14 14 13 13 9 22 22 13 5 9 9 20 163

計 136 159 147 159 161 154 162 153 81 154 125 174 1,765

(年間稼働率96.7%)

4.男 女年齢別

年 齢 男性 女性 合計
20歳 未満 2 0 2

20～29歳 14 4 18

30～39歳 7 4 11

40～49歳 5 1 6

50～59歳 2 1 3

60～69歳 0 1 1

合 計 30 11 41

5.区 分 別

区 分 男性 女性 合計
1 0 0 0

2 4 0 4

3 15 2 17

4 12 5 17

5 1 2 3

6 2 2 4

合 計 34 11 45

※4名 は中途で区分変更
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きぼ うの里 通 所

1.事 業実績報告

平成24年 度 も、 「安全に ・明る く ・楽 しい通所」を念頭に、利用者及び ご家

族の皆様 より、信頼 され親 しまれる施設づくりを目指 してきました。通所事業は

ご家族 との関わ りが非常に強いために、利用者だけでなく、ご家族への精神ケア

も併せて実施 し、利用者 ・ご家族の精神的安定が図れるよう努めてきま した。

その成果により、本年度も利用率がアップす る事が出来ました。

また、8月 に行 われ た通所 のご家族 交歓会では、テーマを 「成年後見人制度」 と

おき、将来に向けての保護者様 ・利用者様のあ り方(地 域での暮 らし方)を 勉 強

し、みんなで支 え合っていこうとより、一層の団結力が生まれました。

今後も、保護者様 との理解 ・信頼を深めていく意味で も、保護者遠足 ・大掃除 ・

ご家族交歓会など、家族に参加 して頂 く行事を企画 ・実行 し、利用者様 ・保護

者様 ・職員間の信頼関係の構築 に努めて行きたい と思います。

また、毎 日の連絡 ノー トなどを通 じて、家庭での様子 ・施設での様子などを情報

交i換し、利用者様 に とって最善 の支援が出来るよ う、家庭との連絡を密 にとり、

家庭 と施設 とで統一した支援を実施 していきたい と思います。

2.利 用者状況

障害程度別利用者数

療育 重度 重度 重度 中軽度 中軽度 中軽度 なし

合計身障 1～2級 3級 ～ な し 1～2級 3級 ～ なし なし

1 3 18 1 23

利用者年齢別 内訳

年齢 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 合 計 平 均

男 0 2 2 3 4 4 2 17 36.2

女 0 0 0 4 2 6 33.9

合計 0 2 2 7 6 4 2 23 35.6

A.D.L 障害程度区分

区 分 自 力 一部介助 半 介助 全 介助 計 区分 1 2 3 4 5 6 合 計

食 事 6 10 6 1 23 男 0 0 1 9 7 0 17

排 泄 4 13 5 1 23 女 0 0 0 1 3 2 6

移 動 10 8 5 0 23 合計 0 1 10 10 2 23

更 衣 5 7 10 1 23
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1。Q

区分 測定不能 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 合計

男 8 1 4 1 1 2 17

女 5 1 6

合計 13 1 5 1 1 1 23

利用者状況

平成24年 度

在 籍 利用 人

数

延利用人数

4月 23 23 432

5月 23 23 453

6月 23 23 458

7月 23 23 458

8月 23 23 433

9月 23 23 411

10月 23 23 478

11月 23 23 457

12月 23 23 381

1月 23 23 405

2月 23 23 408

3月 23 23 421

合 計＼ ＼ 5,195

平成23年 度

在籍 利用人数 延利用人数

4月 23 23 429

5月 23 23 427

6月 23 23 467

7月 23 23 430

8月 23 23 467

9月 23 23 418

10月 23 23 425

11月 23 23 454

12月 23 23 416

1月 23 23 399

2月 23 23 435

3月 23 23 456

合 計＼ ＼ 5,223

3.年 間行事実施報告

椎茸狩 り、運動 ・散歩 、花見外 出、誕 生会、 ア ロマの 日、一 日散 歩

① 運動 ・散歩(火 曜 ・午後)富 士総合運動公園 ・広見公園 ・大渕公園

② 多 目的活動(木 曜 ・午前)ラ ジオ体操 、ス トレッチ、ウォーキング

③ 音楽活動(木 曜 ・午後)カ ラオケ

④ 衛生の目(木 曜 ・午後)爪 ・耳等 の衛生面介助

⑤ リトミック(金 曜 ・午後)音 楽療法、機能訓練的活動

※①～⑤は毎月実施 した

創作活動、アロマの 目、施設外清掃、防災訓練、一日散歩、誕生会

運動 ・遊具遊び、バス ドライブ

バ ス ドライブ、 ビデオ鑑賞 、誕生 会、 ア ロマ の 日、 トマ ト栽培 、一 目散歩、

リ トミック、防 災訓練

ア ロマ の 日、七 夕、誕 生会 、バス ドライ ブ、一 日散歩 、歯科検診 個 別外 出
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8月
夏祭 り、プール活動 、ア ロマ の 目、バス ドライブ、誕生会 、個別外 出、

ビデオ鑑 賞、防災訓練

9月 ビデオ鑑賞 、健康 診断 、バ ス ドライブ、ア ロマ の 日、誕生会 、1目 散歩 、個別外 出

スポー ツ交歓 会、防災訓練

10月
バス ドライ ブ、ア ロマ の 目、誕生会 、 ビデオ鑑賞 、個 別外 出、防災 訓練

運動会 、一 日散歩

11月
開設記念行事、総合防災訓練、バス ドライブ、誕生会、一 日散歩、アロマの目

インフルエンザ予防接種、シャローム富士川展示見学会、個別外出

12月
誕生会 、 ビデオ鑑賞 、バス ドライ ブ、大掃除 ・忘年会 、ア ロマ の 日、ク リスマス会

餅つ き、個 別外 出、防災訓練

1月
凧揚げ、繭玉作 り、どん ど焼き、バス ドライブ、初詣、防災訓練、アロマの日

新型インフルエンザ予防接種、個別外出

2月
節分、バ ス ドライ ブ、ア ロマ の 目、個 別外出、防災訓練 、 ビデ オ鑑賞 、 リ トミック

3月
親子遠足(イ チゴ狩 り)雛 祭 り、健康診断、バス ドライブ、防災訓練、アロマの 目

ビデオ鑑賞

4.作 業内容

◇壁画作 り 【紙粘土製作】

各工程を用意 し、利用者に選択 して頂き、選択出来ない方 には、職員にて レベルに

あった行程に配置 した。

① 牛乳パ ックの解体、適当な大 きさにカ ットする。

② 表面のコーティングを剥がす(両 面)

③ 芯に使われている紙を千切る。(粗 く→細かく)

④ す り鉢等で、水に浸 した物を潰 し繊維を出す。

⑤ ミキサーにて更に細かくする。

⑥ 糊 を混ぜ、型に詰 め乾燥 させ る。

⑦ 乾燥 した物に着色する。

⑧ 下絵 に合 わせて、同色の物をボン ドで接着する。

雌7



その他の活動

1,体 力維持の為の運動 ・散歩(多 目的ホール活動 と外出先での散歩)を 実施 した

2,カ ラオケ、ビデオ鑑賞を実施 した

3.年 間行事による遠足 を実施 した(親 子遠足2回)

4,希 望 目的地別グループによる、個別外出を実施 した

5,開 設記念、夏祭 り等を実施 した

6.防 災訓練 を実施 した

7,誕 生会を実施 した

健康管理

1.爪 、耳あか等のチェックの施行

2.昼 食 、おやつ前の手洗い施行

3.昼 食後の投薬チェ ック、歯磨 き施行

4,毎 朝バイタルチェック施行

5.体 重測定施行

6,医 務 による定期検診、予防接種の施行

7.排 泄 の施行(失 禁防止)

保護者との携わり

1,毎 日の連絡帳で、相互 の意思疎通 を図った

2.行 事への参加呼びかけ、保護者会や面談等の実施 をした

3.年 末の大掃 除実施にあた り保護者にも出席 して頂いた(忘 年会)

4,ユ 年問の行事を中心 とした活動記録(写 真)を 個別のアルバムにして

年度末にプ レゼ ン トした。
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障害者地域活動支援センターきぼうの里事業実績報告

事業の実施に当たっては、利用者が可能な限りその居宅において、その有す

る能力に応 じ自立と生きがいを高める 日常生活を営むことができるよ う、必

要な 日常生活上の支援 を行 うことにより、利用者の社会的孤立感 の解消、及

び身体機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図る。

以上を基本方針 として、施設経営の見直 し等を図り、 さらにサー ビス向上

をめざし、ご家族 ・利用者 との信頼関係 を構築 し、希望ある、明るい未来 を

作 りあげて行きたいと考えてお ります。

1利 用実績報告

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

開所 日数(日) 20 21 21 21 20 19

登録者数(人) 24 24 24 25 25 25

月間利用者数(延 べ人数)) 397 402 404 410 396 374

月平均利用率(%) 99.7 95.7 96.2 97.6 99.0 98.4

10月 11.月 12月 1月 2,月 3月 合計 前年比

22 21 19 19 19 20 242 △1

25 25 25 25 25 25 297 十16

428 415 380 374 362 396 4,738 十339

97.3 98.8 100.0 98.4 95.3 99.0 97.9 十7.4
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2利 用者の状況 《平成25年3月1日 現在》

①年齢別 ②受給者証程度区分

年 齢 男 女

20歳 以下 1 0

20歳 ～29歳 3 3

30歳 ～39歳 7 2

40歳 ～49歳 3 4

50歳 ～59歳 0 1

60歳 以上 0 1

計 14 11

区 分 男 女

区分S 2 2

区分3 11 8

区分2 1 1

区分1 0 0

計 14 11

3事 業 内容

(1)営 業 日 月曜 日～金 曜 日 時間930～1600

(2)年 間行事実施報告

月 実 施 内 容

4月 お花見 ドライブ(富 士宮方面)

5月 ショッピング(ジ ャスコ富士宮店)、 保護者 会総会

6月 利用者検便、ボランティア交流会(カ ラオケ)

7月 七夕会、利用者歯科検診、きぼ うの里夏祭 り

8月 園芸活動他

9,月 総合防災訓練、クッキング(お 菓子作り)

定期健康診断

10月 開設記念行事、運動会

11月 ボランティア交流会(オ カ リナ演奏 会)

イ ンフル エ ンザ予 防接種

12月 ク リスマ ス 会

1月 新年会、 どん ど焼き、繭玉作 り、初詣(富 士 宮浅 間大社)

2月 節分(豆 まき)、 ク ッキング(お 菓子作 り)

3月 ひな祭 り、いちご狩 り、定期健康診断

その他

送 迎(2回/日)、 健 康 チ ェ ック(1回/日)、 給 食(1回/日)

入 浴 サー ビス(月 ・火 ・木 ・金 曜 日)、 体重 測 定(1回/月)

選 択 給食(1回/.月)、 防災 訓練(1回/.月)

・ 鐙 ◎



4職 員 研 修

①10月23日(火)

産 業 医研 修 「癌 」(1名)

②10E26日(金)

産 業 医研 修 「癌 」(1名)

③1E29日(火)

④IE30日(水)

⑤3月22目(金)

職員 マ ナ ー研 修(1名)

5実 習 生 受 け入 れ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

産業医研修 「インフルエンザ」

産業医研修 「インフルエンザ」

ロゼシアター会議室

ロゼシアター会議室

(1名)ロ ゼ シア ター会議室

(1名)ロ ゼ シア ター会議室

富士宮市民文化会館

5月31日(木)～6月1日

富士 常葉 大 学1名(女 子1名)

7.月20日(金)

静 岡 県 立 富 士 宮東 高 校3名

7月27日(金)

静 岡 県 立 富 士 宮東 高校3名

8月13日(.月)～8.月14日

静 岡福 祉 医療 専 門学校1名

8月28日(火)

8月29日(水)

8月30日(木)

2日(火)

(金)

(金)

(女子3名)

(女子3名)

(火)

(男子1名)

静 岡県立富士宮東高校2名(男 子1名 ・女子1名)

富士常葉 大学2名(女 子2名)

静岡県立富士宮東高校2名(女 子2名)

⑧10月

富士市立岩 松 中学校2名(男 子1名 ・女子 ユ名)

⑨11月16日

富士市立鷹 岡 中学校2名(男 子1名 ・女子1名)

福祉体験

福祉体験
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平成24年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

養護老人ホーム 富士宮市立長生園
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富士宮市立長生園 事業実績報告書

1.事 業 報 告

富士宮市か ら委託 、指定管理者施設を受けて10年 経過 し、安心 ・安全 な施

設作 りを目指 し、利用者の皆様への見守 り、声かけ等に努めて参 りました。

今年度も施設の諸行事、地域 との交流、小 ・中学校の生徒 さんとの交流及び

保育園児、ボランテ ィアの皆様 とのふれあい等々や、「ふれあい祭 り」も盛大

に実施 して参 りました。

1.月か ら2月 にか け、感染症(ノ ロウィルス)に11名(利 用者10名 、職

員1名)発 症 し、施設 内外 の消毒等、拡大防止に努めて参 りました。

日頃から感染症予防の徹底に取 り組んできましたが、全職員が大変な体験を

し、今後の予防対策に役立て利用者の健康管理に努めて参 ります。

また、地震や火災等の災害に対 して職員、利用者の皆様 と共に、防災に対す

る訓練等を定期的に実施 し、快適な施設、日常生活の向上を継続 して参 りまし

た。

!聰



2.利 用者 の施設利用状況

ア,年 間利用者延人員数(利用率)

イ.月別入退所数(延べ人数)

18,170名(99,6%)

(H24、4～H25、3)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入所 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 4

退所 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 1 5

ウ.外 出(延 べ人数)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 ユ0月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 108 114 75 75 73 58 40 89 89 49 18 42 830

女性 61 44 37 46 46 37 43 35 51 37 17 30 484

計 169 158 112 121 119 95 83 124 140 86 35 72 1314

工,外 泊(延 べ人数)

4月 5月 6月 7月 8,月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2

女性 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4

計 1 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 6

オ.面 会状 況(延 べ人数)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 ユ0月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 3 3 6 1 2 3 3 2 3 4 2 4 36

女性 4 10 7 8 3 4 3 2 10 7 2 7 67

計 7 ユ3 13 9 5 7 6 4 13 11 4 11 103

カ.月 別入 院数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 ユ0月 11月 ユ2月 1月 2月 3月 計

男性 0 0 0 0 2 1 1 1 1 1 1 1 9

女性 1 2 1 1 0 1 1 2 0 2 0 0 11

キ.措 置期 間状況(3月31日 現在)

富士宮市 牧之原市 計

男性 24 0 24

女性 24 1 25

計 48 1 49

14皇



3.ADL現 況

ア.移 動状況(名)

自力歩行

(杖等使用含)
歩行器使用

車椅子

自走

車椅子

半介助

車椅子

全介助
計

42 3 2 2 0 49

自力 一部介助 全介助 計

48 0 1 49

常食 粗刻み食 刻み食 ペ ースト 計

24 9 14 2 49

イ.食 事状況(名)

ウ.給 食状況(名)

エ,排 泄状況(名)

誘導
紙パンツ

(全日)

紙パンツ

(夜間)
パ ット

おむつ

(全 日)

おむつ

(夜間)

2 8 5 8 3 5

4.実 習生受け入れ状況

期間 日数 人数 内容 学校名等

7月31目 ～8月2日 2日 間 5名 職場体験 上野中学校

8月8目 1日 間 26名 ボランティア講座 富士宮市内小学校

10月12日 ユ日間 7名 上陵学習 上野中学校

11月7日 ～11月9日 3日 間 4名 職場体験 富士宮第四中学校

5.会 議等

・法人定例会議 月1回 ・感染症委員会

・職員会議 月1回 ・運営委員会

・処遇 会議 月1回 ・利用者全体会

・主任 会議 月1回 ・リスクマネジメント委員会

・給食会議 月1回

・行 事打ち合わせ会議 月1回

・静岡県指導監査 ………平成24年10月31日(水)書 面

3ケ月1回 及び随時

月1回

月1回

随時

鍛5



6.月 別実施報告書

月 行 事 概 要 参加人数

4月 花見

映画鑑賞会

〃

〃

大石寺(北 の山駐車揚付近)

園内にて「ゲゲゲの女房」を鑑賞

園内にて「大奥」を鑑賞

園内にて「ハチ公物語」鑑賞

36名

13名

11名

18名

5月 藤棚等見学

バラ見学

ゲートボール交流会

映画鑑賞会

〃

〃

下の坊及び妙蓮寺の牡丹見学

富士市中央公園ヘバラ見学

駿河荘ゲートボール定期交流会

園内にて「武士の家計簿」鑑賞

園内にて「ローマの休 日」鑑賞

園内にて「十三人の刺客」鑑賞

16名

14名

9名

12名

20名

20名

6月 八幡温泉 大衆演劇やカラオケを満喫 30名

7月 夏ドライブ 新東名使い沼津港湾散策 21名

8月 施餓鬼供養

上野地区グランドゴルフ

善能寺副住職による供養

三世代交流グランドゴルフに参加

40名

5名

9月 地区防災訓練

長寿の祝い

上野地区敬老会

ぶどう狩り

地域避難所の精進川浅聞神社(通称:氏神さん)避難

長寿対象者10名

上野会館にて地区敬老会参加

山梨県勝沼町でぶどう狩りを楽しむ

5名

47名

8名

26名

10月 ふれあい祭り 上野小、上野中も参加し世代交流 50名

11月 運動会

バス遠足

全員参加をねらい屋内で行う

富士サファリパークへ外出

48名

30名

工2月 クリスマス会

草笛慰問

作品展見学

野菜慰問

門松作り

餅つき

忘年会

東保育園児の慰問

草笛と二胡の演奏を楽しむ

シャロームに作品展示

農民市揚より数種の野菜をいただく

2013皿皿の門松作成

利用者も手伝い餅つきを行う

夕食時、鍋を囲みながら1年をねぎらう

50名

38名

11名

17名

5名

38名

48名

1月 初詣

映画鑑賞会

〃

繭玉作り

どんど焼き

浅間大社節分慰問

新年会

作品展見学

浅間大社にて初詣参拝

園内にて「綾小路きみまろLive」鑑賞

園内にて「男はっらいよ」鑑賞

どんど焼きに合わせ繭玉飾り

1年間の無病息災を祈願する

厄除け祈願、お難子、豆まき等

芝川苑にて入浴、カラオケ

富士宮市福祉作品展見学

19名

22名

22名

23名

13名

46名

26名

10名

2月 映画鑑賞会

ノロウイルス感染発症

〃

園内にて「綾小路きみまろLive」鑑賞

利用者10名 、職員1名

園内にて「九ちゃんのでっかい夢」鑑賞

15名

11名

13名

3月 踊り慰問

桃の節句

クラブ講獅 による踊り慰問

集会室に雛飾りし、三色もちをつく

42名

47名

鍛 窪
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平成24年 度 事業実施報告書

社会福祉法人 富士厚生会

富士市西部地域包括支援センター
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1.事 業実施報告

平成24年 度は富士市か らの委託 を受 け、運営を開始 してから2年 目となった。

運営体制について は、富士市内の8つ の生活圏域 ごとに1か 所づっ の包括セ

ンターが設置 され ることとなり、新規委託センターが4カ 所増設 され 、それま

での4セ ンターか ら8セ ンター となった。 富士市の直営センターは担当エ リア

を持たないため、8圏 域 を委託7セ ンター が担当す るこ ととな り、西部包括セ

ンタL-・・一・のみ富士南 部圏域 と富士川圏域の2圏 域を引き続 き担 当 し、本所 ・支所

の体制で運営をおこなった。職員配置人数は6名(主 任介護支援専 門員1名 、

保健師1名 、社会福 祉 士2名 、介護支 援専 門員2名)で 業務 にあたったが、事

務所が駅南、富士川 の2か 所 に分かれ てお り三職種 も分 かれている為、多職種

で連携を図 り業務 を行 うことが難 しかった。センター内会議を月2回 開催 し、

業務 の進捗や情報共有 、協議、協働を図った。

総合相談支援事業については、新規相談件数は485件 であった。介護保険や

福祉 サー ビスについての相談が多いが、認知症対応や虐待の相談もあ り継続 し

た対応をおこなった。民児協や福祉推進会の会合に定期的に参加す ることがで

きるようになり、事業内容や相談の実態等の広報活動、または関係委員か らの

個々の相談にあたることができた。

権利擁護事業については、相談件数は11件 であった。その うち成年後見制度

の相談が6件 、消費者 被害の相談が3件 であった。 また消費者被害、成年後見

制度、高齢者虐待についての広報活動をおこなった。

包括的 ・継続的ケアマネジメン ト支援事業については、各地区での防災への

取 り組み、医療 との連携、コミュニケーション技術等のテーマでなどの内容で

地域ケア会議を3回 開催 し地域課題 のを共有 した。また事例検討会を開催 しエ

リア内のケアマネジャーとの連携を図った。また対応困難者への対応ではケア

マネジャー と同行訪問やケース会議で連携を図った。

介護予防ケアマネジメン ト事業については、一般高齢者を対象 とした包括セ

ンター主催の介護予防教室を3回 開催 した。特定高齢者 の2次 予防事業の 申込

み、アセスメン ト、評価の実施。また要支援者の予防給付事業は、直営 と委託

のバランスを勘案 し、委託事業所 との連携をとりながら実施 した。

今後は、高齢化の急速な進展で、高齢者の増加に伴 う要介護 ・要支援者の増

加、ひとり暮 らしや夫婦のみの高齢者世帯の増加で、支援を必要 とする高齢者

の増加が予測されます。来年度も、担当エ リアの高齢者 が住み慣れた地域で安

心 して、その人 らしく暮 らすことができるように、また高齢者や家族が課題に

応 じた社会資源を適切に活用できるように、各事業の推進に努める。
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2。 介護予防支援業務

1)給 付管理数

直営

要支援1 341

要支援2 648

小計 989

委託

要支援1 522

要支援2 1125

小計11647

合計12636

2)ケ アプランの作成数

直営

要支援1

新規 12

更新 62

小計174

要支援2

新規 9

更新 113

小計122

健康づくりシニア73

合計1196

委託

要支援1

新規 45

更新 53

小計 98

要支援2
新規 75

更新 111

小計1186

1合 計12841

3)ケ アプランの評価

く要支援〉

直営

評価件数合計1186

プラン継続

プラン変更 176

・介護給付に変更 13

・予防給付中での変更 163

・健康づくりシニアに変更

・一次予防施策に変更

終了 10

委託

評価件数合計 233

プラン継続 1

プラン変更 226

・介護給付に変更 16

・予防給付中での変更 210

・健康づくりシニアに変更

・一次予防施策に変更

終了 6

4)サ ービス担当者会議

要支援 361

要介護 19

5)訪 問状況

要支援アセスメン ト、モニタリン
グ、評価等

実人数 713

延人数 940

健康づくりシニア、アセスメン ト、
モニタリング、評価等

実人数 218

延人数 231

6)健 康づくりシニア実態把握
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3。 包括的 ・継続的ケアマネージメン ト支援業務

1)介 護支援専門員に対する個別支援

相談窓ロ
回数 6

人数 15

支援困難事例を抱える介護支援専門
員への対応

回数 21

人数 16

個別事例に対するサービス担当者会
議開催支援

回数 5

人数 10

質の向上のための研修
回数 1

人数 1

介護支援専門員に対する情報交換
回数 22

人数 22

ケアマネ同行訪問
回数 4

人数 4

2)地 域ネッ トワークづくり

①関係団体の会議等への参加138
・町内会

・福祉推進会 38

・生涯学習推進会

・健康推進会

・その他 4

②民生児童委員会への関わり 82

・民生児童委員会への参加 50

・民生児童i委員伺別訪問 32

③地区組織への参加 14

・いきいきサロン 9

・悠容クラブ 2

・社会福祉センター

・ボランディア団体 3

④ネットワーク会議開催 1

・各地区ネッ トワーク会議 1

⑤その他 4

医療機関 2

警察署 ・交番 2

その他地区施設 1
合計1171

4。 総合相談業務 5。 権利擁謹業務

来所 延人数 186

電話 延人数 287

移動相談 延人数 3

見守り訪問 延人数 2

訪問 延人数 7

合計1延 人数 485

相談者
(延人数)

本人 55

家族 ・親族 207

知人 ・友人 18

民生 ・児童委員 53

医療機関 37

行政機関 42

介護支援専門員 44

介護保険サービス事業所 10

高齢者地域支援窓ロ事業所 6

警察

関係委員 13

障害福祉関係機関

合計 485

相談内容
(延人数)

介護相談(介護方法等) 35

介護予防事業について 6

介護保険について 279

生活全般に関する事 92

保健 ・医療相談 20

福祉サービスについて 133

権利擁護(成 年後見 ・消費者被害含) 11

虐待相談 12

認知症 23

その他 43

合計 654

相談結果
(延人数)

助言終了 19

継続支援(見 守り含) 49

他機関紹介 69

介護保険の紹介 166

福祉サービスの紹介 86

受診のすすめ 28

要訪問 71

その他 56

合計 544

相談件数 11

相
談

内
容

成年後見制度に関する相談 6

日常生活自立支援事業の相談 1

消費者被害による相談 3

債務に関する相談

財産管理・生活全般 1

申し立て書類の習得等について

相
談
者

本人 1

家族・親族 5

知人・友人 1

民生・児童委員

行政機関 1

ケアマネ 2

介護保険サービス事業所 1

高齢者地域支援窓ロ

警察

関係委員

障害福祉関係機関

性
別

男 5

女 6

対
応
状
況

成年後見制度の助言指導 3

成年後見制度の申立支援 3

関係機関紹介 4
・社会福祉協議会 1
・消費生活センター 2
・行政機関

・司法関係

・障害福祉関係機関 1

介護保険サービス利用 1

継続支援 1

福祉制度利用
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6.会 議 ・研 修

1)会 議等への参加

地区事業等の会議に参加
回数 2

参加人数 2

各種団体主催の会議
(グループホーム等運営推進会議)

回数 23

参加人数 24

市主催の会議(運 営協議会他)
回数 17

参加人数 22

権利擁護広域ネットワーク会議
回数 8

参加人数 12

虐待防止ネットワーク会議
回数 2

参加人数 3

地域包括支援センター
センター長会議

回数 12

参加人数 12

地域包括支援センター
主任ケアマネ会議

回数 1

参加人数 1

地域包括支援センター
社会福祉士会議

回数 12

参加人数 23

地域包括支援センター
保健師会議

回数 12

参加人数 12

高齢者地域支援窓ロ事業連絡会
回数 6

参加人数 33

主任ケアマネ連絡会
回数 5

参加人数 5

合 計
回数 100

1参加人数 136

2)研 修への参加

富士市で開催した研修会
回数 37

参加人数 78

・介護支援専門員研修 回数 2

参加人数 4

・虐待防止研修会 回数 1

参加人数 3

・成年後見研修会 回数 3

参加人数 7

・介護予防研修会 回数 8

参加人数 8

・その他の研修会 回数 23

参加人数 56

地域包括支援センターで
開催した研修会

回数 20

包括人数 33

参加人数 348

・認知症サポーター養成講座
回数 9

包括人数 8

参加人数 206

・一般を対象としたもの
回数 11

包括人数 25

参加人数 142

県 ・国で開催した研修会
回数 18

参加人数 22

・主任ケアマネジャー研修 回数

参加人数

・包括支援センター職員研ll多 回数 3

参加人数 3

・その他研修会 回数 9

参加人数 13

・ケアマネ更新研修他 回数 6

参加人数 6

各種団体主催の研修
回数 14

参加人数 26

その他の研修
回数 9

参加人数 22

合 計
回数 98

参加人数 496
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